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　那覇市内で学校薬剤師を10年以上勤続し、

学校保健の伸展に寄与した功績が顕著な者に

対して贈られる学校保健功労者表彰に前濱朋

子先生が受賞。また、那覇地区学校保健会の

役員を長く勤めた笠原大吾先生には感謝状が

贈られた。

（報告：沖縄県薬剤師事務局 長嶺勇作）

会期：平成30年2月16日(金）　会場：沖縄県那覇警察署 訓授場

＜平成30年度 那覇地区学校保健会定期総会＞

　会期：平成30年5月10日（木）

　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

那覇警察署長から感謝状が贈呈される

那覇地区学校保健功労者表彰および感謝状

前濱朋子先生　笠原大吾先生　おめでとうございます

　去る2月16日、沖縄県那覇警察署にて、平

成30年那覇警察署感謝状贈呈式があり、当会

は防犯活動功労として大城正人同署長から感

謝状を贈呈された。

　功労内容は、「平素から、警察業務に深い

関心と理解を示し、テロ対策広報および爆発

物原料等に関する情報提供を積極的に行うな

ど、警察活動に多大な貢献をした」とされて

いる。

　当会は、医療安全講習会で薬局店舗におけ

る不審者への対応に関する講義や、薬事情報

センター・試験検査センターを利用した不審

者宅から押収した薬物の調査などに関わった。

　今回の受賞後に、多々関わった那覇警察署

警備課の警察官が当会を訪れた。亀谷会長は

「地域の安全安心なまちづくりに今後も貢献

していきたい」と述べた。

（報告：沖縄県薬剤師事務局 大城喜仁）
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沖縄県交通遺児育成会募金贈呈式報告

　　　　　　　　　　　　日時：平成30年2月14日(火）15:00〜15:30

　　　　　　　　　　　　会場：琉球新報社 社長室 　　　　　

　去る2月14日、四師会による沖縄県交通遺

児育成会への募金贈呈が、琉球新報社社長室

にて行われました。本会は、沖縄県交通遺児

健全育成資金造成のため、沖縄県医師会、沖

縄県歯科医師会、沖縄県看護協会と協力して、

毎年、募金活動を行っています。

　四師会の会長を代表して安里哲好医師会会

長より、「四師会会員他、関係者の皆様の温

かいご支援により、609,036円の寄付をする

ことができました。平成2年より寄附を始め、

今年で28回目になります。平成11年度までは

チャリティー写真展を開催、その後も寄附を

続けるため四師会が協力、各関連施設へ募金

箱を設置し、募金活動を行っています。」と

述べられました。

　富田詢一沖縄県交通遺児育成会理事長（琉

球新報社長）から、「当育成会の事業推進に

ご理解を頂き、大変貴重な寄附金まで賜り、

御礼を申し上げます。この度の尊いご芳志に

ついては、遺児達の学業上の不安を和らげ、

強く逞しく成長して将来立派な社会人になる

よう有効に活用させて頂きます。」と御礼の

ご挨拶があり、引き続いて、田積あや沖縄県

交通遺児育成会事務局長より、「昭和55年か

写真左より、仲座明美看護協会会長、亀谷浩昌薬剤師会会長、富田詢一交通遺児育成会理事長、安里哲好医師会会長、真境名 勉歯科医師会会長

ら交通事故で父母を亡くした、または父母が

後遺障害を負った小・中・高・特別支援・専

門・大学生を対象に“奨学・育成金”等を給

付してきました。給付開始以来現在に至る37

年間で、延べ8,579人の交通遺児を支援する

ことが出来ました。本年度は107人の交通遺

児に給付し、小・中学校入学及び中学校卒業

の交通遺児12人に激励金、新たに交通遺児と

なった10人に対し見舞金、また、健全育成を

目的としたフレンドシップへ希望者2人を兵

庫県へ派遣するなど、合わせて延べ131人に

対して、10,389,000円を給付しました。」と、

実績報告がなされ、毎年続けている寄附への

感謝の言葉がありました。

　本会におきましては、下記の募金額を寄附

したことをご報告致します。

（文：沖縄県薬剤師会事務局　大城喜仁）

○平成29年度四師会募金額

　沖 縄 県 医 師 会　　459,036円

　沖縄県薬剤師会　　 50,000円

　沖縄県歯科医師会　　 50,000円

　沖縄県看護協会　　 50,000円

　　合　　　　計　　　609,036円

寄附
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第77回臨時総会開催

　　　　　　　　　　　　日時：平成30年3月18日（日）13:00〜14:20

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

　第77回臨時総会は、西川裕常務理事が司会

進行をし、開会の辞を江夏京子副会長が述べ

た。議長は宜野湾支部の新垣慶朗代議員、副

議長に糸満支部の名嘉紀勝代議員が選出さ

れ、代議員48名中過半数の43名の出席を確認

し、総会の成立が宣言された。

　亀谷浩昌会長の挨拶の後、議題に入った。

＜報告第1号 平成30年度事業計画について＞

　前濱朋子副会長が資料に沿って事業計画を

滞りなく述べた。

　薬学部創設を求める活動については、西普

天間返還跡地の国際医療拠点構想が示された

時点から琉球大学へ薬学部創設を求めてき

た。沖縄県内だけでなく日米、アジアを含め

世界でも活躍できる医療の担い手としての質

の高い薬剤師を養成しつつ、地域医療の水準

を向上させるためにも、本会は琉球大学を最

優先とした沖縄県内の国公立大学に薬学部の

創設を要望していく。県民向けに実施した署

名活動の成果を国・県行政・大学当局に県民

の要望としてしっかり伝え、この実現のため

にあらゆる方法を用いて取り組んでいく。

　昨年は、偽造医薬品の流通や調剤報酬の付

総会

け替え請求等の薬局・薬剤師の関わる不祥事

が相次ぎ、薬剤師に対する国民の信頼を損な

う結果となった。我々薬剤師は、「薬剤師行

動規範」に基づき、社会の要請に応え、薬の

専門職として社会から信頼される医療の担い

手としての役割を果たして行きたい。

　各委員会、部会、試験検査センター、薬事

情報センターの事業計画については、特に昨

年と変更のあった箇所については具体的に説

明された。

＜報告第2号 平成30年度歳入歳出予算について＞

　山里勇常務理事が、資料に沿って一般会計

予算、各収益事業部予算：会営薬局うえはら、

会営薬局とよみ、試験検査センター、その他

事業会計、琉大FAXコーナー、会営薬局医療

センター前について順次説明し、合算内訳予

算表より公益事業にあたる実施事業等会計、

共益事業にあたるその他会計（会営薬局うえ

はら・とよみ等）、薬剤師会本体の管理にあ

たる法人会計について説明した。
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＜第77回臨時総会次第＞　　　　　　　　　　　　　　　　　 司会  常務理事　西川　　裕

　1. 開会の辞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副 会 長　江夏　京子

　　　（議長・副議長選出）

　2. 議長・副議長登壇あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　議　　長　新垣　慶朗

　　　（点呼、宣告）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 副 議 長　名嘉　紀勝

　3. 会長あいさつ　 　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　会　　長　亀谷　浩昌

　4. 議題

　　 報告　第1号　平成30年度事業計画について　　　 　　　　　　副 会 長　前濱　朋子

　　　　　 第2号　平成30年度歳入歳出予算について  　　　　　　 常務理事　山里　　勇

　　 議案　第1号　正会員種別追加に伴う会員規程・会費規程の変更について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 常務理事　山里　　勇

　　　　　 第2号　平成30年度会費額に関する件　　　　　　　　　 常務理事　山里　　勇

　　　　　 第3号　役員報酬規程の変更について　　　　　　　　　 常務理事　山里　　勇

　5. 閉会の辞　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　副 会 長　外間　惟夫

＜議案第1号 正会員種別追加に伴う

会員規程・会費規程の変更について＞

　山里勇常務理事が説明。定款第8条にある

正会員の種別について、現行の「（2）正会員

B　正会員A以外の者」を、「（2）正会員B　正

会員AおよびC以外の者」と変更し、「（3）正

会員C　勤務先業態が行政薬剤師の者」を追

加する。その目的は、行政薬剤師の会費を減

額することで、行政薬剤師の加入促進をはか

ることであると述べた。

　議案第1号について、賛成方への挙手を求

め、賛成多数で承認された。

＜議案第2号 平成30年度会費額に関する件＞

　山里勇常務理事が説明。正会員会費につい

て、正会員A会費は年額54,000円（日薬会費

18,000円含む）、正会員B会費は年額39,400

円（日薬会費7,000円含む）、これに加えて

先の議案第1号で承認された正会員C会費は

年額12,000円（日薬会費7,000円含む）とな

る。賛助会員会費について、賛助会員A会費

は年額15,000円、賛助会員B会費は処方せん

受付回数１回あたり8円（上限48万円）とな

る。特別会員について、特別会員A会費は年

額10,000円、特別会員B会費は年額17,000円

となる。

　議案第2号について、賛成方への挙手を求

め、賛成多数で承認された。

＜議案第3号 役員報酬規程の変更について＞

　山里勇常務理事が説明。平成28年3月27日

の臨時総会において会長の役員報酬係数を変

更したが、全役員の年報酬総額を600万円以

内としたままであった。全役員が配置された

場合、実際には656万円となるため、役員報

酬規程第3条の役員報酬総額を660万円以内に

変更したいと述べた。

　議案第3号について、賛成方への挙手を求

め、全会一致で承認された。

　滞りなく会を進行した議長と副議長が降壇

し、閉会の辞を外間惟夫副会長が述べ、予定

よりも早い閉会となった。

（報告：沖縄県薬剤師会事務局　大城 喜仁）
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＜報告第1号　平成30年度事業計画の件＞

平成30年度沖縄県薬剤師会事業計画
～はじめに～

　昨年6月に示された「経済財政運営と改革の基本方針2017」では、調剤報酬の見直しの方向性

として、対物業務を正当化する一方、対人業務を重視している。患者本位の医薬分業に向けて、

薬剤師・薬局が実際に果たしている機能が評価されると共に、かかりつけ薬剤師には、地域にお

いて多職種と連携し、服薬情報の一元的・継続的把握等が求められ、その機能を推進していくこ

とが示された。

　本年4月の診療報酬・調剤報酬改定の方向性も、患者本位の医薬分業の実現に向けて、薬剤師・

薬局が実際に果たしている機能を反映したものとなると想定される。

　その中で「健康サポート薬局」は、可能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の

最後まで続けることができるよう、地域の包括的な支援・サービス提供を目的とした「地域包括

ケアシステム」の構築に貢献するという重要な役割を担っている。地域の身近な薬局として、か

かりつけ機能を発揮し、健康相談、医薬品の供給などを行うセルフメディケーションの推進の役

割も果たしていく。

　昨年は、偽造医薬品の流通や調剤報酬の付け替え請求等の薬局・薬剤師の関わる不祥事が相次

ぎ、薬剤師に対する国民の信頼を損なう結果となった。我々薬剤師は、「薬剤師行動規範」に基づき、

社会の要請に応え、薬の専門職として社会から信頼される医療の担い手としての役割を果たして

行きたい。

　また、薬学部創設を求める活動については、西普天間返還跡地の国際医療拠点構想が示された

時点から、琉球大学へ薬学部創設を求めてきた。沖縄県内だけでなく日米、アジアを含め世界で

も活躍できる医療の担い手としての質の高い薬剤師を養成しつつ、地域医療の水準を向上させる

ためにも、本会は琉球大学を最優先とした沖縄県内の国公立大学に薬学部(科)の創設を要望して

いく。県民向けに実施した署名活動の成果を国・県行政・大学当局に県民の要望としてしっかり

伝える。目的の実現のためにあらゆる方法を用いて取り組んでいく。

　これらの課題に対応するとともに、組織強化を図り、地域住民・地域社会の健康の維持・増進

に寄与することを目的に、以下の事業を行う。

1．患者本位の医薬分業の実現に向けて

　平成27年10月に厚生労働省より患者本位の医薬分業の実現に向けて、「患者のための薬局ビジョ

ン」が示された。沖縄県における医薬分業率も、平成28年度には76.6％（全国平均71.7％）に至っ

ている。全ての薬剤師・薬局は医薬分業のあり方が問われている。「患者のための薬局ビジョン」

に示された、かかりつけ薬剤師・薬局として、服薬情報の一元的・継続的把握とそれに基づく薬

学的管理・指導、そして24時間対応、在宅対応、医療機関等との連携などの業務内容を質的に充

実させることが重要である。

　一方、「健康サポート薬局」はかかりつけ薬剤師・薬局としての機能に加えて、医薬品等の安全・

適正使用に関する助言と健康の維持・増進に関する相談を受けつけ、かかりつけ医等の専門職種

や関係機関と連携して地域住民の健康サポートを実施するとともに、地域への情報発信等に取り

第77回臨時総会資料
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組むことも求められている。

　以上を踏まえ、他職種・他機関と連携して地域包括ケアシステムの一翼を担い、患者・住民か

ら真に評価される医薬分業の実現に向け、以下の事業を行う。

（１） 服薬情報の一元的・継続的把握

　副作用や効果の継続的な確認のために、日本薬剤師会主導のDEM事業を行う。

患者がかかるすべての医療機関の処方情報を把握し、重複投薬や相互作用を防ぐために、ICT（電

子版お薬手帳等）を活用できるように支援する。

　一般用医薬品や高度管理医療機器等を含めた服薬情報を一元的・継続的に把握し、薬学的管

理・指導が行えるように支援する。

（２）在宅医療支援薬局の普及

　在宅医療を担う薬剤師の養成・支援を目的として、在宅医療支援薬局の啓発活動、アンケー

トによる在宅医療の実態調査、在宅医療推進のための医療材料に関する研修会、無菌調製の実

践講座、無菌調剤室共同利用施設（会営薬局うえはら）の利用を推進する。これらの活動を行

ない、薬剤師の職能と薬局機能の拡充、新しい在宅医療支援制度を構築することで地域医療に

貢献することができると考える。

（３）24時間・夜間・休日等の対応

　夜間・休日、開局時間以外でも調剤に対応できるように、地区薬剤師会（FAXコーナー担当者）

と連携をとり、夜間・休日等における医薬品等の供給を行う体制を推進する。不動在庫・備蓄

ネットワークにより医薬品提供施設としての役割を支援する。

（４）医療機関との連携

　地域包括ケアシステムを踏まえた地域の関係職の連携の構築が必須の課題である。入院から

地域に円滑に移行するには、病院・診療所の薬剤師と地域の薬局薬剤師の連携強化のために、

医薬分業対策会議等を開催し充実させていく。

（５）「かかりつけ薬剤師・薬局」、「健康サポート薬局」の実現ならびに周知

　「かかりつけ薬剤師・薬局」の早期実現を目指して、他職種、関連機関との連携協議体等の

場を活用したモデル事業（患者のための薬局ビジョン推進事業）に取組む。県内の薬局が健康

サポート薬局になるための取組を行う。

　また、「薬と健康の週間」等を始め、あらゆる事業を通し、かかりつけ薬局・薬剤師、さら

に健康サポート薬局について県民への周知、啓発をしていく。

２．医療安全対策への取り組み

　医療の担い手である薬剤師の職能拡大と同時に、その責任も重くなっている。加えて、国民の

権利意識の高まりに伴い、薬剤師に関する医療過誤訴訟の増加が予想される。

　また、薬学的患者ケアを実践して患者の不利益（副作用、相互作用、治療効果不十分など）を

回避あるいは軽減した事例を報告するとともに収集し、共有することで患者の薬物療法の安全性

の向上に資するがことできる。
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　昨今の現状を見るにつけ、開局・病診薬局において、資質向上のために情報の報告・収集や業

務手順書等を用いた内部チェック体制整備などの医療安全体制の構築に努めていく必要がある。

下記を確認、順守し、取り組んでいく。

　（1）薬局における医療安全管理指針、業務手順書の定期的な見直し（薬局並びに店舗販売業　

　　及び配置販売業の業務を行う体制を定める省令「体制省令」による）

　（2）薬局における安全管理のための職員研修の支援

　（3）薬局管理者へのヒヤリ・ハット報告の徹底

　（4）医薬品医療機器情報配信サービス（PMDAメディナビ）の登録・報告の促進

　（5）その他

３．生涯学習

　生涯学習については、今後も各種研修会、講演会など積極的に開催していく。そして、その学

習成果の確認として各種認定制度があり、JPALSのCLレベル6となる「薬剤師生涯学習達成度確認

試験」、日本薬剤師研修センターなどの認定の取得等、何れの制度においても積極的に取得する

ことが望ましい。さらに、保険調剤薬局分野における薬剤師のエビデンス構築に向けて、様々な

調査研究成果の学術大会での発表や論文など、業績として残していくよう推進していく。そのた

めの研修会等の企画・実施、学術大会の開催、学会発表や論文作成の支援、倫理審査の体制整備

など生涯学習全般を推進するための支援体制の充実を図るべく、以下の事項を推進する。

　（1）日本薬剤師会生涯学習支援システム｢JPALS｣の登録及び利用促進

　（2）日本薬剤師研修センター認定薬剤師の認定薬剤師取得の支援

　（3）沖縄県薬剤師会学術大会の開催

　（4）九州山口薬学大会、日本薬剤師会学術大会への参加・発表促進

　（5）地域薬剤師会生涯研修の計画及び実施の支援

　（6）病院薬剤師会との共催による学術講演会の開催

　（7）他団体の実施する研修会・講演会への積極的参加の促進

　（8）新任・新人薬剤師研修会の実施

　（9）倫理審査に関する体制整備と支援

 （10）会員から望まれている新しい生涯学習の企画、開催

４．関連事業

　（1）「健康とおくすり相談会」の実施

　（2）「薬と健康の週間」事業（10月17日〜10月23日）

　（3）各種関連協議会への参加協力

　（4）関連機関団体との協議及び懇談

　（5）関係行政当局との定期的連絡協議

　（6）日本薬剤師会各種保険への加入促進

　　　（薬剤師賠償責任保険・個人情報漏えい保険・休業補償保険）

　（7）県薬会報の発行

　（8）薬剤師求人求職斡旋事業、薬剤師確保対策事業

　（9）財政基盤の強化

 （10）麻薬覚せい剤及び薬物乱用防止対策行事への参加協力
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 （11）公的介護保険制度への積極的参加

 （12）「健康おきなわ21」の企画実践

５．委員会・部会

（１）学術研修委員会

　①　沖縄県薬剤師会学術大会の開催

　②　新任・新人薬剤師研修会の開催

　③　九州山口薬学大会、日本薬剤師会学術大会への参加・派遣・発表促進

　④　「JPALS」の登録及び利用促進

　⑤　薬剤師生涯学習の支援

　⑥　生涯教育担当者連絡会議等への参加

　⑦　その他研修会・講演会の共催及び支援

（２）医薬分業対策委員会

　①　医薬分業対策会議の開催（薬薬連携及び医療従事者間の連携事業推進）

　②　FAXコーナー担当者連絡会議の開催

　③　委員会主催研修会、講演会の開催

　④　患者のための薬局ビジョン推進事業（かかりつけ薬剤師・健康サポート薬局等の推進）

　⑤　一般用医薬品の配置促進に関する方策

　⑥　不動在庫・備蓄ネットワークシステムの推進

　⑦　お薬手帳・電子お薬手帳の啓発活動

　⑧　おきなわ津梁ネットワークの推進

　⑨　DEM事業に関すること

　⑩　高度管理医療機器継続研修会の開催

　⑪　その他

（３）医療保険委員会

　①　調剤報酬改定等説明会の開催

　②　適正な調剤報酬請求業務についての研修会の開催

　③　共同指導・個別指導における指摘事項の研修会

　④　充実した薬歴簿作成についての研修会

　⑤　会報への「調剤報酬請求業Ｑ＆Ａ」の継続掲載

　⑥　その他

（４）医療安全対策委員会

　①　調剤業務・医薬品販売業務に関する過誤対策及び支援（継続）

　②　薬局・薬店における「ヒヤリ・ハット」事例の収集と解析の推進

　③　医療安全講習会の開催

　④　その他
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（５）在宅医療委員会

　①　在宅医療支援薬局の拡充と啓発活動

　②　アンケートによる在宅医療の実態調査

　③　重症心身障がい児・緩和ケア・医療材料に関する研修会の開催

　④　無菌調製の実践講座の開催

　⑤　無菌調剤共同利用施設（会営薬局うえはら）の利用推進

　⑥　その他

（６）地域保健委員会

　①　健康とおくすり相談会等の薬剤師の予防医療に関わる事業

　②　地域包括ケアシステムにおける薬局薬剤師の役割に関する事業

　③　自殺対策に関する事業

　④　禁煙支援事業

　⑤　病院薬剤師会、県薬他委員会・部会との連携事業

（７）広報委員会

　①　おきなわ薬剤師会報の年6回隔月発行・会報掲載用取材

　②　薬剤師職能のPR（県民への啓発・薬学生との懇談）

　③　ホームページの効果的活用のための支援

　④　薬学部創設に向けての広報活動

　⑤　マスコミへのタイムリーな情報提供

　⑥　くすりと健康フェア（薬と健康の週間）PR活動

　⑦　その他、広報に関すること（Facebook運営など）

（８）薬学生実務実習受入委員会

　①　認定実務実習指導薬剤師養成事業

　　〇認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップへの参加派遣

　　○本島及び先島においての認定実務実習指導薬剤師養成講習会（新規・更新）開催

　　〇指導薬剤師のスキルアップ研修会の開催

　②薬学生受入事業

　　〇実務実習指導薬剤師の適正配置と実習生のマッチング（平成31年度のプレマッチング含む）

　　〇実務実習受入薬局のサポート体制の充実

　　〇早期体験実習の受入

　　〇新コアカリキュラムに基づく全薬局でのトライアル実習

　③地区薬剤師会・他協力施設との連携

（９）災害対策委員会

　①　県の防災計画・訓練等への積極的な参画

　②　沖縄県薬剤師会ＢＣＰ(事業継続計画）の訓練

　③　災害時の救援活動等への医薬品・支援用品の準備

　④　災害拠点薬局・事前登録支援薬剤師の募集・訓練
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　⑤　災害時における公衆衛生対策方法の周知

　⑥　救命活動に関する事業

　　　新ガイドラインに基づいたBLS（一次救命救急）訓練、講習会の開催

　⑦　新型インフルエンザへの対応

　⑧　その他

（10）財務委員会

　①　一般会計、収益事業部の予算・決算に関すること

　②　本会職員の賃金、退職金に関すること

　③　会費徴収に関すること

　④　公益法人移行への検討について

　⑤　収益事業部の運営・経済面での監督、指導

　⑥　その他

（11）会営薬局移転検討特別委員会

　①　豊見城中央病院・琉球大学医学部附属病院移転に伴い、会営薬局とよみ・うえはらの移

　　転について検討していく

　②　その他

（12）会営薬局委員会

　①　調剤報酬改定等に対応した運営に関すること

　②　会営薬局であることを意識した運営に関すること

　③　会営薬局の労務環境に関すること

　④　その他

（13）組織強化委員会

　①　行政薬剤師の入会促進

　②　病院薬剤師の入会促進

　③　未加入薬剤師の入会促進

　④　その他

（14）学校薬剤師部会

　①　学校薬剤師としての資質の向上のための講習会・研修会の実施

　②　「全国学校保健調査」の実施ならびにデータ解析

　③　学校への学校環境衛生検査未実施項目の実施への働きかけ

　④　組織強化、試験検査センターへの検査委託の推進

　⑤　関係団体への協力と連携の推進

　⑥　学習指導要領に基づいた“くすり教育”の充実

　⑦　学校薬剤師職能のPR（部会外での研修会における職能紹介等）

　⑧　なごみ会主催県民健康フェア「健康とおくすり相談会」への参加

　⑨　幼保連携こども園への薬剤師の配置
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　⑩　県薬ホームページ“学薬の頁”の充実と県薬会報“学薬だより”への投稿

　⑪　沖縄県薬剤師会学校薬剤師部会40周年記念誌の発行

（15）病院診療所薬剤師部会

　①　組織と役員会の強化拡大

　②　学術・教育研修活動の推進

　③　認定・専門薬剤師育成

　④　薬薬連携の強化・拡大

　⑤　学会・学術大会に対する協力

　⑥　病薬会誌発行とホームページの活用と充実

　⑦　実務実習の充実と新規事業への取り組み

　⑧　その他

（16）女性薬剤師部会

　①　日本女性薬剤師会「平成30年度薬剤師継続学習通信教育講座」の斡旋とスクーリングの実施

　②　漢方講座の定期的継続開催

　③　沖縄の薬草への知識を深める活動（会報誌連載、ミニ薬草園の充実）

　④　乳幼児健診参加への取り組み、（「妊娠・授乳と薬」の研修会開催等）

　⑤　なごみ会主催県民健康フェア「健康とおくすり相談会」への参加

　⑥　その他

（17）青年薬剤師部会

　①　青年部組織強化（各地区での情報交換会）

　②　研修会・勉強会の開催

　③　他県薬青年部との交流（九州各県との交流）

　④　なごみ会主催県民健康フェア「健康とおくすり相談会」への参加

　⑤　薬剤師職能に関する啓発活動（グッジョブ事業など）

　⑥　薬学生とU・Iターンに関する相談（薬剤師無料職業紹介所との協働）

　⑦　日本薬剤師会学生会員への入会促進

　⑧ 　その他（施設見学など）

（18）卸勤務薬剤師部会

　①　学術大会、研修会、フォーラム等への派遣

　②　薬学生実務実習生の受け入れ協力

　③　平成30年度の継続研修テーマに則った研修の実施

　　④　その他（おきなわ薬剤師会報への投稿等）

（19）行政薬剤師部会

　　①　組織の強化拡大

　　②　全国又は地方学会等への参加

　　③　沖縄県薬剤師会への入会取組強化

　　④　その他
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 薬事情報センター事業計画

(1)薬剤師会関連機関及び医師会等他機関との機能連携業務

○全都道府県薬事情報センターの協同事業：DI図書館、情報バンク、「文献データベース

Bunsaku」（担当雑誌：新薬と臨床、総合診療、臨床薬理、おきなわ県薬会報、産科と婦人科）

等の事業の運用に協力。

○沖縄県医師会医療事故調査委員会としての活動

(2）医薬品情報の管理業務

○医薬関連書籍の整備・管理　○関係各機関からの医薬品情報の収集・整理・評価・文書管理

○医薬品情報データベース等の充実等　○便利なリンク集（平成29年度事業）の管理

（文献DB、適応外使用情報、質疑応答、ドーピング使用可能薬リスト等）

(3）会員への情報提供業務

○電話による質疑応答業務　　　○会報（薬事情報おきなわ）の発行

○会員向けメール配信　　　　　○医療事故インシデント・アクシデント事例収集

○緊急安全性情報

(4）一般への情報提供業務

○一般県民に対するお薬相談業務「おくすり相談室」　　○ホームページ及び会報

○小児救急でんわ相談「♯8000」のデータ管理　　　 　○薬剤師会フェイスブック

(5）ドーピング防止活動

○薬剤師会ドーピング防止ホットライン業務

○沖縄県体育協会スポーツ医・科学委員会への協力

(6）地域公衆衛生活動の推進

○禁煙指導活動の支援　　　　　○薬物乱用防止活動の支援

(7）その他

○会営薬局の支援

 試験検査センター事業計画

　試験検査センターは県内唯一の医薬品検査登録機関であり、広く利用いただけるよう下記の事

業に取り組む。

（1）　平成30年度計画的試験

　　○委員会で選定された計画的試験の品目についての試験及び成績書発送

　　○期間は、平成30年12月から平成31年3月頃まで

（2）　学校関係の水質及び空気検査委託業務・「学校環境衛生基準」に則った環境検査

　　○飲料水及びプール水の水質検査　

　　○教室等の空気環境検査「ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物」

　　○教室等の空気環境検査「ダニ又はダニアレルゲン」

　　○期間は、平成30年5月から平成31年2月頃まで

（3）　試験検査センター委員会の開催

　　○試験検査センターの運営、機器購入、計画的試験品目の選定など

（4）　会員並びに調剤薬局等から医薬品等の分析依頼に対応する

（5）　試験検査センター業務に関連する医薬品医療機器等法（旧薬事法）上の事項に対する問い

　合わせへの対応

（6）　学校薬剤師業務に対する支援

（7）　在宅医療支援薬局や学校薬剤師業務などを支援する新たな取り組みを検討する
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＜報告第2号　平成30年度歳入歳出予算について＞

平成30年度 収支予算
（自　平成30年4月1日　至　平成31年3月31日） （単位：円）

科　　　　　　目
実施事業等会計 その他会計

法人会計 合　計
小　計 小　計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

1.経常増減の部

【 経 常 収 益 】

基 本 財 産 運 用 益 0 0 0 0

基 本 財 産 受 取 利 息 0 0 0 0

特 定 資 産 運 用 益 100 1,000 600 1,700

特 定 資 産 受 取 利 息 100 1,000 600 1,700

受 取 入 会 金 0 0 770,000 770,000

受 取 入 会 金 0 0 770,000 770,000

受 取 会 費 0 6,000,000 94,290,000 100,290,000

正 会 員 受 取 会 費 0 0 51,000,000 51,000,000

賛 助 会 員 受 会 費 0 0 850,000 850,000

賛助会員受会費　（応能会費） 0 6,000,000 42,000,000 48,000,000

特 別 会 員 会 費 0 0 440,000 440,000

事 業 収 益 81,335,000 1,601,296,000 0 1,682,631,000

出 版 物 事 業 収 益 2,175,000 2,525,000 0 4,700,000

広 告 料 事 業 収 益 430,000 0 0 430,000

そ の 他 事 業 収 益 4,991,000 823,000 0 5,814,000

調 剤 報 酬 収 入 28,546,000 1,405,480,000 0 1,434,026,000

一 部 負 担 金 収 入 8,537,000 169,440,000 0 177,977,000

小 分 治 療 剤 収 入 15,650,000 △ 2,500,000 0 13,150,000

保 　  険   外 880,000 18,720,000 0 19,600,000

受 取 手 数 料 236,000 6,808,000 0 7,044,000

保 険 等 調 整 増 減 0 0 0 0

新 規 契 約 賦 課 金 100,000 0 0 100,000

利 用 契 約 金 2,900,000 0 0 2,900,000

医 薬 品 検 査 手 数 料 240,000 0 0 240,000

水 質 検 査 手 数 料 11,620,000 0 0 11,620,000

空 気 検 査 手 数 料 5,030,000 0 0 5,030,000

保 険 受 託 収 入 0 0 0 0

受 取 補 助 金 6,299,405 0 0 6,299,405

受 取 地 方 公 共 団 体 補 助 金 5,000,000 0 0 5,000,000

受 取 補 助 金 等 振 替 額 1,299,405 0 0 1,299,405

受 取 寄 付 金 0 0 320,588 320,588

受 取 寄 付 金 0 0 1,000 1,000

募 金 収 入 0 0 0 0

寄 付 金 等 振 替 額 0 0 319,588 319,588

雑 収 入 650,200 221,626 2,561,000 3,432,826

受 取 利 息 200 1,626 1,000 2,826

受 取 賃 借 料 0 0 0 0

収 益 30,000 170,000 30,000 230,000

事 務 受 託 収 益 620,000 50,000 2,530,000 3,200,000

経 常 収 益 計 88,284,705 1,607,518,626 97,942,188 1,793,745,519
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科　　　　　　目
実施事業等会計 その他会計

法人会計 合　計
小　計 小　計

【 経 常 費 用 】 0

事 業 費 160,533,649 1,580,820,071 0 1,741,353,720

期 首 棚 卸 高 4,300,000 70,413,623 0 74,713,623

仕 入 高 22,450,000 1,374,056,000 0 1,396,506,000

期 末 棚 卸 高 △ 4,300,000 △ 70,413,623 0 △ 74,713,623

役 員 報 酬 3,733,360 1,311,240 0 5,044,600

給 与 手 当 37,953,000 60,717,000 0 98,670,000

雑 給 18,358,000 54,322,000 0 72,680,000

賞 与 2,580,000 11,800,000 0 14,380,000

退 職 給 付 費 用 1,312,220 1,516,200 0 2,828,420

法 定 福 利 費 6,280,000 16,996,000 0 23,276,000

福 利 厚 生 費 258,250 859,250 0 1,117,500

会 議 費 3,636,000 194,000 0 3,830,000

旅 費 交 通 費 11,997,500 5,997,500 0 17,995,000

通 信 運 搬 費 2,518,226 2,906,774 0 5,425,000

減 価 償 却 費 13,500,440 553,560 0 14,054,000

消 耗 品 費 4,110,000 4,460,000 0 8,570,000

修 繕 費 600,000 460,000 0 1,060,000

研 修 費 20,000 100,000 0 120,000

出 版 物 印 刷 費 4,790,000 2,310,000 0 7,100,000

会 報 発 行 費 0 0 0 0

地 代 家 賃 1,080,000 20,990,000 0 22,070,000

光 熱 水 料 費 2,139,400 4,138,600 0 6,278,000

賃 借 料 1,140,000 1,240,000 0 2,380,000

広 報 費 3,200,000 △ 200,000 0 3,000,000

保 険 料 353,803 736,197 0 1,090,000

諸 謝 金 550,000 50,000 0 600,000

租 税 公 課 2,953,600 526,400 0 3,480,000

支 払 負 担 金 1,200,000 0 0 1,200,000

支 払 補 助 金 4,800,000 1,200,000 0 6,000,000

支 払 寄 附 金 150,000 0 0 150,000

委 託 費 0 0 0 0

外 注 費 2,000,000 0 0 2,000,000

支 払 手 数 料 1,284,600 7,823,400 0 9,108,000

交 際 費 120,000 85,000 0 205,000

管 理 諸 費 0 0 0 0

管 理 維 持 費 2,635,500 4,124,500 0 6,760,000

新 聞 図 書 費 820,000 305,000 0 1,125,000

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 0 0 0 0

雑 費 0 0 0 0

支 払 利 息 1,809,750 241,450 0 2,051,200

商 品 廃 棄 損 200,000 1,000,000 0 1,200,000

雑 損 失 0 0 0 0

法 人 会 計 （管 理 費 ） 0 0 37,458,000 37,458,000

役 員 報 酬 2,000,000 2,000,000

給 与 手 当 7,350,000 7,350,000

雑 給 0 0

賞 与 0 0

退 職 給 付 費 用 398,000 398,000

法 定 福 利 費 1,440,000 1,440,000

福 利 厚 生 費 70,000 70,000



－ 16－

おきなわ薬剤師会報　平成30年 3 ･ 4 ･ 5月号

科　　　　　　目
実施事業等会計 その他会計

法人会計 合　計
小　計 小　計

表 彰 費 0 0

会 議 費 1,000,000 1,000,000

旅 費 交 通 費 3,500,000 3,500,000

通 信 運 搬 費 690,000 690,000

減 価 償 却 費 1,000,000 1,000,000

消 耗 品 費 500,000 500,000

修 繕 費 500,000 500,000

出 版 物 印 刷 費 0 0

会 報 発 行 費 0 0

地 代 家 賃 0 0

光 熱 水 料 費 220,000 220,000

賃 借 料 330,000 330,000

広 報 費 0 0

保 険 料 120,000 120,000

諸 謝 金 200,000 200,000

租 税 公 課 440,000 440,000

支 払 負 担 金 14,700,000 14,700,000

支 払 補 助 金 0 0

支 払 手 数 料 1,200,000 1,200,000

交 際 費 900,000 900,000

管 理 維 持 費 600,000 600,000

雑 費 0 0

支 払 利 息 300,000 300,000

経 常 費 用 計 160,533,649 1,580,820,071 37,458,000 1,778,811,720

評 価 損 益 等 調 整 前
当 期 経 常 増 減 額

△ 72,248,944 26,698,555 60,484,188 14,933,799

評 価 損 益 等 計 0 0 0 0

当 期 経 常 増 減 額 △ 72,248,944 26,698,555 60,484,188 14,933,799

２．経常外増減の部 0 0 0

(1) 経常外収益 0 0 0

経常外収益計 0 0 0

(2) 経常外費用 0 0 0

固 定 資 産 除 却 損 0 0 0 0

什 器 備 品 除 却 損 0 0 0 0

経常外費用計 0 0 0 0

当 期 経 常 外 増 減 額 0 0 0 0

他 会 計 振 替 額 0 △ 1,101,677 1,101,677 0

税引前当期一般正味財産増減額 △ 72,248,944 25,596,878 61,585,865 14,933,799

法 人 税 等 237,000 6,027,000 0 6,264,000

当期一般正味財産増減額 △ 72,485,944 19,569,878 61,585,865 8,669,799

一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 △ 51,949,635 347,222,434 421,453,462 716,726,261

一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 △ 124,435,579 366,792,312 484,141,004 726,497,737

Ⅱ　指定正味財産増減の部 0 0 0

受 取 補 助 金 等 0 0 0 0

受取地方公共団体補助金 0 0 0 0

一 般 正 味 財 産 へ の 振 替 額 △ 1,299,405 0 △ 319,588 △ 1,618,993

一般正味財産への振替額 △ 1,299,405 0 △ 319,588 △ 1,618,993

当期指定正味財産増減額 △ 1,299,405 0 △ 319,588 △ 1,618,993

指 定 正 味 財 産 期 首 残 高 0 3,172,331 23,782,305 26,954,636

指 定 正 味 財 産 期 末 残 高 △ 1,299,405 3,172,331 23,462,717 25,335,643

Ⅲ　正味財産期末残高 △ 125,734,984 369,964,643 507,603,721 751,833,380
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＜議案　第1号　正会員種別追加に伴う会員規程・会費規程の変更について＞

　目的：行政薬剤師の会費を減額することで、行政薬剤師の加入促進をはかる。

変　更　前 変　更　後

第８条　定款第５条に定める正会員の種別

は、次のとおりとする。

（1）正会員Ａ　薬局等の開設者および管理

薬剤師又は正会員Ａであることを希望す

る者

（2）正会員Ｂ　正会員Ａ以外の者

第８条　定款第５条に定める正会員の種別

は、次のとおりとする。

（1）正会員Ａ　薬局等の開設者および管理

薬剤師又は正会員Ａであることを希望す

る者

（2）正会員Ｂ　正会員ＡおよびＣ以外の者

（3）正会員Ｃ　勤務先業態が行政薬剤師の

者

＜議案第2号　平成30年度会費額に関する件＞

平成30年度会費額は、次の基準により徴収する。

１．正会員

　（1）＜入会金＞　10,000円

　（2）＜会　費＞　

　　　正会員Ａ　年額　54,000円（県薬会費36,000円　＋　日薬会費18,000円）

　　　正会員Ｂ　年額　39,400円（県薬会費32,400円　＋　日薬会費 7,000円）

　　　正会員Ｃ　年額　12,000円（県薬会費 5,000円　＋　日薬会費 7,000円）

　※新規入会者に対して、上記会費内訳に示す日薬会費は、次のとおりとする。

　　　正会員Ａ　→（9月までに入会　18,000円）（10月以降に入会　9,000円）

　　　正会員Ｂ・Ｃ　→（　　　〃　　7,000円）（　　　〃　　　　3,500円）

　（3）＜納付方法および早期納入割引＞

　※　会費納入は原則一括納入とする。

　※　納入方法は、口座引き落としを原則とし、やむをえない場合は振込とする。

　※　一括納入支払期限は平成30年7月末日とする。

　※　平成30年7月末日までに一括納入の場合、早期納入割引として

　　　　正会員Ａ 3,000円、正会員Ｂ 2,700円を還付する。

　参考（会員規程より）

　正会員Ａとは、薬局の開設者および管理薬剤師又は正会員Ａであることを希望する者

　正会員Ｂとは、正会員ＡおよびＣ以外の者

　正会員Ｃとは、勤務先業態が行政薬剤師の者
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　※上記赤字部分は、今総会では削除（議題1で説明がある為）。次回より記載を戻すこと。

２．賛助会員

　（1）＜会　費＞ 

　　　賛助会員Ａ　　年額　　15,000円

　　　賛助会員Ｂ　　処方せん受付回数1回あたり8円（上限48万円）

　（2）＜賛助会員Ｂ会費の納付＞（会費規程より）

　 第7条　賛助会員Ｂは、薬剤師職能の向上に係る事業の経費として賛助会員Ｂ会費を毎月納付

　　　しなければならない。

　　　 2　前項の賛助会員Ｂ会費の額は、1箇月の処方せん受付回数に別表3に掲げる額を乗じ　

　　　　て得た額（100円未満の端数は切り捨て）とする。

　　　 3　前項の処方せん受付回数は、前年1月から12月までの総処方せん受付回数とし、こ　

　　　　れを12等分した額を当年度4月から翌年3月にかけて支払うこととする。但し、上限を48

　　　　万円とする。

　　　 4　年度途中の入会等、過去の実績の無い賛助会員Ｂは、入会後の処方せん受付見込み回

　　　　数により、1箇月の平均回数を算出するものとし、その方法は理事会で定める。

　　　 5　賛助会員Ｂ会費の納付は、原則として会員の銀行等の口座からの口座振替によるもの

　　　　とする。

　参考（会員規程より）

　 第9条　定款第5条に定める賛助会員の種別は、次のとおりとする。なお、この中で、（1）　

　　　から（3）及び（5）に該当する者を賛助会員Ａ、（4）に該当する者を賛助会員Ｂとする。

　　　（1）薬局経営者

　　　（2）薬剤師以外の薬品の製造業及び卸業者等の関係者

　　　（3）医薬品販売に従事する者

　　　（4）薬局

　　　（5）その他希望する個人及び団体

　 2　正会員Ａが在籍する薬局は、賛助会員Ｂとして入会するものとする。

３．特別会員

　（1）＜会　費＞

　　　特別会員Ａ　年額　10,000円

　　　特別会員Ｂ　年額　17,000円

　　　特別会員Ｃ　年額　　　 0円

　（2）＜納付方法＞

　※　会費納入は原則一括納入とする。

　※　納入方法は、口座引き落としを原則とし、やむをえない場合は振込とする。

　※　一括納入支払期限は平成30年7月末日とする。
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　参考（会員規程より）

　特別会員Ａとは、年齢が満80才以上の薬剤師で薬剤師業務に携わっていない者（資格：県薬　

　会員のみ）

　特別会員Ｂとは、年齢が満75才以上の薬剤師で薬剤師業務に携わっていない者

　特別会員Ｃとは、正会員、賛助会員以外の個人で、薬学を専攻する学生その他薬学及びそれに

　　関連する知識・業務経験を有し、この法人の目的、事業に賛同するため入会を希望する者　

変　更　前

年会費

種　別 金　額 備　考 摘　要

正会員 Ａ会員 54,000円 内 日薬会費
18,000円

Ｂ会員 39,400円 内 日薬会費
7,000円

賛助会員Ａ 15,000円

特別
会員

特別会員Ａ 10,000円 県薬会員資格
のみ有する

特別会員Ｂ 17,000円 内 日薬会費 
7,000円

特別会員Ｃ 0円（会報発送なし）研修会等の案内

変　更　後

年会費

種　別 金　額 備　考 摘　要

正会員 Ａ会員 54,000円 内 日薬会費
18,000円

Ｂ会員 39,400円 内 日薬会費
 7 ,000円

Ｃ会員 12,000円 内 日薬会費
 7 ,000円

賛助会員Ａ 15,000円

特別
会員

特別会員Ａ 10,000円 県薬会員資格
のみ有する

特別会員Ｂ 17,000円 内 日薬会費
 7 ,000円

特別会員Ｃ 0円（会報発送なし）研修会等の案内
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＜議案第3号　役員報酬規程の変更について＞

　平成28年3月27日の臨時総会において会長の役員報酬係数を変更した際に、全役員の報酬年額

を600万円以内としていたが、全役職が配置された場合は656万円となるため、以下のとおりに変

更したい。

一般社団法人沖縄県薬剤師会役員報酬規程

変　更　前 変　更　後

（総額）

第３条　役員の報酬等の総額は、年額金600

万円以内とする。

（総額）

第３条　役員の報酬等の総額は、年額金660

万円以内とする

○亀谷　浩昌 （会長）　　　　 ○江夏　京子 （副会長）　　　 ○前濱　朋子 （副会長）

○外間　惟夫（副会長）　　　 ○山里　　勇 （常務理事）　　 ○川満　直紀 （常務理事）

○村田美智子 （常務理事）　　 ○笠原　大吾 （常務理事）　　 ○西川　　裕（常務理事）

○佐藤　雅美 （中部地区代表）　○渡具知一枝 （那覇地区代表）　○新垣　秀幸 （南部地区代表）

○下地　　仁 （宮古地区代表）　○幸地　良信（八重山地区代表） ○我喜屋美香 （実務実習担当）

○荒井　千春 （在宅医療担当）　○吉冨　弓江 （医療安全担当）　○吉田　洋史 （災害対策担当）

○上原　卓朗 （青年部会）　　 ○友利　弘一 （監事）　　　　 ○神谷　朝雄（監事）

○玉城　　純（名護支部）

○屋嘉比康作（名護支部）

○川平　浩子（うるま支部）

○福地　健治（うるま支部）

○阿嘉　貫哲（沖縄支部）

○玉城　武範（沖縄支部）

○普久原　隆（沖縄支部）

○諸見里めぐみ（沖縄支部）

○長濱　照美（沖縄支部）

○比嘉　清久（沖縄支部）

○村田　成夫（嘉手納支部）

☆新垣　慶朗（宜野湾支部）

○新川　祥平（宜野湾支部）

○仲座　方利（宜野湾支部）

○大塚成一郎（首里支部）

○吉村　瑞枝（首里支部）

○上原　幸代（那覇東支部）

○入月　　健（那覇東支部）

○真崎しのぶ（那覇東支部）

○上江洲美由紀（那覇東支部）

○吉田　英樹（那覇東支部）

○平良　博文（那覇北支部）

○宮本　直樹（那覇北支部）

○座安　雄一（那覇中央支部）

○服部　　大（那覇中央支部）

○吉田　和子（那覇中央支部）

○國吉　直子（小禄支部）

○大城　博次（浦添支部）

○武富　弘記（浦添支部）

○西田　　久（浦添支部）

○日高久美子（浦添支部）

◎名嘉　紀勝（糸満支部）

○松本　圭五（糸満支部）

○高良　武和（糸満支部）

○伊敷松太郎（糸満支部）

○上原　陽子（南風原支部）

○川上雄一朗（南風原支部）

○川上　善久（南風原支部）

○知念　大輔（南風原支部）

○楠見　康夫（南風原支部）

○城間　盛伸（南風原支部）

○古謝　真己（平良支部）

○荒谷　敏巳（石垣支部）

敬称略
＜理事・監事＞

＜ 代  議  員 ＞ ☆：議長、 ◎副議長

[第77回臨時総会出席者]
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[第77回臨時総会スナップ写真]

司 会

西川 裕 常務理事

開会の辞

江夏 京子 副会長

議長を務めた新垣 慶朗代議員、副議長を務めた名嘉 紀勝代議員

報告第1号

前濱 朋子 副会長

代議員席側

役員席側

会長あいさつ

亀谷 浩昌 会長

報告第1号・議案第 1・2・3 号

　山里 勇 常務理事

閉会の辞

外間 惟夫 副会長
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平成29年度健康サポート薬局
県内100軒実現に向けての研修会を終えて

　平成28年度より始まった“健康サポート薬

局”制度ですが、沖縄県内においてはなかな

か届け出件数が増えていないこともあり、県

薬剤師会としてこの推進事業を実施すること

になりました。“健康サポート薬局県内100軒

実現に向けての研修会”と銘打って平成29年

度は取り急ぎ、3回の講習会・講演会を企画

いたしました。

　内容は、以下のようでした。

　参加者は皆高い関心を持たれていたと思い

ます。また、いずれの回においても、参加者

には大変役に立つ、明日からすぐに使える知

識やデータが詰まっていた研修会・講習会で

あったと思います。しかし、すべての薬剤師

が関心を高く持っているわけではなく、アン

ケート（後述）からすぐには届け出はしない

現実があることが明らかになっております。

　よって、平成30年度も届け出の障壁となっ

ていることをできる限り取り除くような情報

を提供できる研修会・講習会を実施していく

つもりでおります。

医薬分業

医薬分業対策委員会

笠原 大吾

　＜第1回＞　「届け出・申請について」　平成29年12月7日（木）19:30〜21:00　

　　　　　　　講師：大城由希子（沖縄県保健医療部衛生薬務課）　参加者58名

　　　　　　　　　：西川　　裕　（そうごう薬局 新赤十字前店）

　　　　　　　　　：平良　恭子　（薬局えぱーわーな〜）

　＜第2回＞　「薬局でのOTCの取り扱いについて」　平成30年2月3日（土）19:30〜21:00　

　　　　　　　講師：盛本　直也　（医薬分業対策委員会 副委員長） 参加者40名

　＜第3回＞　「薬局の質を向上する取組について」　平成30年2月25日（日）13:00〜16:00　

　　　　　　　講師：宮原富士子（K薬局（浅草）、HAP理事）　　　　参加者32名

　平成30年からの沖縄県第7次医療計画に、

県内薬剤師不足の解消に向けた大学薬学部等

設置と共に、健康サポート薬局県内100軒実

現の目標が施策の一つとして盛り込まれまし

た。名実共に、県内の調剤薬局は、かかりつ

け機能を有することはもちろんのこと、地域

包括ケアシステムの中で役割を果たせるよう

な“健康サポート薬局”に一つでも多くなっ

ていくことが求められております。現在、県

内3軒の健康サポート薬局ですが、これを早

急に増やしていきたいと思いますので、ご意

見・ご希望がありましたら県薬剤師会までご

連絡ください。



－ 23－

おきなわ薬剤師会報　平成30年 3 ･ 4 ･ 5月号

＜第1回研修会アンケート結果＞
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＜第3回研修会アンケート結果＞　（宮原富士子講師集計）
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第１回 健康サポート薬局県内100軒実現に向けての研修会
〜健康サポート薬局実現のための届出・申請について〜

　　　　　　　　　　　　日時：平成29年12月7日（木）19:30〜21:00

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

　「面倒だから、しよう」以前読んだ本のタ

イトルです。この本にこのような言葉があり

ます。「ほほえみ、優しさ、愛はつながって

ゆき、溢れてゆく。」今回の研修を受ける前

は正直書類作成、申請などの手順、他にも在

宅などの越えなければいけないいくつもの

ハードルが目の前に現れ、それを見るたびに

面倒だな、大変そうだな、そのような思いが

沸き起こり、なかなか重い腰を上げることが

出来ないでいたのが正直なところです。同じ

気持ちの先生方も少なからずおられるのでは

医薬分業

医薬分業対策委員会

副委員長　盛本 直也

ないでしょうか？悶々としている中、健康サ

ポート薬局の届け出が受理された西川裕さ

ん、平良恭子さんの話を聞けるチャンスがで

きましたので重い腰を上げ参加させていただ

きました。

講師を務めた西川裕 氏、平良恭子 氏、大城由希子 氏司会進行を務めた笠原大吾 氏あいさつ 江夏京子 副会長
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＜式次第＞　　　　　　　　　　　　　　　　　司会進行　医薬分業対策委員会　笠原　大吾

　○あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県薬剤師会副会長　江夏　京子

　○研修1　健康サポート薬局について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：沖縄県保健医療部衛生薬務課　大城由希子

　○研修2　健康サポート薬局を実現した２薬局の事例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：そうごう薬局  新赤十字前店　西川　　裕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薬局えぱーわーな〜　平良　恭子

　○ディスカッション　健康サポート薬局　届出申請に関するＱ＆Ａ

　実際、提出書類はかなりのボリュームとい

う印象を受けましたが、やってできないもの

でもなく、ポイントをしっかり押さえていれ

ば可能なこともわかりました。また、県薬剤

師会作成ポスターなどを活用していたりと、

ゼロから自分たちで準備しなくてもよいこと

も分かり、とてもホッとしたというのが正直

な気持ちです。面倒だから、めんどうくさそ

うという先入観が先に立ち、自分勝手にハー

ドルを作り動けなくなってしまっていたこと

にもお二人の話を聞いて気づかされた部分で

す。何事も先駆者は大変な苦労があると思い

ますが、それに続くことが我々に必要なこと

ではないでしょうか。まさに、薬剤師として

かかりつけ薬剤師・健康サポート薬局として

地域の方々に先ほどの本の中に書かれていた

言葉「ほほえみ、優しさ、愛はつながってゆ

き、溢れてゆく。」そのことで地域貢献し健

康をサポートすることが出来ると感じます。

　面倒でもまず始めることで多くの方々の役

に立てる。地域の方々の笑顔を想像すればさ

ほど高いハードルではない。そのことを今回

の研修で学びました。

　平成30年度 第1回 健康サポートのための多職種連携（A）・薬剤師の対応（B）研修会

　　日時：平成30年7月22日（日）9:00〜18:00　　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

　平成30年度 第2回 健康サポートのための多職種連携（A）・薬剤師の対応（B）研修会

　　日時：平成30年9月30日（日）9:00〜18:00　　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

平成30年度 健康サポートのための多職種連携（A）・薬剤師の対応（B）研修会 開催日
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第2回 健康サポート薬局県内100軒実現に向けての研修会
〜健康サポート薬局実現のためのOTC導入について〜

　　　　　　　　　　　　日時：平成30年2月3日（土）19:30〜21:00

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 研修室

　健康サポート薬局では、「要指導医薬品

等について、基本的な薬効群を原則とし

つつ、地域実情に応じて、当該薬局にお

いて供給すること」が明記されています。

そのためには、業務が円滑に進むように

在庫確保が必要となります。そこで、第

二回の健康サポート薬局県内100軒現実に

向けての研修会は、OTC導入のために主要

メーカー卸の6社を一同に集めて各社に説

明していただきました。

　始めに盛本直也医薬分業対策委員会副

委員長から、OTC導入についてその背景か

らお話していただきました。

　薬剤師法第1条【薬剤師は、調剤、医薬

品の供給その他薬事衛生をつかさどるこ

とによって、公衆衛生の向上及び増進に

寄与し、もつて国民の健康な生活を確保

するものとする】より、セルフメディケー

ションを推奨していくことは薬剤師の役

割であるとし、またかかりつけ薬剤師とし

て、症状や併用薬、既往歴などから使用

可能な薬剤を選択していくことは医薬品

の適正使用にも貢献できると話されまし

た。一方で、OTC導入に関する問題点とし

て、人材不足（処方箋で手一杯）・在庫管理・

スペースの問題・取引方法・知識不足な

どをあげ、スペース問題については、OTC

実施展開例を写真で示して頂きました。

　その後、6社より会社の概要の紹介や契

約方法等お話しいただきました。各社の

特徴や違いを知ることはもちろんですが、

最近のOTC業界についても触れて頂き、差

別化を図るためにPB商品の開発を行って

医薬分業

医薬分業対策委員会

上原 卓朗

いることなどを紹介して頂きました。さ

らに別会場にて、各社ブースを設けて個

別相談を受けていただき、出席者にはよ

い機会になったかと思います。

　講習後のアンケートでは、各社短い時間

配分だったために十分な説明時間が取れ

ず「取引についてもう一つ理解できなかっ

た」との声がありました。日頃、取引を行っ

ている医療用医薬品と比較して、一般用

医薬品の取引では契約等に大きな違いが

あることのみ知り得た感覚で、OTC導入へ

の決意には至らなかったと予想されます。

今回は、沖縄で活動しているOTC卸会社の

存在をアピールしていただいたので、相談

交渉ができる段階への進歩ととらえ、OTC

についてさらに必要な講習会があれば検

討していきたいと思います。

　健康サポート薬局は、まだまだ課題が

多いようでアンケートでは、「健康サポー

ト薬局の届け出について壁となっている

もの」に、多い順から在宅実施、薬剤師

の要件、OTC導入が続いていました。順次

壁が取り払えるよう研修会を企画・開催

をしていきたいと思います。

講師　盛本直也 氏 司会　松本圭五 氏



－ 33－

おきなわ薬剤師会報　平成30年 3 ･ 4 ･ 5月号

＜式次第＞　　　　　　　　　　　　　　　　 司会進行　医薬分業対策委員会　松本　圭五

　○　健康サポート薬局実現のためのＯＴＣ導入について

　○　各社紹介　　　　　　　　　　　　　　 医薬分業対策委員会 副委員長 　盛本　直也

　○　各社主要項目説明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 各社担当者

　○　質疑応答

　○　各社のブースにて相談・交渉

　　　　＜メーカー＞　　　　　　　　　　　　　　＜卸＞

　　　・株式会社アクシス　　　　　　　　　　　・アルフレッサ株式会社

　　　・株式会社ジョヴィ　　　　　　　　　　　・株式会社スズケン

　　　・株式会社新生オリエックス社　　　　　　・株式会社ダイコー

株式会社アクシス

株式会社ジョヴィ

株式会社スズケン 

アルフレッサ株式会社

新生オリエックス社

株式会社ダイコー
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第３回 健康サポート薬局県内100軒実現に向けての研修会

　　　　　　　　　　　　日時：平成30年2月25日（日）13:00〜16:00

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 研修室

　講師の宮原富士子先生が、「薬局・薬剤師が、

地域住民による主体的な健康の維持・増進の

支援をしていいと国は、健康サポート薬局制

度を作った。これらを薬局・薬剤師はどうど

うとやっていいということ」と言い放ったこ

とが印象的でした。薬剤師法第1条にも言及

し、「薬剤師は、調剤、医薬品の供給、その

他薬事衛生をつかさどることによって、公衆

衛生の向上及び増進に寄与し、もって国民の

健康な生活を確保するものとする」を取り上

げ、公衆衛生で「人間社会の健康に関わる諸

問題に集団的に対応すること」の説明を加え、

薬剤師の使命を確認しました。

医薬分業

医薬分業対策委員会

平良 恭子

　今回たくさんの資料を準備していただき、

講義に使われるスライド資料も厚いものでし

たが、途中の休憩は10分程度で、与えられた

3時間ですべてのスライドに触れテンポいい

話術に引き込まれました。

　健康サポート薬局では、3つの研修の受講

を必須としています。研修Aの他職種連携研

修、研修Bの薬剤師の対応研修、ｅラーニン

グ、これらの内容に出てくるトレアージに必

要なOPQRSTチェックもさらりと触れ、レッド

フラッグサインでは、風邪のような症状から、

実は「腎盂炎だった」「心不全だった」など

のピットフォール（落とし穴）を探り得る能

力が問われると話されました。緊急避妊ピル

のOTC化には、2020年のオリンピック開催に

向けての用意・準備の背景を話され、多方面

的情報収集で、患者さん、来局者たちにヘル

スリテラシーを実践していかなければいけな

いことを改めて感じさせてくれました。健康

講師 宮原 富士子 氏
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日本21の目標から、ロコモにふれた際には、

器具などなくても薬局で貢献できる運動促進

のヒントを得ました。

　当薬局で実際活用場面に出くわせていない

地域包括センターの連絡一覧表等を活用でき

るか不安でしたが、今回の講義で、それらを

活用できる、すぐにファイルから見いだせる

など整理して置く段取りのヒントを得ました。

　沖縄県は、100軒の健康サポート薬局をめ

ざしていますが、東京は当初の600軒目標を

200軒に縮小しているとのことでした。当初

の数字は東京都内、区市町村立中学校608校

１分校から割り出されていました。沖縄県で

も中学校が100校余りで、目指す100軒に近い

ことで、健康サポート薬局の配置は中学校

校区に近く、地域包括ケアシステムの範囲が

想定されています。東京は、平成30年1月31

日で75軒の健康サポートが認可されていま

す。目標の半分に達しようとしています。と

ころが、沖縄は、3軒止まりで、東京並みに

目標を3分の1の30軒余りにしても10分の1程

度です。到底近隣を補う数字でなく、国民に

は届きにくい現状です。3月現在で把握でき

る健康サポート薬局研修修了薬剤師はおおよ

そ56名で、健康サポート薬局申請に関わりの

多い、かかりつけ薬剤師指導料を申請してい

るのが2月で136軒、実際の在宅実績が申請に

必要な在宅患者調剤加算申請軒数は、2月時

点60軒で、これらの数字から甘めに概算する

と、沖縄の健康サポート薬局は、目標値の半

分程度が見込めますが、まだまだ少数です。

平成30年4月から「地域支援体制加算」で実

績を問われる点数が発令しました。点数化し

ないでスタートした健康サポート薬局です

が、宮原先生は、地域支援体制加算にも触れ

「2025年に向けて、薬局のあるべき姿に向かっ

て、薬局の本格的な評価体制が始まった」と

話されていました。

　今回、宮原先生は、健康サポート薬局の背

景・中身・今後にも触れられました。先生の

貴重な時間に共有させていただいたことに感

謝します。先生のますますのご活躍をお祈り

しながら、沖縄県の健康サポート薬局機能が

広がる事を願います。

＜式次第＞　　　　　　　　　　　　　　　　 司会進行　医薬分業対策委員会　笠原　大吾

　○あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県薬剤師会　会長　 亀谷　浩昌

　○講演　沖縄の街に根差した健康サポート薬局立ち上げと持続のノウハウを共有する

何よりかかりつけ薬剤師　何より沖縄県民の視点に立った

健康啓発・疾病重症化防止・介護支援の活動を

　　　　　　　 講師：NPO法人HAP（Healthy Aging Projects For Women）理事長

　　　　　　　　　 株式会社ジェンダーメディカルリサーチ 代表取締役社長　宮原 富士子

司会進行 笠原大吾 氏あいさつ 亀谷浩昌 会長
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平成29年度薬剤師認知症対応力向上研修報告

　今年度は県薬会館ホールにて平成29年10月

25日：59名、平成30年1月14日：41名、宮古

地区薬剤師会ではシモジ薬局２階にて平成30

年2月18日：6名、八重山地区薬剤師会では大

濱信泉記念館にて平成30年3月4日：3名が研

修に参加されました。

　薬剤師は、認知症の疑いのある人に早期に

気づき、かかりつけ医等と連携して対応する

とともに、その後も認知症の人の状況に応じ

た薬学的管理を適切に行い、認知症の人とそ

の家族への支援体制構築の担い手となること

を目的として平成28年度より本研修会を開始

しました。

　認知症の人とその家族を支えるために必要

な基本知識や、医療と介護の連携の重要性等

を習得するために、Ⅰ.基本編は医師より認

知症の概要について、Ⅱ.対応力編は薬剤師

から薬学的管理や他職種との連携について、

Ⅲ.制度編は高齢者介護福祉課から認知症政

策と地域包括支援センターの認知症地域支援

推進員から実際の活動状況や事例について講

義を行いました。（次頁プログラム参照）

　この研修を修了すると沖縄県知事より「修

了証書」が交付され、同意を得られた薬剤師は

医薬分業

医薬分業対策委員会

中尾 滋久

研修修了者として、地域包括支援センターへの

配付や沖縄県のホームページに掲載します。

　認知症になっても住み慣れた地域で安心し

て暮らせるまちづくりのために、多職種連携・

地域包括ケアシステムの中で積極的に関わり

を持てる、また認知症の人とその家族からい

つでも気軽に相談のできる薬剤師が期待され

ています。安全な薬物治療を提供できるだけ

ではなく、「気づき」や「つなぎ」のできる

地域の医療を担う専門職の一員として活動で

きるような薬剤師が増えていくことで、認知

症だけではありませんが、罹病後も安心して

生活できるようになると思います。

　厚労省のサイトに「認知症施策推進総合戦

略（新オレンジプラン）」について詳細な記

載がありますので是非ご参照ください。

清水幸子 氏遠藤一博 氏左より、中尾滋久 氏、山城正明 氏、新垣比奈子 氏、比嘉直美 氏
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平成29年度 薬剤師認知症対応力向上研修プログラム

時　間 内　容 講師等

12:30〜13:00  受付

13:00〜13:10  オリエンテーション

13:10〜13:40 Ⅰ基本知識 認知症サポート医

【30分】 ・認知症施策の現状 【第1回】

・薬局・薬剤師の役割 　読谷村診療所　

・認知症の原因疾患の特徴と症例、 　　山城 正明 先生 

　軽度認知障害の理解 【第2回】　

・観察のポイント（アセスメント）   北中城若松病院

　認知症疾患医療センター

　　遠藤 一博 先生

【宮古・八重山地区】

　DVD研修

13:40〜13:45   質疑応答

13:45〜13:50   休憩（5分間）

13:50〜15:20 Ⅱ対応力　①薬学的管理 沖縄県薬剤師会  

【90分】 ・認知症に使われる薬 【第1回】【第2回】

　（効能・効果・副作用・作用機序） 【宮古・八重山地区薬剤師会】

・認知症治療薬の使用上の注意点 　医薬分業対策委員会

・薬物以外の療法とケア 　　中尾 滋久 先生

・服薬の継続管理のポイント

・認知症の人・家族への支援

Ⅱ対応力　②気づき･連携

・早期発見、早期対応や

　多職種連携の必要性と対応

・カンファレンス等での薬局・薬剤師の役割

・徴候からの気づき、服薬状況からの気づき、

　医師へのフィードバック

15:20〜15:30 　質疑応答

15:30〜15:40 　休憩（10分間）

15:40〜17:10 Ⅲ制度等 【第1回】

【90分】 ・地域包括ケアシステム、介護保険制度 ・沖縄県高齢者介護福祉課

・医師やケアマネジャーが薬局・薬剤師に 　　新垣 比奈子 先生

　望むこと ・認知症地域支援推進員

・認知症ケアパス、認知症初期集中支援チーム、　那覇市地域包括

　認知症地域支援推進員等の仕組み 　支援センター石嶺

・若年性認知症の現状と支援の制度 　　比嘉 直美 先生

・成年後見制度、高齢者虐待の現状 【第2回】

・沖縄県高齢者介護福祉課

　　新垣 比奈子 先生

・認知症地域支援推進員

　那覇市地域包括

　支援センター安里　

　　清水 幸子 先生

【宮古・八重山地区】

　医薬分業対策委員会

　　中尾 滋久 先生

　一部DVD研修

17:10〜17:20   質疑応答　アンケート記入   
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平成29年度医療機器販売等の営業所管理者・
医療機器修理業の責任技術者に対する継続研修報告

　平成29年12月10日沖縄県薬剤師会館ホール

にて160名、平成30年2月18日宮古地区薬剤師

会：シモジ薬局2階会議室にて11名、3月4日

八重山地区薬剤師会：大濱信泉記念館にて5

名が表記の研修を受講し修了証を受け取られ

ました。

　平成17年に施行された改正薬事法により毎

年度継続研修を受講することが義務付けられ

ました。全国の薬局で高度管理医療機器の取

扱いが多いため厚生労働省へ届け出て、平成

18年度から日本薬剤師会は研修実施機関とし

てテキストの編集発行を行い、沖縄県薬剤師

会においては実施要項に基づき毎年度継続研

修を実施しています。

　平成14年の薬事法改正、平成25年の「医薬

品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の

確保等に関する法律」（医薬品医療機器等法

や薬機法などと略される）の成立により医療

機器の安全対策の強化、医療機器の特性を踏

まえた規制が行われています。医療機器は、

人体に与えるリスクに応じてクラスⅠからⅣ

まで分類され、そのうちクラスⅢとⅣが高度

管理医療機器として販売するにあたり県知事

（保健所）への申請、許可が必要になります。

（沖縄県ではクラスⅡにあたる管理医療機器

の販売においてはみなし規定が適応されず、

届出が必要になっています。）

　薬局で取り扱う高度管理医療機器にはコン

医薬分業

医薬分業対策委員会

吉田 洋史

タクトレンズ（カラコンを含む）、自己血糖

測定器、輸液ポンプ、一部のドレッシング材、

長期使用尿管用チューブステント、長期的使

用医療栄養用チューブ、分離型インスリン注

入器などがあります。

　販売業更新時の行政立入り検査では許可証

の掲示、管理帳簿への記載・保管や毎年の受

講状況の確認があります。また医療機器の不

具合や回収があった場合、迅速に対応するた

めにも譲渡及び譲受に関する記録は必須と

なっています。

　医薬品と同様に医療機器の場合にも購入し

て使用する者に対し、情報提供するよう定め

られています。さらに製造販売業者への不具

合報告の協力が求められています。情報収集

の手段として医薬品医療機器情報配信サービ

ス（PMDAメディナビ）への登録・活用をよろ

しくお願いします。医療機器による事故や不

正使用などの情報も下記参考のホームページ

に掲載されています。普段の薬局業務に関係

する事例もありますので、高度管理医療機器

を取り扱っていなくても、ぜひアクセスして

みてください。

＜プログラム＞
司会：沖縄県薬剤師会 医薬分業対策委員会 中尾 滋久（八重山地区開催：地区会長 山城　専）
○第1章　医薬品医療機器等法その他関連法令
　　　　　　　　　　　　　   講師：沖縄県薬剤師会理事・医薬分業対策委員会　吉田　洋史
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （八重山地区開催：医薬分業対策委員会　中尾　滋久）
○第2章　医療機器の品質管理　講師：ニプロ株式会社 本社 信頼性保証部 部長　芳田　豊司
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　  （宮古地区開催：医薬分業対策委員会　吉田　洋史）
　　　　　　　　　　　　　　　　　   （八重山地区開催：医薬分業対策委員会　中尾　滋久）
○第3章　医療機器の不具合報告及び回収報告
　　　　　　　　　　　　　　 講師：ニプロ株式会社 本社 信頼性保証部 部長　芳田　豊司
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （宮古地区開催：医薬分業対策委員会　吉田　洋史）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （八重山地区開催：医薬分業対策委員会　中尾　滋久）
○第4章　医療機器の情報提供　講師：ニプロ株式会社 本社 信頼性保証部 部長　芳田　豊司
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （宮古地区開催：医薬分業対策委員会　吉田　洋史）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （八重山地区開催：医薬分業対策委員会　中尾　滋久）
○修了証書の授与
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平成29年度 医療安全講習会報告

　　　　　　　　　　　　日時：平成30年2月4日（日）13:00〜15:30

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

　去る2月4日、平成29年度医療安全講習会が

開催され、147名が受講しました。

講義　『医薬品の安全使用のための

業務手順書作成塾』

鹿児島県薬剤師会 医療安全委員会　今出 唯史

　平成19年4月1日より薬局の開設者には「薬

局における安全管理体制の整備」が義務付け

られました。薬局開設者が遵守すべき事項の

中に「医薬品の安全使用のための業務手順書」

の作成があります。「医薬品の安全使用のた

めの業務手順書」とは、医薬品の取扱いに係

る業務の手順を文書化したものです。

　業務手順書作成塾は鹿児島県でも実施して

おり、ただ話を聞くだけでなく、箱埋め形式

でその箱を埋めていくことで各薬局の手順書

を完成させるというものです。薬事監査時に、

手順書が見当たらない、薬剤師会の指針をそ

のまま使用している、平成19年の作成時から

一度も見直されていない、という話を聞いて

始めました。

　「定期的に見直す」といっても「定期的」

とは曖昧で、鹿児島県でのアンケートでは「1

年」が40％、「2年」が28.2％、「5年」が4.7％

という結果が出ています。ハーボニー偽造医

薬品の流通のような医薬品に関する事件・事

故が発生したタイミング又は1年に1回見直す

のが良いのではないかと考えます。

　日々の業務を文書化したものが手順書なの

ですが、手順書に業務を合わせたり、手順書

と違うやり方をしたりしていませんでしょう

か。患者に人的有害事象を起こさないように、

手順書を作成しましょう。

　この後、配布資料（箱埋め版）に則って、

各項目の具体例などを聞きながら参加者各自

医療安全

が箱埋めをしました。1月31日に施行された

ばかりの改正省令*に則った、「第9章　偽造医

薬品流通防止対策」も盛り込まれております。

*「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全

性の確保等に関する法律施行規則の一部を改正す

る省令等の施行について」（平成29年10月5日　薬

生発1005第１号）

　沖縄県薬剤師会のホームページに「箱埋め

版」と「記載見本」を掲載しておりますので、

参考にしてください。なお、「記載見本」の

閲覧は会員限定となっております。

＜沖縄県薬剤師会ホームページ⇒研修会⇒研

修会カレンダー⇒2月4日医療安全講習会＞

○おわりに

　私も話を聞きながら実際の業務を思い浮か

べて箱埋めをしてみましたが、一人の薬剤師

で埋めていくのは難しいと感じました。業務

に係わっている全ての薬剤師から意見を聞

き、それをまとめて手順書を作成するのが良

いと思います。

　今出氏は最後に太陽系の惑星の軌道を見

せ、「惑星はそれぞれの軌道に沿って回って

いるからぶつかるリ

スクが少ない。手順

書は医療安全の軌道

であり、手順書通り

業務を行うことで医

療事故の可能性を少

なくすることができ

る。」と話されてい

たのが印象的でした。

医療安全対策担当理事

吉冨 弓江

講師　今出 唯史 氏
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平成29年度第3回 Basic Life Support（一次救命処置）講習会報告

　　　　　　　　　　　　日時：平成30年2月8日（木）19：30〜21：30

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会　研修室

　沖縄県薬剤師会災害対策委員会主催の一次

救命処置（以下BLS）講習会に参加させてい

ただきましたので報告します。

【胸骨圧迫のポイント】

・胸骨圧迫の必要性は血液を脳へ送るためな

ので早急に行うこと

・テンポは100から120回/分それ以上でもダ

メ→早すぎると深さが足りなくなるから

・深さは約5〜6センチ、超えてもダメ

・胸骨圧迫30回当たり人工呼吸2回

・小児は15回当たり人工呼吸2回

・10秒以上の胸骨圧迫の中断はしない。→人

工呼吸がうまくできなくても2回までにとど

め胸骨圧迫をすぐに再開する

・指が肋骨にあたって骨折させないために手

災害対策委員会主催

平成29年度第2回 Basic Life Support（一次救命処置）講習会報告

　　　　　　　　　　　　日時：平成30年1月24日（水）19：30〜21:00

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 研修室

　私にとって今回は3度目の一次救命の講習

会でした。1度目は自動車教習所、2度目は大

学の講習でした。2度も講習を受けているの

で、救命方法の手順も分かっているつもりで

した。しかし、その考えは始まるとすぐに打

ち消されました。なぜならAHA（アメリカ心

臓協会）のガイドラインは5年ごとに基準が

改定されていたからです。現在の基準はガイ

ドライン2015で、①反応確認、②通報、③呼

吸確認・脈拍確認、④CPR確認という手順を

踏みます。私が以前学んだものは反応確認・

呼吸確認を初めに行うガイドライン2010であ

り、スタートから違っていました。また通報

の際にスマートフォンのスピーカー機能を利

用しながら、状況に適した指示を救急に仰ぐ

という方法に驚きました。高い救命率を保つ

災害対策

ためには、知識だけではなく時代の変化に対

応する柔軟性も大切だと感じました。

　次に「質の高い胸骨圧迫」「AEDの使用方法」

などの実践も行いました。1分に100〜120回

のペースで、5cm〜6cmの深さで30回も行う胸

骨圧迫はかなりきつい動作です。それを救急

車やAEDが到着するまで1人で続けることは現

実的に厳しいと思います。しかし同じ講習を

受けた人が近くにいれば協力して胸部圧迫を

行いつつ、救助を待つことができます。多く

の人が一次救命を学ぶことで、誰かの大切な

命を助けることができるでしょう。目の前で

起こった事故にもあわてずに対処できるよ

う講習を継続して受ける必要があると思い

ました。

すこやか薬局 小禄店

田場 英美

会営薬局うえはら

石川 有美子
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を組んで指先を上げておく

・視線は奥の腕のさらに先の方を見ると体重

が乗りやすい

・足は体から離すとやりやすい

【全体の流れ】

①周囲の状況の安全確認

②意識確認→両肩をたたいて「大丈夫です

か？」

③大声で周囲に助けを求める

④携帯端末で通報→切らずにハンズフリーに

しておく

＊第一発見者はその場を離れない！

呼吸、脈の確認

死戦期呼吸の特徴を確認

死戦期呼吸とは心停止直後にみられる症状

→間の悪いいびきのような、引き笑いのよ

うないつもと違う呼吸、いびきなら起こし

てみる

⑤CPR開始

⑥AED

　必ず音声ガイドに従う

　貼る場所は心臓を挟むこと

　小児が大人のAEDを使うときは前後になる

こともある

　ペースメーカーの埋め込みは目視できるの

で見えたら3センチ以上離す

【感想】

　実技の前に講義があり、AHA（アメリカ心

臓協会）のガイドラインは、5年に1回更新が

あり（現在は2015年改訂版）、それによりCPR

（心肺蘇生法）開始までの手順に変更がある

ことを知りました。その時点で定期的な講習

参加が大切だと感じました。

　現在は、携帯電話の普及により、救急車の

手配がしやすくなりました。また通話をその

まま切らずにハンズフリーにしておくこと

で、救急救命士からの指示を確認しながら救

命処置をすることも可能になり、冷静に対処

できる手法を学びました。

　そして、最も重要だと感じたのは、胸骨圧

迫の手技を忘れないように、定期的な訓練を

行っておくことです。一度講習を受けていて

も、時間が経つと感覚を忘れてしまい、いざ

という時に役に立たなくなってしまいます。

できれば、いつでも触れられるように常時、

県薬会館にデモ機を設置しておくと、別の研

修と組み合わせて、訓練することができるの

かなと思います。

　AEDも音声通りに従えば良いというものの、

はじめて触る機械だと、電源の入れる時点で

慌ててしまうため、一度触れておくと落ち着い

て音声の説明を聞くことができると思います。

　普段、薬局で働いているため、こういう対

応は隣の病院に任せればいいと思い、研修に

消極的だったのですが、自分の家族にもしも

のことがあったらと思うと、このままではい

けないと思い参加しましたが、本当に勉強に

なりました。ご指導頂いた先生方ありがとう

ございました。
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会営薬局うえはら無菌調剤室共同利用に関する講習会と
在宅医療のための無菌調製実践講座に参加して

　　　　　　　　　　　　日時：平成30年1月28日（日）9:00〜17:00

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会 会営薬局うえはら

　上記日程にて開催された講習会及び実践講

座受講の報告をさせていただきます。

　現在、在宅医療における薬剤師のさらなる

役割が求められている中、医療用麻薬注射、

輸液等の無菌調製を含めた在宅業務依頼も今

後増えていくと予想されます。薬局に無菌調

製設備がない場合は、無菌調製設備を有する

薬局の設備を共同利用させていただくことが

可能ですが、そのためには設備を有する薬局

が開催する共同利用に関する講習の受講が必

須となっています。在宅業務において無菌調

製の依頼があった場合、迅速に対応できるよ

う今回受講致しました。

　講習会および講座の内容は下記のとおりです。

講座１　クリーンルーム、クリーンベンチ、

　　　　安全キャビネットの基礎

講座２　無菌調剤室共同利用のための手続

　　　　きと体験

講座３　無菌調製を初めて体験する方の基

　　　　礎講習

講座４　在宅医療のためのTPN調製の実践

講座５　医療用麻薬注射薬調製のための基

　　　　礎講習

講座６　PCAポンプを利用するための調製

　　　　の実践とポンプの操作方法

在宅医療

ひよこ薬局

神谷 朝斗志

　今回の受講者は10名。私も含め受講者のほ

とんどは普段注射剤などを扱う機会がない先

生方でした。在宅医療担当理事の荒井千春先

生をはじめ在宅医療委員会の阪本嵩彰先生、

鈴木直志先生、土田寛子先生、石田浩先生、

玉城武範先生、設備機器メーカー担当者様な

ど強力なバックアップのもと質問しやすい少

人数制の体制で実施されました。

　講座1では、タイトル通りそれぞれの基本

的な項目を学び、講座2では、会営薬局うえ

はらとの共同利用に関する契約手続き、管轄

保健所への届出及び九州厚生局への無菌製剤

処理加算の届出に必要な手続き・書類等につ

いての説明がありました。また入室体験では

受講者それぞれガウンを着用し、無菌調剤室

への入室手順・使用方法や注意点等を学びま

した。

　講座3、4では実物のアンプル、バイアル、

輸液パックを用いて手順や注意点を1つ1つわ

かりやすく説明いただきました。実際の作業

では厳禁ですが今回は練習だったこともあり
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何度も針刺しや計量を繰り返し実践すること

で手技を高めていきました。　

　講座5、6では、実機を用いたPCAポンプの

内容でした。PCAポンプとは主に医療用麻薬

注射による疼痛コントロール用の携帯可能な

機器です。機器内部のタンクに充填した薬剤

をセットし持続的に薬剤を送り出すことで鎮

痛状態を維持でき、突発的な疼痛が現れた場

合には、患者自身で追加投与のボタンを押す

ことで疼痛に迅速対応することができます。

持続投与の流量や追加投与の回数及び間隔は

個人に合わせて設定できるため、今回は主に

設定操作や薬剤充填の手技を学びました。

　今回の講習会及び講座を受講して感じたこ

とは、無菌調剤が実施できる調剤薬局が今後

さらに増えることで入院から在宅への移行が

よりスムーズに実施できるということです。

特にがん疼痛の場合は、退院時に注射薬から

内服・外用薬への切替えがどうしても難しい

方もいらっしゃいます。そのような場合、入

院中と同じようにPCAポンプの利用が在宅で

も継続利用できることを医師やご本人等に提

案及び対応することができる体制を事前に整

えておくことが重要であると感じました。

平成30年度 在宅医療委員会主催研修会

在宅医療に役立つフィジカルアセスメントと

症例からの薬学的管理の考え方

会期：平成30年7月22日（日）、23日（月・祝）　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

お知らせ
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平成29年度自殺予防対策事業
ゲートキーパー薬剤師スキルアップ研修会

　　　　　　　　　　　　日時：平成30年3月4日（日）10:00〜12:00

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 研修室

　去る3月4日（日）沖縄県薬剤師会館にて行

われたゲートキーパー（薬剤師）スキルアッ

プ研修会に参加したので報告する。

講義１「沖縄県における自殺の現状と自殺対

策の取り組み」

　沖縄県保健医療部地域保健課精神保健班の

知花誠氏にご講義を頂いた。

　まず、全国における自殺者数の動向として、

平成10年のバブル崩壊後に年間自殺者数が3

万人を突破して以来14年に渡り年間3万人を

超える状態が続いていたが、国としての法整

備（平成18年 自殺対策基本法の成立）や全

国的な自殺に対する対策や取り組みもあり、

平成24年には3万人を切り、以降は減少傾向

にある。しかし、依然として自ら命を絶って

しまう人が年間2万人以上おり非常事態は続

いている。国や県としての早急な対策は引き

続き必要である。自治体レベルでは平成28年

に自殺対策計画の策定が義務付けられている。

医学の面では自殺のリスクを上げる要因とし

てうつ病などが挙げられているが、病気に対

するアプローチだけでは完全な解決にはなら

ず、そこに至った原因に対する支援・対策も

必要である。

　自殺に至ってしまった原因としては、生活

困窮・過労・介護疲れ・いじめや孤立など各

個人で様々であり、それぞれに合わせた対策

や総合的な支援も重要である。

地域保健

クララ薬局ティエラ

宮本 直樹

＜式次第＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会：地域保健開局委員会　平良　恭子

　講義1「沖縄県における自殺の現状と自殺対策の取り組み」

　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県保健医療部地域保健課精神保健班　知花　　誠

　講義2「子ども達に命をどう伝えるか 〜学校現場の事例を通して〜」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県教育庁保健体育課健康体育班　東　由美子

　沖縄県内の動向も全国と大きな差異はな

く、平成10年を境に増加傾向であったが、平

成24年以降は減少傾向にある。男女比では、

自殺者では約8割が男性であるが、自殺未遂

歴がある人の割合だと女性が男性の2倍以上

を占めるため、未遂者に対する支援も今後の

課題の１つである。年代別で見ると、50〜59

歳が自殺者数の比率としては最も高いが、若

年層の死因別での自殺が増加傾向にあり、ま

た、高齢世代では自殺死亡率が高くなってき

ているため、性別や年代に関わらず国民全体

として自殺を防ぐための対策や支援は必要で

ある。

　沖縄県の取り組みの例として、ポスター展

示・パネル展・フェイスブックなどでの普

及啓発事業や市町村・企業・学校などでの

講義1 講師　知花 誠 氏 講義2 講師　東 由美子 氏
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ゲートキーパー養成研修への講師派遣などを

行っている。自殺未遂者再企図防止事業とし

て、救急医療に携わるスタッフに対し、精神

科的問題を有する身体救急患者に標準的な初

期評価・診療を行うための知識・接遇を身に

付ける研修なども行っている。平成30年度に

は自殺対策推進センターを設置し、地域の実

情に沿った支援を行っている。また支援連携

ツールとして「つなぐ」シートを作成し、相

談者の負担軽減・多機関連携の円滑化・自殺

リスクの早期発見・対応を図っている。

講義２「子ども達に命をどう伝えるか〜学校

現場の事例を通して〜」

　沖縄県教育庁保健体育科健康体育班の東由

美子氏にご講義を頂いた。

　近年、児童生徒によるいじめや暴力事件な

どが増えてきており、それに関する報道も後

を絶たない。特に小学校での暴力行為発生件

数が増加の傾向にあり、沖縄県も例外ではな

い。沖縄県では平成27年度までは全国と同水

準だったが、平成28年度では暴力行為発生件

数が倍増しているとともに、いじめ認知件数

では平成27年度と平成28年度では5倍以上に

増加するなど、急激な増加の一途を辿ってい

る。また県内での学年別のいじめの認知件数

では小2がピークになるなど、いじめの低年

齢化も目立っている。

　県内の児童生徒の自殺者の動向では高校１

〜３年生が多く、平成28年度では各学年50人

以上が自ら命を絶っている。自殺した生徒が

置かれていた状況として多かったのは“家庭

不和”“進路問題”“いじめ問題”である。統

計的に自殺者が最も増えるのが夏休み明けの9

月1日であるほか、学校の長期休暇明け直後に

自殺者が増える傾向にある。その為、このよ

うな時期に学校や地域、家庭において児童生徒

の見守りの強化や相談・講演などの対応を集中

的に行うことは効果的であると考えられる。

　学校教育での取り組みとして、児童生徒が

命の大切さを実感できる教育や生活上の困

難・ストレスに直面した時の対処法を身に付

けさせるための教育を推進している。

　沖縄県では命の大切さを教えるため、豊か

な心の育成と健やかな体の育成に取り組んで

いる。具体例の1つとして、副読本を用い小

学校では食育や生活習慣、中学校ではこころ

の健康を伝えている。ストレスへの対処法の

具体例として、呼吸法や筋弛緩法など心身と

もにリラックスできる方法を身に付けさせる

教育を行っている。また、より良い人間関係

を築くために自分の気持ちや考えをできるだ

け素直に伝え、相手の気持ちもきちんと受け

止め、大切にしようとするアサーションと呼

ばれるコミュニケーション方法も教えてい

る。いじめを止めて欲しい人で最も多いのは

友人であり、友人の前では比較的ありのまま

の姿を見せることが多いと考えられることか

ら、大人よりも先に子どもが友人の危機に気

づく可能性が高いため、普段からこのような

コミュニケーションを取り、友人と友好な関

係を築くことは非常に重要である。ただし、

理想的な対策であっても実現不可能であれば

無意味なため、1人1人が今できることから

探っていくことが重要である。

　自殺のキーワードは孤立であり、自殺予防

の第一歩は絆である。喫煙防止教育、食育、

思春期教育などを通じて友人や家族や地域な

ど様々な人とのつながりを築き、児童生徒が

孤立を感じた時に、身近に相談できる場所が

あり相談できる大人がいる事を伝えていくこ

とが最も重要である。

　東先生の教育現場での経験談など、ここに

は書き切れなかった内容などもたくさんあ

り、非常に興味深いお話を聞かせて頂いた。

何より児童生徒たちに対して熱意や情熱を

もって接し、また児童生徒たちから信頼され

ていることも感じとれた。今回の講習を通じ

て、ゲートキーパーは自殺の危険を示すサイ

ンに気づき、適切な対応をすることで自殺を

防ぐ役割を担っており、普段から地域の人と

の関係を築き、専門性の有無に関わらず、そ

れぞれが今できる事から始めていくことが重

要だと感じた。
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第231回 全国禁煙アドバイザー育成講習会報告

　　　　　　　　　　　　日時：平成30年2月18日（日）9:45〜16:00

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄小児保健センター ホール

講演① 禁煙支援基礎学習

九州大学　眞崎　義憲 氏

　受動喫煙は完全に防がなければならない。

基準値ゼロ・見えない煙も防がなければなら

ない。サードハンドスモーク（三次喫煙）を

防止するには禁煙はもちろんですが、喫煙し

た人の肺からは、有害物質が40分以上呼出し

続くことから、たとえ屋外の喫煙でも屋内へ

45分は戻れないことが解っています。今後は

この45分ルールが社会に定着することになる

でしょう。

講演② 禁煙支援重点事項

京都大学　高橋　裕子 氏

＊試験は日本禁煙科学学会認定禁煙支援士試

　験兼ねる（希望者のみ）

　受講者は全員合格でした。

＊禁煙に科学的に取り組む

○環境（望まない受動喫煙）吸えない吸わ

　せない環境を作る

○教育：喫煙者及び吸わない人への防禁煙

　教育。

○禁煙支援：インターネット禁煙マラソン・

　日本禁煙科学会・禁煙健康ネット

＊新種のタバコ；煙は出なくても有害物質は

　同程度、数値が小さければ有害物質も小さ

　いという誤解があります。加熱式・電子タ

　バコも受動喫煙対策での規制対象です。

地域保健

とくりん薬局 城間店

真崎 しのぶ

講演③ 女性の喫煙と禁煙

京都大学　高橋　裕子 氏

　タバコの本数が少ない隠れ喫煙の女性、少

なくてもニコチン依存はあります。それにも

かかわらず、本数が少ないと薬を使わない傾

向にあることは問題です。一方で、薬を使っ

ても効かない人もいます。薬の効果について

は、起床時からタバコを吸うまでの時間が延

びているのであれば、効いていると判断でき

ます。

　禁煙の介入タイミングはやんわり、しつこ

く、じわじわ、との事。この響きが気に入っ

ています。支える形での支援。生活習慣を変

える。女性喫煙者の味方であろうとし気遣っ

て、いつでも相談できる環境を整え、禁煙治

療の啓発を行っていきたいです。

講演④ ミニコンサート（木管四重奏：フルー

ト・オーボエ・クラリネット・ファゴット）

　癒されました。

講演⑤ 赤ちゃんから始める生活習慣病の

予防

沖縄県立中部病院ハワイ大学卒後医学

臨床研修事業団　安次嶺　磬氏

　乳幼児や子供を守るためにも強く禁煙を勧

めなければならないという強い思いを感じま

した。家庭内の喫煙者に禁煙治療を！

　平成30年2月18日、日本禁煙科学会主催による第231回全国禁煙アドバイザー育成講習会が開催、

多職種参加の中で行われ、有意義な時間を過ごすことができました。2020年の東京オリンピック

を控え、世界の目が日本の禁煙対策に厳しく注がれていることを実感しつつ報告させて頂きます。
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講演⑥ 企業等における禁煙サポート

〜調剤薬局薬剤師のかかわり

沖縄薬剤師会　笠原　大吾 氏

　ニコチン依存症及び健康被害についての啓

発・研修。禁煙学習の開催・禁煙治療の紹介。

講演⑦ 未成年への禁煙支援の現状と課題

〜多職種で広げたい支援の輪

徳山クリニック　吉永　奈央子 氏

　喫煙の低年齢化・未成年者の禁煙支援の話

で「タバコは母親の匂い」という表現に禁煙

支援だけでは解決できない社会の根深さ、問

題の深刻さを垣間みた気がしました。薬物的

治療だけではなく具体的に何ができるか模索

中ですが、多職種で支援の輪を広げなければ

と思いました。

平成29年度患者のための薬局ビジョン推進事業

薬局薬剤師によるアウトリーチ型健康づくり推進事業を終えて

　昨年度に引き続き、“薬局薬剤師によるア

ウトリーチ型健康づくり推進事業”予算を獲

得することができました。離島県である沖縄

県として特徴的なテーマであることが採択の

理由であったかどうかはさておき、今まで薬

剤師の介入の無かった多くの離島で経験を積む

機会を得られたことは県薬剤師会の会員として

大変有意義なことであったと思っています。

　さて、本年は昨年とは異なる3島で実施い

たしました。八重山地方の離島である西表島

（竹富町）、沖縄本島から比較的近い久米島（久

米島町）、本島の東にある南大東島（南大東

村）です。この3島の選択も苦慮いたしまし

た。しかし、結果として今回も薬剤師による

初回の介入が成功裡に終了した背景には、各

地区の薬剤師会のご協力はもちろんのことで

すが、他職種の連携が昨年度より多く得られ

たことも大きいと思いました。そのため、実

施した離島住民のためになったことは実施後

のアンケートからも明らかです。

　昨年度参加された薬剤師の皆様も、本年初

めて参加された方々も、改めて地域における

薬剤師のパワーを自覚されたと思います。こ

れがこれから求められる“地域包括ケアシス

テム”における薬剤師の力であり役割である

ことを体験していただけたのではないかと思

地域保健

地域保健委員会

委員長　笠原 大吾

います。

　内容については、各地区会員の感想を掲載

してありますので、写真と共にご覧ください。

報告書も作成できましたら、お送りさせてい

ただきます。

　最後に、本事業の今後の展開ですが、1回

のみの介入ではわからない、薬剤師等の介入

の効果評価を行うことが重要であると考えま

す。そのためには、いろいろな方法で事業実

施の資金の獲得を図る必要があります。また、

離島が多いという沖縄県の特色をふまえ、県

のご理解・ご協力を得られるようにしていく

ことも必要であります。これらにより継続的

に介入することが、離島へき地を含む地域で

の薬剤師の有用性を実証していくことになる

のではないでしょうか。県外への発信も視野

に入れて取り組んでいくつもりですので、そ

の節はご協力ご支援をお願いいたします。

　末筆になりましたが、ご協力いただきまし

た、各地区薬剤師会の皆様、関係各団体の皆

様に深謝いたします。
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　那覇から西へ100km、人口約8000人の離島、

久米島で、去る12月3日（日）公立久米島病院、

久米島町そして那覇地区薬剤師会のコラボ企

画として、久米島健康プロジェクトブースが

久米島産業まつり会場に設置されました。

　久米島健康プロジェクトとは、島民に自身

の健康状態を知ってもらい、健康に関する知

識を得ることで健康意識の向上、生活習慣の

改善を図り自己の健康管理がでる。さらに、

疾病の早期発見、早期治療へとつなげ重症化

を予防し健康寿命の延伸を目的としていま

す。昨年までの健康ブースは、公立久米島病

院、久米島町、たいよう薬局の総勢12人程で

血圧、血糖値、体組成、骨密度の測定を行い

ました。

　今回は那覇地区薬剤師会の支援を頂けると

の事で沖縄県薬剤師会の笠原先生、公立久米

島病院、久米島町のスタッフで事前ミーティ

ングを持ちました。その結果、お薬相談、認

知症相談、A1c測定、動脈硬化測定、残薬回

収、LHRシステム※１推進活動、デジタルヘル

スプロジェクト※２推進活動の項目を追加し、

沖縄県薬剤師会と那覇地区薬剤師会から11人

の助っ人に参加して頂ける事になりました。

　ブース運営側は、島内から約15人（医師、

看護師、薬剤師、栄養士、行政）、島外から

第152回健康とおくすり相談会報告
〜アウトリーチ型健康づくり推進事業 in 久米島〜

日時：平成29年12月3日(日）9:30〜15:00

場所：久米島町ホタルドーム

担当：那覇地区薬剤師会

月例相談会

たいよう薬局

山城　晶

12人（薬剤師）が参加。ブースに訪れた人数

は約100人。その中で全ての検査項目をうけ、

薬剤師会の問診票に回答して下さった方は86

人でした。時間帯によっては待ち時間が出た

ものの、測定者の満足度は高く、「自分の健

康状態が知れて良かった」「病院に行ってく

れない家族を連れて来れた」「このイベント

に参加する為に産業まつりに足を運んだ」「こ

の様なイベントを継続し、島民に健康を意識

させて欲しい」等、さまざまな島民の声が聞

こえてきました。　

　今までの健康ブースとの大きな違いは、運

営側の人数が増えた事。さらに、ポスターや

チラシを作成し、ブースの内容や測定項目、

お薬手帳の持参を事前に周知出来た事です。

周知方法として、新聞折り込みの利用、関係

施設や島の主要な場所へのポスター掲示、FM

くめじまでのイベント告知、SNSを利用した

情報発信を試みました。その中でも町民のイ

ベントに対する期待や意識に大きな影響を与

えたのは、地元の看護師と行政が町民への呼

びかけに御尽力して下さった事だと感じま

す。改めて人数確保、広告やイベント告知に

対して予算を設ける事は大切で、成果に繋が

るものだと認識しました。
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　残薬回収バックについても、病院、診療所、

薬局、役場にチラシの掲載とお薬回収バック

の配置又は気になる方への声掛けを協力して

頂き、質問や不要な薬がある場合は、産業ま

つり会場又は、たいよう薬局への持参を促し

て頂きました。実際3人の方が会場にお薬を

持参し、その中の2件は、次回の定期薬が処

方される際の残薬調整に繋がりました。今回

の残薬の主な内容は、期限切れの湿布、抗生

剤、鎮痛薬、大量の漢方薬、コンプライアン

ス不良で残った定期薬等です。これらを基に

患者様に対しての服用、使用法を説明する際

の対策、服薬状況を改善できる様な用法/薬

剤に調整が可能であるかの検討、不要な薬は

予め処方時にカットして頂く等、適切な服薬

で治療効果を出し、大量の残薬を出さない為

のヒントであるという事が解りました。

　今回新たに感じた点として、若い人達の興

味を引き付ける工夫ができないのか？と言う

事です。測定結果が正常範囲ぎりぎりセーフ

だとしても、今のままの生活習慣、食生活で

は5年後、10年後はどうなるのか？と心配に

なるケースも幾つか浮かび上がって来まし

た。自分が大丈夫だと分かりほっとしたと言

う方の場合でも「これからも健康な状態でい

る為の予防策が解り救われた思いがある」、

との反応がある一方で、「直ぐにでも病院を

受診しようと思う」等、健康に対しての認識

に個人差が大きく分かれて出るのは若い層で

はないかと言う印象を持ちました。

　最後に重要なポイントとしては、このイベ

ントは継続すべきかどうかという事です。参

加した薬剤師、関係者の感想を頂きました。

「島民が健康を意識し、興味を持ってもらえ

る様に定期的なイベントとして継続する必要

性を感じる」との意見がほとんどで、他にも

「多職種連携で運営している事に大きな意味

がある」「いろいろな測定器が有りとても良

かったし、脳トレも島民に積極的に参加して

頂き良かった」「病院を受診していない/定期

健診を受けてない方が多い様に感じたが、そ

の様な方々が今回のイベントを大変楽しみに

して来て下さった」「30代〜90代の幅広い方々

に参加があり、とても反応が良く、未病の時

に受診を勧めるキッカケになった」「久米島

の皆さんの健康維持にお役に立て、必要とさ

れている事が実感できた」と貴重な感想を頂

きました。

　「来年も継続して下さい」と多くの要望が

出た事への達成感と、この島にはこの様なイ

ベントが必要であるという事への責任感が私

達関係者に芽生えたのではないかと感じられ

ました。お忙しい中、久米島健康増進の為に

大切な時間を費やして下さった方々に心より

感謝申し上げます。　このイベントに関係さ

れた方々にとっても意味深い体験になってい

れば幸いです。

※１　Lifelong Health Record：個人が生涯に記録す

　　るさまざまな健康情報を集積し、医療機関及

　　び個人がインターネットで有効に活用できる

　　ようにするもの。

※２　久米島デジタルヘルスプロジェクト：久米

　　島町の糖尿病の解析と解決のための有効な方

　　策を開発するプロジェクト。
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　平成30年2月4日、例年にない寒さの中、昨

年に引き続き八重山地区薬剤師会の健康とお

くすり相談会は離島開催となりました。今回

の開催場所は西表島です。亜熱帯のジャング

ル、イリオモテヤマネコ、マングローブ、マ

リユドゥやカンピレーの滝、動植物など多く

の自然があり、沖縄本島に次いで2番目に大

きい島です。西表島は人口約2400人、大きく

西部地区と東部地区に分かれますが、東部地

区大原にて相談会を開催いたしました。

　午前8時、石垣港離島ターミナル集合、沖

縄県薬剤師会から亀谷浩昌会長、笠原常務理

事、事務局の宮城さんと長嶺さん、沖縄県立

八重山病院から2名、地区薬剤師会から6名、

総勢12名。

　和やかな雰囲気の中、高速船「にいぬふぁー

ぶし」に乗船しいざ出発、港を出て間もなく

大きな波で何度か船は揺れましたが、北風の

吹く中、船酔いすることもなく、無事に約45

分かけて大原港に到着。竹富町手配のマイク

ロバスで移動し、会場は「離島振興総合セン

ター」集落や港などから近くの便利な場所に

ありました。到着後は去年の反省も踏まえ、

早めのミーティングを行い、測定機器の操作

などを教わり、担当配置を決め、会場設営を

行いました。

　昼食を済ませ、準備万端。この寒さなので

来場者の心配もありましたが、事前の呼びか

けやポスター・チラシ配布等で開始前から

徐々に増え始め、高齢者や中高年などで多く

の来場者でいっぱいになりました。

第153回健康とおくすり相談会報告
〜アウトリーチ型健康づくり推進事業 in 西表島〜

日時：平成30年2月4日（日）12：00〜16：30

場所：竹富町西表島“離島振興総合センター”

担当：八重山地区薬剤師会

月例相談会

▪健康とおくすり相談員（順不同・敬称略）

　○亀谷　浩昌　　　○笠原　大吾　　　○山城　　専　　　○荒谷　敏巳　　　○石垣　綾子

　○宮良　善朗　　　○新高　由香　　　○宮良　長博　　　○上地　美奈子　　○伊波　綾乃

みどり薬局

宮良 長博

　保健師さんのミニ講座や簡単な運動で体を

ほぐし、残薬バッグ利用やお薬手帳の利用な

ど、笠原大吾先生の講座を終え、体成分分析

測定、骨密度測定、動脈硬化度測定、HbA1C

など測定開始、今回HbA1Cは3台を準備事前の

練習がうまくいきスムーズに測定も出来てい

ました。一部動脈硬化測定で時間がかかり、

帰りの乗船時間ギリギリまで行いましたが、

全員の測定はできませんでした。

　今回の反省点としては、測定結果をもとに

相談に対応するスタッフの人数不足や受付終

了時間を決めてなかったことです。次回に改

善したいと思います。約50名の地域の方の参

加があり、お薬手帳持参や、日頃から健康意

識が高く真剣に取り組んでいました。沖縄県

立八重山病院付属大原診療所の医師や看護師

さんも参加され、今回の取り組みに感謝され、

処方内容など意見交換する場面もありまし

た。担当者の感想では、全体的にHbA1C、動

脈硬化、骨密度など異常値はなかったとのこ

と。現在、治療や内服薬服用中の方も含め多

くの方がご自身の健康に関心を持たれ、気を

つけている感じがしました。

　八重山地区薬剤師会では島内や離島での未

開催の所がまだまだ多い状況です。県薬ス

タッフの参加に大変心強く感じました。ご指

導・ご協力に感謝を申し上げます。今後も引

き続きサポートをお願いしたいと思います。

八重山地区薬剤師会は今後も地域と関わりな

がら八重山地域住民の健康サポートへ取り組

んでいきたいと思います。
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　去る平成30年2月11日、南大東島保健セン

ターにて健康とお薬相談会が開催され、相談

員の一人として参加させていただきましたの

で報告致します。

　今回の相談会は久米島や西表島に続くアウ

トリーチ型健康づくり推進事業の一環として

行われ、総勢14名が参加しましたが、私を含

めほとんどの方が南大東島へ訪れるのは初め

てとのことでした。

　那覇から飛行機でおよそ1時間、午前11時

前に南大東空港に到着し、会場である保健セ

ンターへと向かいました。当日は健康フェア

も同時開催されていたため、すでにたくさん

の方で賑わっており、ウォークラリーや展示

などを楽しまれていました。

　これらの催しに負けないようしっかり対応

しなければ、と一人で勝手に意気込んでいた

のですが、全くの杞憂に終わりました。私は

動脈硬化度測定を担当させていただいたので

すが、何度やってもエラーの繰り返し。結局

機器自体の不具合ということで測定はもう一

台のみで行いましたが、それまでにかなりの

時間もかかり、なおかつ結果も出ないという

状況だったにも関わらず一言の文句さえ言わ

れませんでした。それどころか、「何度でも

測り直してくれていいよ」、「わざわざ来てく

れてありがとう」と温かい言葉をかけていた

第154回健康とおくすり相談会報告
〜アウトリーチ型健康づくり推進事業 in 南大東島〜

日時：平成30年2月11日（日）12:00〜15:00

場所：南大東村保健センター

担当：那覇地区薬剤師会・中部地区薬剤師会

月例相談会

▪健康とおくすり相談員（順不同・敬称略）

　◦亀谷 浩昌　　　◦江夏 京子　　　◦村田 美智子　　　◦笠原 大吾　　　◦川満 直紀

　◦仲座 方利　　　◦熊王 清華　　　◦松本 薫之　　　　◦松本 洋江　　　◦狩俣 イソ

　◦林 　弘子　　　◦翁長 詩織　　　◦太田井 寛

そよ風薬局 那覇店

太田井 寛

だき、島民の方々の優しさに感動しきりで

した。沖縄県に属してはいますが、成り立

ちや歴史を聞くと1900年頃に八丈島からの

移民によって開拓されており、名字や方言、

文化なども沖縄のそれとはまた異なる雰囲

気でした。

　最終的に、約30名が相談に訪れました。測

定結果に関しては、年齢30〜80代で、ほぼ全

員が正常範囲内（平均値±2SD）でした。骨

密度測定、体成分分析、HbA1c測定についても、

担当された相談員の先生方にお話を伺ったと

ころ概ねとても良好であった、とのことでし

た。絶海の孤島とも呼ばれる南大東島におい

て、産業は農業と水産業が大部分を占めてお

り、島でとれる野菜や魚介類を中心とした地

産地消の食生活をされてきたこともその結果

の一助になっているのではないかと推察され

ます。しかし、それでも病気やケガは起こ

りますし、他の離島同様、専門の医療機関

を受診するためには本島などへ通う必要が

ありますが、その負担は大変大きいものと

思われます。

　今回のような健康チェックやお薬の相談が

定期的かつ継続的に行われ、健康に対する意

識向上や適切な服薬につなげていくことで、

その負担を少しでも軽減していくことがとて

も重要であると再認識しました。
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アウトリーチ型　健康づくり推進事業 　健康とおくすり相談会　スナップ写真

＜西 表 島＞ ＜南大東島＞
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平成29年度日本薬剤師会学校薬剤師部会
くすり教育研修会報告

　　　　　　　　　　　　日時：平成30年2月25日（日）13:30〜16:55

　　　　　　　　　　　　会場：大阪府薬剤師会館 大ホール

　平成30年2月25日に大阪府薬剤師会館3階大

ホールにて行われた、平成29年度日本薬剤師

会くすり教育研修会に参加しました。

　主テーマは「学校におけるくすり教育の現

状と課題」として保健体育教諭、保健主事、

養護教諭、学校薬剤師など多くの職種が集ま

り会場は満員でした。

　基調講演として文部科学省　初等中等教育

局健康教育・食育課　健康教育調査官の小出

彰宏氏に講演いただきました。社会情勢の変

化により、医療行政の視点から「セルフメディ

ケーションの推進」、教育行政の視点から「保

健教育で育てたい子供・国民像」の両者が医

薬品の教育と一致し、健やかな体を育む教育

の在り方について審議され、子供たちの発達

段階を踏まえて保健の体系化が図られまし

た。さらに平成29年3月告示された中学校学

習指導要領には保健分野に関して3学年間で

48単位時間程度とされ、がんについても取り

扱うこととなりました。幼稚園、小学校と教

育を重ねつつ、中学校では「医薬品を正しく

使用することを掲げ、主作用と副作用や使用

法を正しく理解させるよう」と説明あり、高

等学校では、「医薬品は有効性や安全性が審

査されており、販売には制限があること。疾

病からの回復や悪化の防止には医薬品を正し

く使用することが有効であること」など要領

解説に記されています。しかし、医薬品教育

の問題点として、①保健体育の授業を行う保

健体育課教諭が研修会に参加する機会が少な

い。②保健体育課教諭と学校薬剤師との接点

が少ない。ということがあげられ、養護教諭

が接点をつなぐキーパーソンになると考えて

いるようです。「栄養ドリンクをのんでこな

学薬部会

学校薬剤師部会

新垣 紀子

かったら、元気が出ないと思い込む」「親から、

これ（人間の脳の機能や能力を高めることが

できるサプリや薬：通称スマートドラッグ）

を飲むと頭がよくなると言われ飲んでいる」

など間違った認識のなか正しい情報をしっか

り身につけるためにも、学校薬剤師との連携

を期待しているようです。医薬品の教育改訂

版を学校に配布したいと考えているので、依

頼があったら是非引き受けていただきたいと

のお話でした。

　事例報告としては3報告ありました。一つ

目の事例は、大阪市の小学校全校で薬の正し

い使い方講座を開催するにあたり、どのよう

に各会へ説明し理解を得られるようになった

かなど経緯や開催した実際の授業内容の工夫

点なども紹介されました。二つ目の事例は、

東大阪市の小学校で行われたおくすり教室に

ついて、保健所・薬剤師会・学校薬剤師との

連携をしながら取り組んでいる状況を報告。

三つ目の事例は、くすり教育へのサポートを

見直すということで、「くすりは正しく使っ

てこそくすり！」のパンフレットをどのよう

に活用しているか紹介していただきました。

　学校薬剤師部会では、3月初旬に学校薬剤

師の皆様に「くすりは正しく使ってこそくす

り！」のパンフレットを送付いたしました。

このパンフレットはダウンロードも可能で

す。ぜひ、ご活用ください。その他、必要な

資材などあれば県薬学校薬剤師部会へご連絡

ください。
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青年部会主催

在沖米軍基地内海軍病院見学ツアー報告

　　　　　　　　　　　　見学施設：薬局、病棟

　　　　　　　　　　　　日　　時：平成30年2月12日（月・祝）10:00〜11:30

　　　　　　　　　　　　参加人数：18名（2組に分かれて見学）

　先日、米軍基地内海軍病院見学ツアーに参

加しました。薬局と病棟、2か所の見学を行っ

たのですが、まずは薬局についての感想を書

きたいと思います。

　薬局内で最初に気になったのは薬の箱のデ

ザインの違いです。日本では調剤ミスを減ら

すため、見た目で違いがわかるようにヒート

や箱がカラフルになっていますが、アメリカ

はピッキング後にバーコードを通して監査を

行うためか、薬品の箱はシンプルで白地に薬

の名前が書いてあるだけのものが多い印象を

受けました。錠剤のピッキングは基本的なも

青年部会

会営薬局うえはら

中曽根 鳴香

のは機械が行い、オレンジ色のカメラフィル

ムケースのような容器に自動的に薬剤が充填

され、用法用量などが書かれたシールが貼ら

れて出てきます。監査はラベルのバーコード

を通し、薬剤師がパソコンに表示される識別

コードをチェックし、容器の大まかな重さで

どれぐらいの個数入っているのか確認してい

ました。容器の中には1種類の薬剤のみ入っ



－ 55－

おきなわ薬剤師会報　平成30年 3 ･ 4 ･ 5月号

ており、老人が多く来るような施設であれば

一つの容器に一回分の薬を入れるところもあ

るけれど、ここの施設ではそういったことは

行っていないとのことでした。

　薬局で一番驚いたのは、服薬指導を薬剤師

とテクニシャンの両名が行うことができ、患

者さんは事前にどちらから投薬されるか選ぶ

ことができることでした。ラベルにはどうい

う症状の人がこの薬を飲むのか、副作用の情

報なども記入されてあるため、「ラベルにす

べて書かれているから、ラベルの字なら誰で

も読むことができるでしょう？」と海軍病院

の薬剤師に説明され、とても合理的な考えだ

と思いました。質問などがある場合はテクニ

シャンではなく、薬剤師が応対しているとの

ことです。

　病棟で一番印象に残ったものは、タッチパ

ネル式の払い出し機器です。指紋認証で払い

出し者の記録が残され、タッチパネルで患者

のカルテを選ぶことで必要な薬のみが取り出

せるようになっていました。海軍病院の見学

を通して実感したのですが、不正使用や調剤

ミスを防ぐために、人の能力のみに頼らず

様々な機械が導入されていることも合理的に

感じました。

　そのほかに印象に残ったことは、アメリカ

の本国ではインスリンと注射用の針は処方箋

なしで入手できるという話や、病院の支払い

は軍人の場合、給料から引き落としで行われ

病院で直接お金を支払わないため会計が混雑

していないことなどでした。

　今回、軍基地内海軍病院の見学に参加して、

調剤の工程やテクニシャンの業務などアメリ

カの調剤現場を学ぶことができ非常に有意義

でした。しかし、英語が苦手なため積極的に

質問ができず、薬歴はどうつけているのか、

テクニシャンも薬歴を記載するのかなどの疑

問が残ったので、また別の機会にアメリカの

薬剤師業務について学ぶことができればと思

います。
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平成29年度薬剤師継続学習通信教育講座スクーリング報告

　　　　　　　　　　　　日時：平成30年2月18日（日）9:55〜16:05

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

　一般社団法人日本女性薬剤師会が主宰する

平成29年度薬剤師継続学習通信教育講座のス

クーリングを去る2月18日（日）、上記プログ

ラムで開催した。

　この講座は通年制で展開され、年間8冊の

テキスト学習後設問へ回答し年１回のスクー

リングを受講することで、15単位（G16）が

取得できるシステムになっている。

　テキストは毎年新しく執筆、編集されてい

るため、内容が常に新しい情報となっている

のも特色である。１冊につき１つのメイン

テーマが取り上げられ、医療（薬物を含め医

師が担当）、薬学、看護、栄養など、ガイド

ラインを含めた今日的な周辺情報も提供して

くれる密度の濃いテキストになっている。加

えて、薬物動態などの基本的な知識やセルフ

メディケーションのような最近の話題も含め

て、毎年、生涯教育に欠かせない内容となっ

ている。

女性薬剤師部会

部会長　村田 美智子

　おきなわ薬剤師会報の平成30年1・2月号に

同封した案内文書で内容等をすでにご存じと

は思うが、平成30年度は昨年からOTC化をめ

ぐり話題になっている“ピル”もとりあげて

いる。3月末で一応の締め切りではあったが、

まだ間に合うのでぜひ受講をお勧めしたい。

男性会員も含め県薬剤師会まで連絡していた

だけたらありがたい。

　平成29年度のスクーリングだが、通信教育

受講者を含め47人の参加があった。プログ

ラムのように70分の4講義とランチョンセミ

ナーを併せて、10時から16時までの長丁場の

講義であったが、どの講義も第一線の臨床に

即した興味深い話であった。

　詳細は以下の4人の先生方の報告にお任せ

したい。

女性薬部会

＜プログラム＞　　　　　　　　　　　　 司会進行　女性薬剤師部会副部会長　与儀　和子

　○開会の挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 女性薬剤師部会会長　村田美智子

　○不安障害『不安神経症』・パニック障害　精神神経用薬の使い方

　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　あかりクリニック院長　中村　明文

　○脊椎管狭窄症と椎間板ヘルニア　痛みの治療

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロコモクリニック南城院長　上原　敏則

　○ランチョンセミナー

　　“イフェクサSR-カプセル”・“ビビアント錠”に関する情報提供　　 ファイザー株式会社

　○消化性潰瘍（胃・十二指腸潰瘍）　ピロリ菌除菌を含む

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 那覇市立病院消化器内科部長　仲地　紀哉

　○婦人科がん　卵巣がん・子宮体がん・子宮頸がん

　　　　　　　　　　　　　　　　　 琉球大学医学部附属病院産科婦人科講師　久高　　亘

　○閉会の挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　 女性薬剤師部会副部会長　与儀　和子
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＜不安障害『不安神経症』・

パニック障害　精神神経用薬の使い方＞

あかみち薬局　莇 初子

　不安障害（不安神経症）・パニック障害　

精神神経用薬の使い方と題して、あかりクリ

ニックの中村昭文院長の講義についてまとめ

ます。

　うつ・うつ状態は、強いこだわりやストレ

ス、及び、恐怖感や不安等が扁桃体に過剰な

影響をあたえることによるもので、心因性疾

患に分類されます。

　心因性疾患とは、脳の機能が正常なのにも

かかわらず、「こころ」に大きな影響を与え

る体験がきっかけとなり、気分や感情、思考

行動などが、以前の自分のものから脱線して

しまっている状態にある病気のことを指しま

す。原因となった体験がなくなれば反応は消

失するとの事でした。

　不安神経症にはいくつかの病態があり、社

会恐怖/社交不安障害、パニック障害、強迫

性障害などがあげられます。今回はパニック

障害についてより詳しく説明されていました。

　パニック障害とは、突如として理由なく生

じる強い不安発作（パニック発作）を繰り返

します。パニック発作では動悸、発汗、震え、

呼吸困難、現実感の消失、恐怖感といった症

状が急に起こり、10分程度で激しい症状は治

まります。パニック発作を繰り返すことで、

次にまた発作が生じるのではないかという不

安が強くなり（予期不安）、発作が生じたと

きに逃げることができないような状況（会議、

公共の乗り物、雑踏など）を避けるようにな

ります。（広場恐怖）。パニック障害は100人

に1人はかかると言われており、誰でもかか

る恐れのある病気です。実際にはパニック発

作で死ぬことはなく、10分程度で激しい症状

は治まります。

　パニック障害の薬物治療は、主に選択的セ

トロニン再取り込み阻害薬（SSRI）とベンゾ

ジアゼピン系抗不安薬で開始し、パニック発

作をおさえることを目指します。SSRIは少量

から開始し、除々に増量してくこともあり、

十分な効果が現れるまでに2〜4週間かかるた

め、効果が速く現れるベンゾジアゼピン系抗

不安薬を一緒に服用し、パニック発作が起こ

らないようにします。ベンゾジアゼピン系抗

不安薬は「依存症になる」といわれることが

ありますが、医師の指示をきちんと守って服

用すれば安全です。

　SSRIの飲み始めに、吐き気や下痢などの消

火器症状が現れることがありますが、多くの

場合は1〜2週間程度で自然に慣れていきま

す。また、飲み始めや増量時に、不安やイラ

イラ・ソワソワなどの症状が現れることがあ

りますが、服薬量を加減することでほとんど

の場合は対応できます。

　SSRIは、効果が得られる前に副作用が生じ

るため、開始して間もない時期には、服薬継

続のための薬剤師による指導がとても大切だ

と感じました。また、服薬により症状が改善

したからといって、自己判断で中断してしま

うと、中断症候群（頭痛、吐き気、イライラ、

不眠など）が現れることがあります。服薬日

記などを利用し、コンプライアンスの維持の

ために、我々薬剤師による服薬指導はとても

必要とされていると感じました。

＜脊椎管狭窄症と椎間板ヘルニア

痛みの治療＞

ハープ薬局 とみしろ店　玉澤 真理子

　整形外科受診の理由の第一位は「腰痛」、

その次に、膝、肩と続くとの事。今回はその

腰痛の代表的な疾患の椎間板ヘルニアと脊柱

管狭窄症について、ロコモクリニック南城の

上原敏則先生にご講義して頂いた内容を報告

致します。

痛みの分類

①神経因性疼痛（知覚神経由来）

・神経受容性疼痛（打撲・骨折・捻挫・関節

　リウマチ他）

・神経障害性疼痛（椎間板ヘルニア・脊柱管
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　狭窄症・帯状疱疹・神経炎・抑制系の抑制）

②心因性疼痛（心の痛み、不安ストレス）

腰椎椎間板ヘルニア

　椎間板の中の髄核が線維輪を突き破って脱

出した状態。座った状態から立ち上がる時に

椎間板にかなりの力が入る。立つことがヘル

ニアの原因。男性に多い。

〈症状〉痛みや麻痺

〈診断〉臨床データが有力な診断ツール。MRI

検査と合わせて行う。

　神経根圧迫タイプと馬尾圧迫タイプがある。

〈治療〉保存療法が第一選択（95％は治る）

　術後１年半と比較して、両者の経過に変わ

りないとも言われている。

　ヘルニアが吸収されて小さくなり、自然に

消退するものもある。

　安静、薬物療法（NSAID、筋弛緩剤、消炎

鎮痛剤、弱オピオイド、VB12、ノイロトロピ

ン、リリカ）

　神経ブロック、認知行動療法。

手術としては内視鏡の手術が多く行われて

いる。

腰部脊柱管狭窄症

　脊柱管を形成しとりまいている骨、軟部組

織が厚くなり馬尾神経や神経根を圧迫するこ

とによって生じる病状。基本的に加齢現象（年

を取って足腰が弱くなった状態）。

〈症状〉腰下肢痛・歩行困難・下肢のしびれ、

筋力低下・尿漏れ。特徴的なのは、間欠性跛

行。血管性間欠性跛行との鑑別が大事。

〈診断〉臨床症状、レントゲン、MRI、CT、脊

髄造影。

〈治療〉根本的な治療は手術療法。

　手術が困難な場合、対症療法として薬物療

法（NSAID、筋弛緩剤、オパルモン、VB12、

弱オピオイド、ガバペンチン、抗うつ薬、牛

車腎気丸、八味丸、リリカ、トラムセット他）

物理療法、運動療法、認知行動療法。

痛みと脳

　どんな痛みも「脳で感じている」。特に腰

痛などの慢性的な痛みは体だけの問題ではな

く、「脳」へのアプローチが欠かせないとの

ことで、上記の2つの疾患の治療方法にも「認

知行動療法」が挙げられている。同じ刺激で

も痛みを感じる場合と感じない場合がある。

楽しいことを考えると痛みは軽くなる。痛み

があってもやれることはたくさんあるという

方向へ変えていく療法も大切。

骨粗鬆症との関係

　骨粗鬆症に罹患している高齢者は腰部脊柱

管狭窄症や腰椎椎間板ヘルニアなど脊椎疾患

を少なからず合併していることがあるらし

く、女性は特に骨粗鬆症から腰部脊柱管狭窄

症になることが多い為、骨粗鬆症の治療をき

ちんと行うことも予防の1つ。

腰痛に別の疾患が隠れていることも…。

　腰痛が悪化し結局、乳がんの転移だったこ

ともある。また、ゴルフの後、下肢のしび

れ、胸痛がおこり検査の結果大動脈瘤が見つ

かり手術に至った例や、化膿性脊髄炎や多発

性骨髄炎であった例もあるとのこと。痛みと

は、体に何らかの異常が起こっているという

アラームサイン（注意信号）であるから、痛

みにより危険を察知し、危険な状態を回避す

ることができる。これを無視すると死に至る

こともあるため、安易に放置してはならない。

　今回の先生の講義では、たくさんの症例や

たくさんのレントゲン、MRIの画像を見せてい

ただき、より理解しやすいものとなりました。

　私たち薬剤師は薬剤のことだけでなく、あ

らゆる疾患についてもしっかり学ぶ必要があ

ると改めて感じました。
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＜消化性潰瘍（胃・十二指腸潰瘍）

　ピロリ菌除菌を含む＞

あいらんど薬局 豊見城中央病院前店　藤田 良子

　那覇市立病院消化器内科部長の仲地紀哉先

生より講義頂いたので主な内容を報告させて

いただきます。

　まず初めに、基本となる消化性潰瘍の成因

についての説明がありました。

　「防御因子」と「攻撃因子」のバランスが

崩れると潰瘍が発生します。「防御因子」と

は血流・胃粘液・PGなどであり、「攻撃因子」

とは胃酸・ペプシンなど胃粘膜を傷害するも

のです。「防御因子」と「攻撃因子」のバラ

ンスを崩す要因としてヘリコバクターピロリ

菌やNSAIDş、ストレス、嗜好品等があり今回

の講義では主にヘリコバクターピロリ菌と

NSAIDşについて勉強しました。

①ヘリコバクターピロリ菌とは

・グラム陰性桿菌

・ウレアーゼ活性を有し胃中の尿素からア

　ンモニアを作り、胃酸を中和して生息する。

・感染経路は主に幼児期に食べ物を介して

　感染する垂直感染で、他に水系感染や保

　育園などの施設内感染がある。成人に

なってからの感染はまれという。

②ヘリコバクターピロリ菌の主な検査と診断

について

<内視鏡を使用する>

・ピロリ菌によるウレアーゼ活性を測定す

　る迅速ウレアーゼ検査

・組織を採取し染色する検鏡法

・採取組織を培養する培養法

<内視鏡を使用しない>

・抗体検査

・尿素呼気試験

・便中抗原測定

　内服している薬剤の影響を受けやすいが除

菌の判定には、尿素呼気試験が適しているそ

うです。

③治療法について（除菌治療の適応となる胃

潰瘍・十二指腸潰瘍・萎縮性胃炎がある場合）

一次除菌（PPI+AMPC+CAM×1週間）

⇒除菌率約70％

CAM耐性菌の増加が問題となっています。

二次除菌（PPI+AMPC+MNZ×1週間）

⇒除菌率約90％

三次除菌（PPI+AMPC+シタフロキサシン　

×1週間）⇒保険適応外

<治療上の注意点として>

　下痢や軟便、味覚異常、アレルギーなど

に注意する。喫煙は除菌率低下につながる

ので禁煙が望ましい。MNZは飲酒により腹

部疝痛、嘔吐、潮紅などをおこすため禁酒

が必要です。

　ヘリコバクターピロリ菌感染による消化

性潰瘍の発生率は低いものの、胃潰瘍の70

〜80％、十二指腸潰瘍の90％以上がヘリコ

バクターピロリ菌に感染していると考えら

れています。ピロリ菌除菌治療は薬剤耐性

による除菌率の低下が問題となるが胃酸を

コントロールすることで除菌率が上昇する

ことが期待できることを改めて学びました。

④ NSAIDşについて

　消化性潰瘍の原因となるヘリコバクター

ピロリ菌感染は衛生環境が良くなっている

日本では減少傾向にあります。人口に占め

る高齢者の割合が年々高くなってきている

ため、消化性潰瘍の原因としてヘリコバク

ターピロリ菌以上にNSAIDş/LDAの対策が重

要になってきています。

　高齢者増加に伴い、NSAIDş起因性出血性

潰瘍の患者数も増加の傾向にあり、病変止

血後もNSAIDş再開を必要とする割合は増え

ています。LDA（低用量アスピリン）は脳・

心臓疾患治療に広く使用されているためい

かにして出血のリスクを減らすかが課題と

なってきています。
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　今回の講義では、ピロリ菌除菌療法でよく

起こる副作用やその対処法、服薬時の注意点

や除菌成功後に得られるメリット、デメリッ

トを学習でき、また高齢者の処方によく見ら

れるNSAIDş/LDAが原因の消化性潰瘍が今後増

加することを学ぶことができました。

　今後の服薬指導時に併用薬の確認・自覚症

状有無・薬の飲み忘れなど注意してチェック

していくことが重要であると実感しました。

＜婦人科がん

（卵巣がん・子宮体がん・子宮頸がん）＞

共創未来沖縄薬品株式会社　山城 聖子

　琉球大学附属病院産科婦人科の久高亘先生

に、婦人科がん（子宮頸がん・子宮体がん・

卵巣がん）についてご教授いただいたので報

告致します。

1. 子宮頸がん

　子宮頸がんは、扁平上皮がん80％・腺が

ん20 ％ に 分 か れ、HPV（Human papilloma 

virus）感染が原因で、女性生殖器悪性腫瘍

の中で最多の約50%を占める。年間15,000例

罹患、年間3,000〜4,000例死亡、女性癌死

亡原因の9〜10位。日本は先進国の中では高

い罹患、特に沖縄は全国平均の1.5倍に上る。

近年20〜30代の若年層に急増している。

治療方法

　主治療である手術・放射線療法と、補助療

法である化学療法に分かれ、進行期によって

異なる。また子宮摘出術を施行すると妊孕性

が失われるため、妊娠希望の有無によって適

切な選択が必要である。手術と放射線治療成

績は同等。

　アメリカ国立がん研究所（NCL）が、子宮

頸癌に対する化学療法＋放射線療法は生存率

を改善すると発表。

手術不能例・難治例に対する治療方法

　腫瘍を小さくしてから（術前化学療法：

NAC）手術又は放射線治療する方法と、化学

療法放射線療法同時併用（CCRT）する方法が

ある。

HPVワクチンの有用性

　これまでHPVワクチンの有用性はHPV感染率

の低下や尖形コンジローマ・前がん病変の発

症率低下でのみ示されていたが、HPV関連浸

潤がんの発症率低下が証明された。

2. 子宮体がん

　子宮体部内膜より発生した悪性上皮性腫瘍

で、組織型は類内膜がんが最も多く、近年増

加傾向である。閉経後の50〜60代で好発する

が、近年閉経前の発症も増加している。エス

トロゲンが原因の1つとして挙げられている。

危険因子として、肥満、未産婦、不妊、糖尿病、

高血圧また、高エストロゲン状態の持続（無

排卵周期症、持続性無月経、卵胞ホルモン投

与）、乳がんの既往（タモキシフェン内服）。

　代表的な自覚症状は不正性器出血（閉経後

性器出血含む）で、約8〜9割に認められる。

その他帯下（おりもの）増量、子宮留血症、

子宮留膿症などがある。比較的症状が出やす

く、早期で見つかることが多い。

治療方法

　手術、放射線療法、化学療法があるが手術

療法が基本で、その他は補助療法として存在。

妊孕性温存療法（高用量黄体ホルモン療法）

は、がん病変が子宮内膜に限局し、高分化型

（G1）類内膜がんである、子宮温存を強く希

望する症例に限る。

3. 卵巣がん

　発生部位によって分類され、上皮性腫瘍（最

も発生頻度が高い）、性索間質性腫瘍、胚細

胞腫瘍等、それぞれ多彩な組織型に細分され

る。年間約9,000例が罹患し、死亡例は半数

の4,500例と婦人科がんの中で最多、近年増

加傾向にある（40年前の4倍）。閉経後の50代

以降で好発するが、胚細胞腫瘍は20〜30代の

若年者に好発する。危険因子として、生殖・

内分泌環境：妊娠・分娩や経口避妊薬服用は

リスクを下げるといわれる（排卵回数減少と
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の関連が指摘）、遺伝的要因（5〜10％は遺伝

性あるいは家族性に発生している）、環境因

子（未だ明確な根拠はない）。婦人科悪性腫

瘍の中で最も予後が悪い。

　症状は腫瘍が大きくなるまで無症状のこと

が多いが、腹部膨満感、圧迫症状（尿意頻数、

便秘、腹痛、下腹部痛）、月経異常、不正性

器出血等がある。

治療方法

　初回手術で進行期決定、病変の可及的摘

出。術後補助化学療法（標準的化学療法：

タキサン製剤とプラチナ製剤併用療法）

ベバシズマブ併用により無増悪生存期間が

延長。

　卵巣悪性胚細胞腫瘍：若年者では妊孕性温

存手術が標準治療で、術後速やかに化学療法

を開始

4. 遺伝性乳癌・卵巣癌症候群（HBOC）

　HBOCは、BRCA1遺伝子またはBRCA2遺伝子の

生殖細胞系列の病的変異が原因で、乳癌や

卵巣癌を高いリスクで発症する遺伝性腫瘍

の1つ。

特徴

・若年で乳がんを発症する。

・トリプルネガティブ（エストロゲン受容体、

　プロゲステロン受容体を持っていなくて 

　HER2発現がないタイプ）の乳がんを発症

　する。

・両方の乳房にがんを発症する。

・片方の乳房に複数回がんを発症する。

・乳がんと卵巣がん（卵管がん、腹膜がんを

　含む）の両方を発症する。

・男性で乳がんを発症する。

・家系内にすい臓がんや前立腺がんになった

　人がいる。

・家系内に乳がんや卵巣がんになった人がいる。

乳がんにかかる可能性について

　一般の方（日本人）1倍・9%（1/12人）に

対して、乳がんの家族歴の見られる方2〜4倍・

18〜36%、遺伝性乳がん卵巣がんの方6〜12倍・

41〜90%と非常に高い確率となっている。

　今回の講義を受けて、女性として子宮がん

検診の必要性、少量の出血や下腹部痛等何ら

かの自覚症状があれば、すぐに相談できる「か

かりつけ婦人科医」を持つことが重要だとい

うことを改めて感じました。
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平成29年度女性薬剤師部会
第3回「妊娠・授乳とくすり」研修会報告

　　　　　　　　　　　　日時：平成30年1月21日（日）10:00〜12:10

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

　　　　　　　　　　　　講師：こくら虹薬局　長嶺奈津子先生

　我々は薬剤師の模合メンバー 3薬局数名で

参加した。本研修の内容とインターネットサ

イトの紹介、加えて研修後、本文が完成する

までにアセトアミノフェンのある研究結果が

オンライン版に掲載されたので紹介します。

最後に（これって）今年の初仕事？聞いて（読

んで）下さい。

妊婦への薬の投与

　妊婦が薬を服用する場合は妊娠の週数が大

事とのことです。受精後2週間（妊娠3週と6日）

までの外的因子（服薬等）は流産の理由には

なるが、胎児奇形の理由にならない。ALL or 

NONEの法則が適応されます。受精後3週間（妊

娠4週0日）より妊娠4カ月（妊娠15週0日）ま

では器官形成期のため催奇性が問題となりま

す。それ以降の妊娠5カ月（16週0日）から分

娩（40週0日）までは機能的異常・胎児毒性

を心配することになります。妊婦への薬の投

与の際には、「どうしても薬が必要か？」、薬

を投与しなくても軽快する疾患の場合もある

かもしれません。「その薬を使わなければど

うなる？」、薬を使わないことで母体が重症

化したら、かえって胎児に影響を及ぼすこと

があります。「似た作用でより安全な薬はな

いか？」、使うときはできるだけ内服回数が

減るようにできるだけ頓用で、似た作用のも

のならばより古い薬のほうがデータが蓄積さ

れてより安全と考えられるものが多いです。

（クラリスロマイシンよりアジスロマイシン

の毒性が低い）

みのり薬局

知念 正人

授乳婦への薬の投与

　ほとんどの薬は母乳に移行するといわれて

います。感覚的に少しでも赤ちゃんに薬が行

くのは“イヤ！”という母親にとっては「薬

を飲まない」「哺乳を止めて人工乳にする」

という選択肢もあるかもしれません。しかし、

実際はほとんどの薬が授乳中に内服しても赤

ちゃんへの影響は少ないといわれています。

　授乳中は妊娠中と違って赤ちゃんは、薬を

体外に排泄できるという点で大きく違いま

す。乳児の薬剤血中濃度は体に入ってきた量

（母乳にどれだけの濃度で入ったか・どれだ

けの量の母乳を飲んだか）と体から出ていく

量（肝代謝・解毒）（腎代謝・排泄）で決定

されます。そのため乳児の血中濃度はより低

くなり影響が少ないのです。

　ここで母乳についての知識として以下のこ

とがあげられます。まず、母乳が出続けるた

めには飲ませ続けることが大事です。乳児が

乳頭を吸うことで下垂体からオキシトシンが

産生されます。乳児が母乳を飲まないと刺激

がないのでオキシトシンの産生量が減り、乳

腺内の内圧が上がるので、乳腺のプロラクチ

ン受容体も減って母乳が産生されにくくなり

ます。ですからほんの数日授乳を中止するこ

とで、母乳が出なくなることがあります。母

乳育児には数々のメリットがあることが分

かってきています。授乳婦がなるべく授乳中

止しなくて良いように薬の情報収集・データ

女性薬部会



－ 63－

おきなわ薬剤師会報　平成30年 3 ･ 4 ･ 5月号

の解析力を身に着けたいものです。

以上が、今回の研修報告です。

次に、関連した情報を提供します。

インターネットサイト

　どんぐり工房が「ProファーマCH」に提供

するダイナミック服薬指導の中で、第18回の

タイトルとして「授乳中にこんな薬のんで大

丈夫なの？」があります。内容としてアモキ

シシリンの添付文書よりMP比（薬物の母乳中

濃度/母体薬物血漿中濃度）を求め、RID（乳

児相対摂取量）計算しています。

　結果はRID（％）＝0.3％　安全域である

10％未満なので、安全となっています。

　薬品によっては添付文書よりMP比が計算で

きない場合があるが、メーカーに問い合わせ

て計算するのが望ましいが、データがない場

合はMP比を５（これ以下であれば安全と考え

られている数値）にしてRIDを求めてもよい

と解説しています。

「European Psychiatry」1月10日オンライ

ン版

　妊娠初期に解熱鎮痛薬のアセトアミノフェ

ンを使用すると、生まれてくる子どもの言語

発達が遅れる可能性があることを示唆する研

究結果が「European Psychiatry」1月10日オ

ンライン版に掲載された。ただ、こうした関

連は女児のみに認められ、男児では母親が妊

娠中に同薬を使用しても言語発達遅滞リスク

の上昇は認められなかったという。（中略）

　解析の結果、妊娠8〜13週までにアセトア

ミノフェンを使用した母親から生まれた女児

では、2歳6カ月時の言語発達遅滞リスクが高

かった。特に妊娠8〜13週までに6錠以上のア

セトアミノフェンを使用したと報告した母親

から生まれた女児では、同薬を使用しなかっ

た母親から生まれた女児と比べて同リスクは

5.9倍と高かった。

　この研究結果について、専門家らはアセト

アミノフェンが子どもの言語発達遅滞の原因

になることを示したものではない点を強調し

ながらも、「妊娠中のアセトアミノフェンの

使用は、どうしても必要な場合にとどめてお

くべき」との見解を示している。

　今回の研究には関与していない米カリフォ

ルニア大学サンディエゴ校教授のChristina 

Chambers氏によると、アセトアミノフェンは

長年にわたって完全に安全な薬だと考えられ

てきたため、妊婦のほぼ2人に1人はアセトア

ミノフェンを使用しているのが実態だという。

　妊娠中に痛みの緩和や解熱のために使用で

きる薬剤の選択肢は限られており、アセトア

ミノフェンに代わる薬剤がないことも、多く

の妊婦がアセトアミノフェンに頼らざるを得

ない要因の一つだ。

　ただし、Chambers氏は今回の研究について

（1）アセトアミノフェンの市販薬を使用した

時期や頻度のデータは女性の記憶に基づいて

いるため信頼性が低い（2）アセトアミノフェ

ンを必要とした女性にはもともと重症あるい

は慢性的な疾患があった可能性があるが、そ

の影響については考慮されていない—といっ

た限界があることを指摘し、「結果は慎重に

解釈すべきだ」と強調している。

　一方、今回の研究を率いたSwan氏は「妊娠

中のアセトアミノフェン使用に関連したリス

クのエビデンスは増えてきている」と説明。

一例として、妊娠中に1カ月以上にわたって

同薬を使用することで出生児のADHDリスクが

上昇するとの報告もあると紹介している。そ

の上で、同氏は「妊娠中にアセトアミノフェ

ンを使用する場合は医師に相談し、医学的に

妥当とされる場合に限り服用することが重要

だ」と助言している。追って報告される研究

結果に注意が必要かもしれない。

みのり薬局で

 以前問い合わせで“普段より喘鳴が強いと

受診し、アドエアを処方している患者が妊婦

となって外来で来ているが、（アドエア）使っ

てだいじょうぶなのか？”との内容であった。
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妊婦への吸入ステロイド薬・β刺激薬配合剤

の使用に関しての問い合わせがあれば、今回

の研修で学んだブデソニド配合吸入剤をすす

めることにしよう。

今年仕事始めの1月4日

　出勤のため玄関をでて階段を下りる途中で

携帯電話が鳴った、近医（院内処方）の医師

からだ“休みなのに申し訳ない。5か月の妊

婦でエビを食べて全身全身に発疹、水疱もあ

る。薬だがプレドニゾロン 抗ヒスタミン剤

は大丈夫か？どうだろう”“プレドニゾロン

はSLEの患者の妊娠時にも継続服用必要なの

で大丈夫です。よく起こすのですか？“電話

の向こうより”初めてです。その日は調子が

悪かったです。“患者は職員だった。”先生職

員なら少なめに4錠くらいで始めたらどうで

しょう。寝付きにくくなるかもと、伝えてく

ださい。“　“わかったありがとう。軟膏も一

緒に出しておくわ”

　これが初仕事？　今年はどんな年になるの

やら…

平成29年度日本医薬品卸勤務薬剤師会フォーラム報告

　　　　　　　　　　　　日時：平成30年2月16日(金）10:30〜16:30

　　　　　　　　　　　　会場：大阪コロナホテル

　平成3 0年2月1 6日に大阪で開催された

フォーラムに参加しましたので、ご報告致し

ます。

　日本医薬品卸勤務薬剤師会の師尾会長は冒

頭の挨拶で、今回の講演のテーマである「ドー

ピング」は他人事ではなく、薬剤師が関わる

重要な事項である。また、会員発表の3題は

卸にとって重要で、ディスカッションでは成

功例なども聞けるかもしれないので積極的に

話し合ってほしい。さらに、既に公表されて

いる「流通改善ガイドライン」と「薬剤師行

動規範」にも触れ、薬剤師は確固たる信念を

持って行動することが求められると話されま

した。

卸部会

日本医薬品卸勤務

薬剤師会沖縄県支部

（株)琉薬　吉冨 弓江

【講演】

観るスポーツから支えるスポーツへ

　〜アンチ・ドーピングのための理解〜

北海道大学病院薬剤部  　

副薬剤部長　笠師 久美子

　ドーピング違反（アンチ・ドーピング規制

違反）とは次の10項目に該当する場合をいい、

⑤⑩は制裁2年、その他は制裁4年となる。制

裁期間中は自主トレは可能だが大会への参加

はできない。

①生体からの検体に禁止物質が存在する

②禁止物質・方法を使用する、使用を企てる

③検体採取を拒否、回避する

④ドーピングコントロールを妨害または妨害

　しようとする



－ 65－

おきなわ薬剤師会報　平成30年 3 ･ 4 ･ 5月号

⑤居場所情報関連義務違反

⑥禁止物質及び禁止方法を所持する

⑦禁止物質・方法の不法取引を実行する

⑧競技者に対して禁止物質又は禁止方法を投

　与・使用する

⑨規則違反を援助、支援、隠し、企てる

⑩規則違反者をサポートスタッフとして雇う

　等で関係を持つ

　禁止物質には様々な医薬品成分も含まれて

おり、常に更新されているため最新の情報を

入手しておく必要がある。また、一年中使用

禁止の物質、競技会検査で禁止される物質、

特定競技において禁止される物質など条件も

様々である。的を狙う競技では、手の震えを

抑える作用のあるβ遮断薬が禁止物質となっ

ている。一年中使用禁止の物質にはインスリ

ンが含まれるため、1型糖尿病の選手は事前

申請が必要となる。

　平成28年の国内違反事例における禁止物質

では蛋白同化薬が最も多く、次いで興奮薬、

利尿薬と続く。薬剤等の入手先としては不明

が最も多く、処方、ネット・通販が続く。処

方では、選手が医師にアスリートであること

を伝えていない、ネット・通販ではOTCの成

分をよく調べていないことで起きている。

　禁止薬物の相談を受けた際には、禁止薬物

の半減期など考慮して「競技会の○○日前で

すから大丈夫です」というアドバイスは、代

謝は人それぞれ異なるので危険であることを

知っておいてほしい。

　Global DRO（https://www.globaldro.com/

JP/search）では、禁止表国際基準を競技に

応じて検索することができる。また、北海道

薬剤師会・岩手県薬剤師会では選手向けの冊

子「教えてください　アンチ・ドーピングの

こと」を作成しており、ダウンロード（http://

www.doyaku.or.jp/doping/data.html）でき

るので、利用していただきたい。

　アンチ・ドーピング活動は決して特別なも

のではなく、

・スポーツと薬について少しだけ考えてほしい

・普段の生活の中で少しだけ薬について知っ

てほしい

・スポーツ選手が心身共に健康に競技を行う

ために必要なもの

・スポーツ・ルールの1つ

・選手や指導者だけでなく、皆が知っておく

べきこと

・ドーピングは命を懸けるべきものではない

・スポーツの素晴らしさを伝えるもの　　　

である。

【会員発表】　

テーマ

「地域における卸勤務薬剤師の活動について」

〈演題1〉

薬剤師不在時における特別な管理を

要する医薬品の対応について

長野県支部　　　　　　

（株)メディセオ伊那支店

山田 勝章

　麻薬・覚せい剤原料は薬剤師による厳格な

管理を要し、流通管理品目は薬剤師が窓口と

なって流通を管理しているが、ほとんどの事

業所は一人薬剤師体制となっている。平日の

薬剤師不在時や休日・営業時間外などにこれ

らの品目についてどのように対応しているの

かを調査し、現状の問題点や改善点などを考

察した。

　直近1年間の営業時間外における麻薬／覚

せい剤原料の出庫は延べ215回／ 52回であ

り、流通管理品目の時間外受注を受けたこと

がある事業所は約90％であった。

　事業所では薬剤師不在時に対応するため、

薬剤師以外の取扱者を特定している（事後に

薬剤師が確認している）、営業時間外には納

品できないことを得意先に伝えている、流通

管理品目については注文が予測される場合

に事前に申請しておくなどの工夫をしている

が、誤出庫、法令違反、事故等を防止するた

めには、営業時間外の注文を極力減らし、営
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業時間内に注文をしていただけるようMSとも

連携をはかり得意先の理解を得ていくことが

必要である。

　

〈演題2〉

医薬品卸における実務実習薬学生

受入に対するアンケート調査

岡山県支部　　　　　

(株)セイエル岡山支店

加藤 温子

　岡山県には薬学部が2校あり、得意先から

の依頼に基づき社内見学という形で協力して

きた。医薬品卸の業務内容についての理解が

得られているか、研修の質の向上を目的に参

加した実習生にアンケート調査を行った。

　「実務実習薬学生の受入協力におけるガイ

ドラインと留意点」（日本医薬品卸業連合会）

を受けて、各卸会社共通の研修内容は以下の

通りである。

①医薬品の流通に関わる法律・ルール（JGSP）

②医薬品卸の役割：商品の提供、情報提供、

　情報収集、ロット管理、不良品回収等

③医薬品の安定供給に向けての取り組み：流

　通のしくみ、災害時の対応等

④医薬品流通上の安全管理：バーコード検品、

　不正流通防止、適正使用等

⑤医薬品卸が行う医薬品情報提供：医薬品情

　報におけるMSとMRとの違い等

　アンケートの結果、倉庫内見学の満足度は

高く、②③④についてはある程度理解が得ら

れていたことがわかった。一方、①の理解度

が低く、説明方法等で各社工夫する必要があ

ると思われる。

〈演題3〉

省令改正に向けた各社の取り組みについて

北海道支部　　　　　　

(株)ほくやく薬事統括部

山岡 麻衣子

　2017年1月17日にハーボニー配合錠の偽造

品が発見された。個人輸入を通じた偽造品の

流入を除けば、我が国では偽造品の流通はな

いという認識が一般的であっただけに、強い

衝撃をもって受け止められた。

　2月16日には「卸売販売業者及び薬局にお

ける記録及び管理の徹底について」（通知）が、

6月21日には「医療用医薬品の偽造品流通防

止のための施策のあり方に関する検討会中間

とりまとめ」が公表され、10月5日「薬機法

施行規則の一部を改正する省令」が公布され

て今年1月31日に一部を除き施行された。

　アンケートは①2月16日付通知発出前後に

おける医薬品卸売販売業許可情報の提供状況

についてと、②10月5日の省令公布後におけ

る省令改正に向けた各社の取り組みについて

の2回行われた。

　①通知発出前後の変化としては、得意先の

許可情報に対する関心が高くなったことによ

る許可情報の問い合わせが増加した、自社

ホームページに支店許可情報一覧を掲載する

などの許可情報提供手段を追加して対応した

などが挙げられた。

　②省令改正に向けた各社の取り組みについ

ては、譲渡の記録については全社現状で対応

可能であること、業務手順書への偽造医薬品

に関する各種対応と手順等の記載も対応準備

中であることが確認された。一方、得意先許

可情報の管理状況は様々であった。

　今回の省令改正に伴い、医薬品卸売販売業

に勤務する管理薬剤師には偽造医薬品の流通

防止に向けた必要な対策をはじめ、適切な管

理が求められる。

　本フォーラムでは、毎年各卸が抱えている

問題をテーマに掲げて発表している。都道府

県により多少状況は異なるが、参考となる意

見やアンケート結果が聞けるので大変興味深

く、業務に役立っている。今後も積極的に参

加し、情報収集に努めたいと思う。
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　今回は、島尻郡で一番の大規模校、全児

童数1,032名の八重瀬町立東風平小学校で

行われた4年生児童の総合学習「職業インタ

ビュー」の紹介です。

　職業インタビューは、平成30年2月13日（火）

に4年児童159名を対象に行われました。児童

は11月には、家族や知人の職場を訪れ、1日

職場体験を終えています。さらに学習を深め

ようと、多種多様な職種の方々にお仕事の話

を伺い、将来の職業選択に活かそうと児童は、

グループに分かれてインタビューしていきま

す。当日は、警察官や消防士、介護支援専門

員、保育士、栄養士、パイロット、航空管制

官、カメラマンなど25種29人から仕事のやり

がいや大変なこと、嬉しかったことなどにつ

いて児童の質問に答えていきます。学習後は、

各グループで学習した内容で壁新聞を作成し

インタビュー出来なかった職種もクラス全体

で共有します。

　そこへ今回3度目となる学校薬剤師の玉寄

睦子先生に参加していただきました。

　白衣姿が素敵な睦子先生。最初に「みんな

の身近に、薬剤師はいるかな？」と質問しま

す。すると、困ったように「・・・いない。」

と返答する子ども達に、「そうだよね。沖縄

には薬剤師になれる大学がないからね。今、

薬剤師になるには、6年間本土で学ばなけれ

ばいけない。親御さんもたいへんです。でも、

薬剤師は楽しいし、やりがいのある良いお仕

事です。みんなにも、身近に感じ、将来の夢

にして欲しい。それで、今、沖縄に薬学部を

作ろうとしています。医学部のように沖縄に

あると、目指す子が増えると思うからです。」

学校地域協働本部事業

八重瀬町立東風平小学校「職業インタビュー」

　　　　　　　　　日時：平成30年2月13日（火）10:35〜12:15

　　　　　　　　　会場：八重瀬町立東風平小学校 体育館

　　　　　　　　　講師：玉寄睦子氏（東風平小学校学校薬剤師・ともよせ薬局）

啓発・普及活動

八重瀬町教育委員会 生涯学習文化課

学校地域協働本部コーディネーター

喜久里 里奈

と優しく語る睦子先生。それを聞いた子ども

達の感想には、「薬剤師が最初は、どういう

仕事か分からなかったけれど、インタビュー

を通して、楽しくて、とてもやりがいのある

仕事だと思いました。」や「薬剤師になって

みたいと思いました。勉強は、嫌いだし大変

だけど頑張ります。」など前向きな意見が多

数ありました。睦子先生の仕事に対する熱意

や子ども達に対する想いが伝わったのではな

いでしょうか。

　最近の新聞で、琉球大学に薬学部創設、署

名活動要請の記事を見付けました。睦子先生

の話しを聞いた子ども達、その保護者も興味

を持っていただけたら良いなと思います。そ

して、将来、沖縄に薬学部創設が実現するこ

とを切に願います。

　今回、快く講師を派遣頂いた沖縄薬剤師会

様、多忙な中ご参加いただいた玉寄睦子先生

に感謝致します。今後も、未来の宝、子ども

達のために温かいご支援をお願い致します。

薬剤師の仕事について話す玉寄睦子氏
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　まず、私たちの沖縄県社会保険委員会の紹

介をします。沖縄県内に6 ヶ所の年金事務所

（那覇・浦添・コザ・那覇・石垣・平良）が

あります。県内の年金事務所の管轄に沖縄県

社会保険委員会があり6支部（全体1163の会

員事業所）ごとに研修会および委員会活動を

行っています。この委員会は社会保険制度・

年金制度に精通した人材確保と研修会を通し

て制度の周知を図ることも目的としていま

す。各企業から事務担当者が参加し、研修会

で得た知識を会社従業員へアドバイスする大

きな役割をもち、さらに行政側とのパイプ役

でもあります。私たちの委員会はコザ支部（中

部地区の宜野湾市からうるま市の範囲）です。

　当会の研修会は年2回開催しています。研

修会の内容として前半は社会保険制度（健康

保険制度・年金制度）についての勉強会、後

半は外部講師をお招きしての講演会を行って

います。今回はご縁があり、沖縄県薬剤師会・

亀谷浩昌会長を通し、お薬に関する講演をし

ていただくことになりました。

　すこやかホールディングス薬剤師の比嘉朋

子先生を講師に迎え、“知っています?　かか

りつけ薬剤師”というテーマのお話をしてい

ただきました。

沖縄県社会保険委員会コザ支部主催研修会報告
〜関心が高まった「かかりつけ薬剤師」〜

　　　　　　　　　　　　日時：平成30年2月14日(水）15:00〜16:00

　　　　　　　　　　　　会場：ちゃたんニライセンター（北谷町）

　　　　　　　　　　　　講師：比嘉朋子氏（すこやかホールディングス）

啓発・普及活動

沖縄県社会保険委員会

コザ支部　小堀端 民男

（1）薬剤師のお仕事とは

（2）お薬手帳について

（3）薬の基本・・・用法・用途、危険な服用法

（4）ジェネリックについて

（5）サプリメントについて

　気づきを持たせる内容で、何気なく利用し

ている調剤薬局と薬剤師の役割を知ることが

できました。また、かかりつけ薬剤師につい

ては　かかりつけ医・かかりつけ病院という

のは良く聞きますが、かかりつけ薬剤師につ

いては参加した委員の大半は認知度が低かっ

たようです。

　しかし、かかりつけ薬剤師について学んだ

ことは、お薬を飲んで副作用があった時、ちゃ

んとかかりつけ薬剤師とのつながりがあれ

ば、今飲んでいるお薬だけではなく過去のお

薬の履歴もわかり安心して薬が服用すること

ができます。また、本人のことをよく知って

いる薬剤師への薬の相談はもちろん在宅療養

サポート、24時間対応などかかりつけ薬剤師

の利点を知ることができました。

　先生のお話を通してお薬に対する関心・健

康管理についての意識も高まったと思います。

　今回、私たちの委員会のために貴重な時間

を割いていただいた沖縄県薬剤師会および比

嘉朋子先生に感謝を申し上げます。
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　沖縄市高齢福祉課では、市内の高齢者サロ

ンおよび、いきいき百歳体操を住民主体で

行っている団体に対し、介護予防の推進を図

る目的で専門職を派遣し出前講座を行ってお

ります。

　今回沖縄県薬剤師会のご協力の元、すこや

か薬局具志川店より薬剤師の砂川信子氏を講

師に招き平成30年2月20日（火）市内の高齢者

サロン（生き生き健康サロン ナオミ）にお

いて介護予防を含む薬に関する内容の出前講

座を開催することとなりました。参加者は、

サロンに通う8名。「要介護にならないために」

と題した講話を熱心に聴いていました。

　講話内容は、薬とどのように付き合ってい

くか、高齢者の病気ランキング、飲み忘れた

際の対応方法、飲み忘れないための対策な

ど、わかりやすく丁寧にお話していただきま

した。

　認知症認定薬剤師、かかりつけ薬剤師など

新たに利用できる制度の活用法についての説

明では、参加者が病院受診し医師へ話せな

かったことを薬剤師へ相談し、よりよい信頼

関係が築けることで疾病予防・治療が進み、

沖縄市高齢福祉課主催講座報告
〜要介護にならないために〜

　　　　　　　　　　　　日時：平成30年2月20日（火）13:00〜14:00

　　　　　　　　　　　　場所：生き生き健康サロン ナオミ

　　　　　　　　　　　　講師：砂川信子氏（すこやか薬局具志川店）

啓発・普及活動

沖縄市役所 高齢福祉課

佐久川こずえ

高齢者の介護予防へつながるのではないか。

と深く感じました。

　薬の話だけでなく、運動・栄養・社会参

加・睡眠の必要性についてもお話がありまし

た。より良い生活をおくることで脳が活性化

され、認知機能を活用し、認知症が発症しに

くくなるということ。軽度認知症は、早期の

サインを見逃さず治療すれば進行をおくらせ

ることができる。本人に合った薬（内服、ゼ

リータイプ、貼り薬タイプなど）を活用する

ことが大事という学びも得られました。

　講話の後半では、認知症の指標となる簡単

な模倣動作が紹介され、講師・参加者が一緒

に身体を動かし、和気あいあいと楽しい雰囲

気で講座を締めくくって頂きました。

　参加者より、「運動を続け食事を見直し薬

が減らせたらいいね。」との声が聞け、今回

の講話で学んだことが参加者の生活に活かさ

れ、介護予防へとつながることを切望したい

と思います。

　この度は、本事業の講座内容にご賛同、専

門職派遣のご協力を頂き誠に有難うございま

した。
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　2017年7月に創刊した沖縄本島全域の医療・

公共機関や商業施設に設置されている「メ

ディサポ沖縄（株式会社ラポート）」より、

地域包括ケアシステムの構築に向けて薬局や

薬剤師の係わりについて取材を受けた。亀谷

会長と西川常務理事が対応した。

　メディサポとは、2009年より三重県で創刊

された医療・介護福祉情報を発信しているフ

リーペーパー。三重県では様々な公共機関や

商業施設に設置され、多くの家庭に届けられ

ているとのこと。

沖縄県初の医療介護無料情報誌「メディサポ沖縄」から取材を受ける

　　　　　　　　　　　　日時：平成30年2月21日(水）14:30〜15:30

　　　　　　　　　　　　場所：沖縄県薬剤師会館 会長室

啓発・普及活動

　メディサポ沖縄編集長の堤 健治氏が、「メ

ディサポ沖縄を通じて、地域の医療・介護福

祉情報などの生活に欠かせない有益な情報を

発信していく。高齢者の方も障がいのある

方も、共に暮らし易い沖縄になり一人ひと

りが、活き活きと笑顔で楽しく生活できる

ことを祈念して創刊した。10年前に介護業

界へ転職、その後、障害福祉事業などの経

験を積み重ねていく中で、一般の方々と業

界側との温度差をとても感じてきた。事前

にもっと良質な情報、知識があれば･･･この

思いがメディサポの出発点。メディサポが

大切な人の今後の方針についての道しるべ、

医療・介護福祉業界を知るバイブルとなれ 

ば･･･」と語られていたのが印象に残った。

　今回の取材記事は、4月末日発行の春号に

掲載されるとのこと。沖縄県初の医療介護無

料情報誌「メディサポ沖縄」の今後の情報発

信に大いに期待したい。

（文：沖縄県薬剤師事務局 大城喜仁）

同取材の記事が掲載された「メディサポ沖縄Vol.4 2018春」を保険薬局（賛助会員Ｂ）に無

料配布します。薬局待合室での読み物として、ぜひご利用下さい。

中央がメディサポ沖縄編集長の堤 健治氏

亀谷浩昌会長と西川裕常務理事が取材対応した
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＊識別記号の「＠」は製薬会社のマークの代用としています。

●2017年の医療事故は370件　半数近くは手術が起因
〜日本医療安全調査機構（共同通信3月15日） 
日本医療安全調査機構は15日、2017年に「患者の予期せ
ぬ死亡事故が発生し、院内調査が必要」として届け出
があったのは370件（前年比36件減）だったと発表した。
半数近くの177件が「分娩を含む手術」によるものだった。
医療事故調査制度が始まった2015年10月以降、届け出の
累計は857件。機構は制度開始前、年間の届け出件数を
1〜2,000件と見込んでいたが、想定を大きく下回ってお
り、制度の周知が課題となる。
●調剤ミスで患者死亡と断定　京大病院、薬成分千倍
に（共同通信3月27日）
京都大病院は26日、女性患者が昨年9月、注射薬を投与
後に死亡した事故についての調査結果をまとめた。病院
は患者の死因を高濃度の「セレン注射薬」を投与したこ
とによる中毒死と結論付けた。病院は、同じ薬を投与さ
れた他の患者から異常を指摘された際に「人体への影響
はないだろう」などと薬剤部内で判断していたと説明。
グラム表記のはかりを使用するのに、マニュアルはミリ
グラム表記で書かれているなど不備があったという。病
院によると、薬剤師２人が、患者のセレン注射薬を、医
師の処方箋より高濃度で調剤。患者は昨年9月、投与後
に背中に痛みを訴え、搬送先で亡くなった。当初は投与
された薬の濃度を738倍としていたが、再度測定したと
ころ、約千倍と判明したという。

●【第103回薬剤師国試】合格率は70.58％（薬事日報
3月30日）
厚生労働省は27日、第103回薬剤師国家試験の結果を発
表した。受験者数1万3579人のうち、合格者は9584人で、
合格率は70.58％だった。
●医療用薬の販売活動に指針—企業による不適切例改
善へ　厚生労働省（薬事日報4月13日） 
厚生労働省は、製薬企業のMRによる医療用医薬品の不適
切なプロモーション活動が相次いでいることから、国と
して初めて販売情報提供活動に関するガイドラインを策
定する。具体的には、資材や情報提供活動の適切性の確
保など製薬企業の責務、不適切な資料の使用禁止など販
売情報提供活動に携わる社員の責務などを盛り込む予
定。今夏をメドに具体的内容をまとめた上で、公表する
方針。
●抗がん剤の分割使用、2回まで—安全基準まとめる〜
厚労省（薬事日報4月13日）
厚生労働省は、抗癌剤を分割使用する場合の安全基準「注
射用抗癌剤等の安全な複数回使用に関する手引き」をま
とめた。抗癌剤の調製は、無菌室に設置された安全キャ
ビネットとCSTD（閉鎖式薬物移送システム）の使用が望
ましいと推奨。同じバイアル製剤の複数回使用は安全性
の観点から「2回まで」と明記した。保管期間は原則当
日内とし、バイアルの取り違え等のリスク低減策を行い、
無菌環境で保管した場合は最初の針刺し後7日間まで使
えるとした。
●児童に使用するフッ素は調剤された医薬品を（薬局
新聞4月19日）
日本学校歯科医会は、学校などで実施しているフッ化物
洗口法について、「公衆衛生学的に優れたむし歯予防法
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である」とし、取組みについては推進することを掲げて
いる。しかしながら「学校現場におけるフッ化物洗口の
際、試薬であるフッ化ナトリウムが使用されている」一
部の事例を問題視。「フッ化物洗口薬剤には許可・承認
を受けた医療用医薬品があり、それを用いることが望ま
しい」との考えを示した。なお、一部地域でフッ化ナト
リウムの試薬を児童に使用していた事例は、地域薬剤師
会から日薬に情報提供されていたもので、総会などの場
で学校歯科医会などに使用を是正することを組織として
求めていた。
●後発薬普及へ重点地域　１０都道府県を夏までに指
定（共同通信5月1日）
価格の安いジェネリック医薬品（後発薬）の普及を目指
す厚生労働省が、後発薬の使用が進んでいない都道府県
を「重点地域」として指定する。膨張する医療費に歯止
めをかける狙い。今夏までに10都道府県を選び、啓発活
動などの実施を促す。使用割合の低さだけでなく、人口
の多さや医療費の規模の大きさも考慮する。直近の使用
割合が最も低い徳島県のほか、東京都、大阪府などが候
補に挙がっている。
●個人輸入の経口中絶薬で健康被害　厚労省が注意呼
びかけ（共同通信5月15日）
厚生労働省は15日までに、インターネットでインド製と
表示された経口妊娠中絶薬を個人輸入し、服用した20代
の女性に多量の出血やけいれん、腹痛などの健康被害が
起きていたと発表した。同省は、医師の処方がなければ
個人輸入できない製品にこの中絶薬を指定し、安易に輸
入したり、使用したりしないよう注意を呼び掛けてい

る。厚労省によると、健康被害が起きたのは「Miso-Kare 
Misoprostol Tablets IP 200mcg」などの製品名の薬。有
効成分として表示されている「ミフェプリストン」「ミ
ソプロストール」は、膣内の出血などを引き起こす可能
性が明らかとなっている。
●小児のかぜも「投与せず」推奨‐抗菌薬手引き改正
で素案〜厚生労働省（薬事日報5月16日）
厚生労働省は14日、学童期までの小児を対象とした「抗
微生物薬適正使用の手引き」の改正素案を、厚生科学審
議会の作業部会に示した。小児の急性気道感染症は、二
次性の細菌感染症により増悪する可能性が高いとしつ
つ、いわゆる“かぜ”には成人と同様、抗菌薬を投与し
ないことを推奨。抗菌薬の予防的な投与も行わないよう
求めた。生後3カ月未満の新生児の気道感染症は重篤な
疾患が含まれるため、手引きの対象外とした。
●タミフル１０代投与再開へ　異常行動、関連分から
ず（共同通信5月17日）
厚生労働省の専門家会議は16日、10代のインフルエンザ
患者に治療薬タミフルの投与を再開する方針を決めた。
服用後の異常行動が報告され、2007年から原則中止に
なっていたが、他のインフルエンザ治療薬と同様の扱い
とする。会議では、異常行動とタミフルの因果関係は分
からず、服用の有無や薬の種類で異常行動の発生に大き
な差はないと判断した。厚労省は、患者が増え始める11
月までに、製薬会社にタミフルの添付文書の改訂を指示
する。10代の患者への使用は原則中止とした現行の制限
を解除し、他のインフルエンザ薬と同様、未成年者の異
常行動への注意を促す記載を新たに求める。

[質問]味覚異常にプロマック（ポラプレジンク）が処

方される事があるが、効果発現の時期と投与期間はど

の位か？（薬局）

[回答]ポラプレジンクの味覚障害に対する有効率は

70％程度とされ、2週間から数ヵ月で効果が現れると言

われている。味覚障害に使用した場合、味覚検査で16週

頃までに改善するのに対し、 24週まで時間に比して改

善することから、血清亜鉛値をみながら 3〜6カ月の内

服継続が推奨されている。ポラプレジンクの味覚障害

に対する処方は保険適応外だが、保険診療上の取扱い

については審査上認めるとされている。また、ポラプ

レジンクによる銅欠乏症については、重篤な汎血球減少

や貧血も報告されていることから、注意が必要である。

参考：「医薬品の適応外使用に係る保険診療上の取扱い

について」（平成23年9月28日付保医発0928第1号）,味

覚異常・舌痛への治療薬はいつまで投与すべきか：日

本医事新報(4901),2018、味覚異常-その頻度と対応：

JIM22(5),2012他 

[質問] カナリア配合錠（テネリグリプチン臭化水素酸

塩水和物/カナグリフロジン水和物）とコルヒチンの処

方が、レセコンで併用禁忌と出る理由について。（薬局）

[回答]どちらの添付文書にも併用禁忌の記載はない。

コルヒチンは、主として肝代謝酵素CYP3A4によって代

謝され、P糖蛋白の基質でもあることから、CYP3A4を強

く阻害する薬剤やP糖蛋白を阻害する薬剤との併用に

より、コルヒチンの血中濃度が上昇する可能性がある。

特に、肝臓又は腎臓に障害のある患者に対しての投与

は禁忌である。一方、カナリア配合錠中の成分テネリ

グリプチン及びカナグリフロジンにはCYP3A4に弱い阻

害作用があり、テネリグリプチンはP-糖蛋白質の弱い

阻害作用も示している。しかしながら、これらの阻害

作用は弱くコルヒチンの作用に影響を及ぼす程ではな

いとして、添付文書では禁忌とはされていない。今回

の件は、レセコンのシステム上で禁忌のエラーが生じ

たのではないかと思われる。

参考：医薬品添付文書、IF、田辺三菱製薬私信

[質問] 潰瘍性大腸炎（UC）にアサコール（メサラジン）

3,600mg/日が8週間を超えて継続投与となっている。問

題はないか。（薬局）

[回答]メサラジン製剤の用法・用量については、添付

文書の中でも「1日3,600mgを8週間を超えて投与した

際の有効性は確立していないため、漫然と投与せず、

患者の病態を十分観察し、重症度、病変の広がり等に

応じて適宜減量を考慮すること」とされている。平成

28年9月30日付再審査結果では、3,600mg/日を8週間を

超えて投与した際の安全性についても特段の問題が認

められなかったとしており、医薬品医療機器総合機構

は報告書の中でメサラジン3,600mg/日投与は疾患活動

性が高い傾向がある中で一定程度の効果があることか

ら、8 週以内に制限する必要はないと考える。」との判

断を示している。

参考：IF、アサコール400mg再審査報告書等
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●医薬品一般●

[質問]エディロールという薬をビタミンと説明された

が、文書にはビタミンとは書いていない。毎日飲まな

くてはいけませんか？（女性）

[回答]エディロールは、ビタミンＤを含む製剤です。

小腸でのカルシウム吸収を助け、骨の新陳代謝を改善

します。その結果、骨密度を増やし骨を強くして骨粗

鬆症による骨折を予防します。継続することで効果を

現します。

[質問]急な腰の痛みでロキソプロフェンナトリウムと

レバミピド、リリカOD75を夕食後の1回で処方された。

夜中に腰が痛くて眠れなくなるので、リリカを夜寝る

前に飲んでも大丈夫ですか？（男性）

[回答]リリカは食事の影響をほとんど受けないお薬で

す。寝る前の服用は問題はないのですが、1日1回の用

法で処方されていますので、時間を決めて服用してく

ださい。

[質問]味の素のグリナという睡眠薬を買って１か月飲

んだけど効かなかった。ゾルピデムはよく効いている。

その違いは？ (女性)

[回答]グリナの主成分はアミノ酸で、睡眠・休息のた

めの機能性表示食品のサプリメントです。ゾルピデム

は寝つきを良くする睡眠薬で、薬としての効果が認め

られています。

●安全性情報●

[質問]セレスタミンを飲むと便が出にくい気がする。

副作用にそういうのがありますか？（男性）

[回答]このお薬は、まれに便秘や口が渇くなどといっ

た副作用が現れることがあります。便が出ない等症状

がひどいようでしたら医師または薬剤師にご相談くだ

さい。

[質問]1歳8カ月の子供にいつもの喘息の薬と、ミヤBM

細粒をもらった。ミヤBMは先日もらった抗生剤の下痢

止めと聞いたけど、一緒に飲んで効果はありますか？

(女性)

[回答]ミヤBM細粒は、抗生剤が処方された場合の下痢

などの消化器症状を改善する効果があるため、一緒に

処方される事があります。また通常の下痢などの消化

器症状に対してはミヤBM細粒単独でも処方されます。

[質問]3歳の子が、咽頭炎でアスベリンシロップとアン

ブロキソール塩酸塩シロップ、オゼックス散、レベニ

ン散を処方された。2日間は飲んだが、飲むと必ず20分

後位からわめきだしたり、奇行？いつもと違う感じの

症状がでた。病院に電話をしたら薬をやめた方がいい

と言われた。その症状は3〜5時間で治まるが、薬の副

作用ですか？（女性）

[回答]服用中のお薬の中の、アスベリンシロップには

頻度不明ですが、興奮という副作用が報告さえていま

す。興奮状態は何らかの病気が原因で起こることもあ

りますが、お薬の影響とも考えられます。次回、医師

及び薬剤師にアスベリンシロップで興奮状態があった

ことを伝えてください。お薬手帳に記載しておくのも

いいでしょう。

[質問]昨晩、鼻水がひどくて、市販薬のルフノン鼻炎

ソフトN（ゼリア新薬）を1日3回、1回1錠のところを１

回に3錠誤って飲んでしまった。その後喉の渇きがひど

くて尿が出づらい。今朝は排尿困難な感じがする。副

作用ですか？（男性）

[回答]購入された風邪薬には鼻水を止める成分が入っ

ており、その副作用に排尿困難、口の渇き、便秘など

が報告されています。ただ、このお薬は服用後１〜2時

間ほどで効いてきますが、20時間ではほぼ完全に体か

ら抜けていきます。お薬を服用後ちょうどその位の時

間は経過していますので、体から薬はほぼ無くなって

おり、副作用の症状も徐々になくなっていくものと考

えます。
＊ルフノン鼻炎ソフト（成分：d-クロルフェニラミンマレイ

ン酸塩 、塩酸プソイドエフェドリン 、ベラドンナ総アルカ

ロイド 、無水カフェイン）

[質問]ボノサップを朝１回飲んで、夜飲んだところ2時

間後から下痢が止まらなかった。今日は落ち着いてい

る。朝の分を飲んでないが、どうしたらいいですか？

（男性）

[回答]ピロリ菌の除菌は服用を中止すると失敗となり

ます。下痢や胃の違和感は副作用として報告がありま

すが、我慢できる程度の痛みであればそのまま服用を

続けた方がいいのですが、水様下痢が続く、ひどい腹

痛等の症状があるようでしたら、服用を中止し早めに

担当医にご相談ください。

●その他●

[質問]3か月前から鼻や鼻の横、額にぶつっと赤くでき

ものができ、広がっている感じがする。年末からメト

ホルミンとトラゼンタを飲み始めたが、薬のせいじゃ

ないかと思っている。（女性）

[回答]服用中の薬にはそのような（酒さ、脂漏性皮膚

炎）症状の副作用は報告されていませんが、鼻は油の

たまりやすい部分なので、カビや菌が原因で皮膚炎を

起こしている可能性もあります。早めに皮膚科を受診

された方がいいでしょう。

[質問]アイミクスLD（イルベサルタン・アムロジピン

配合剤）からイルベサルタンという薬に変わった。血

圧は安定しているが、むくみがあったので、むくみを

取る薬が出ると思っていた。血圧の薬と説明されたの

で心配になった。（女性）

[回答]アイミクスＬＤには2種類の降圧剤が含まれて

います。その一つにカルシウム拮抗剤というお薬があ

ります。これは末梢の血管を広げて血圧を下げますが、

動脈の血管を有意に広げるため、逆に毛細血管静水圧

が上がりむくみの原因になることがあります。そのた

めカルシウム拮抗剤を除いたイルベサルタンだけの薬

剤になったものと思われます。
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今月の特集・論文

Medical Magazines titles

＊薬事情報センターで購読している雑誌の中より文献情報を掲載しました。

【今月の特集】

◇医薬ジャーナル　54巻 2号

＊急増するアレルギー疾患の現状と今後の対策〜アレル

ギー疾患対策基本法の推進に向けての展望〜

◇エキスパートナース　34巻2月号

＊報告＆ドクターコールの前に！すぐ見て！検査値項目

◇エキスパートナース　34巻3月号

＊「脳」からわかる麻痺の見かたとケア

◇きょうの健康　2月号

＊進ませない！慢性腎臓病

◇きょうの健康　3月号

＊大丈夫？ あなたの睡眠

◇月刊薬事　60巻2号（臨増）

＊AMR対策につながる 抗菌薬の使い方実践ガイド

◇月刊薬事　60巻3号

＊エビデンスで押さえる 漢方薬 病棟で使う順 ザ・ベス

トテン！

◇月刊薬事　60巻4号

＊いざというときのために知っておきたい オンコロー

ジーエマージェンシー

◇産科と婦人科　85巻2号　

＊臨床スキルアップのために—画像診断・病理診断・麻

酔手技のポイント

◇産科と婦人科　85巻3号　

＊生殖医療—知っておきたい最新トピックス

◇総合診療　28巻2号

＊頭痛患者で頭が痛いんです！   

◇総合診療　28巻3号

＊糖尿病のリアル　現場の「困った！」にとことん答え

ます。

◇調剤と情報　24巻 2号（臨増）

＊もう迷わない健康サポート薬局

◇調剤と情報　24巻3号

＊どう応える？ 降圧薬を飲み続ける患者の不安

◇調剤と情報　24巻 4号

＊来るべき災害　どう備える？ どう動く？

◇治療　100巻 2号

＊中毒×地域

◇治療　100巻 3号

＊地域ケアの実践知

◇日経メディカル　603号

＊生活習慣病　７つの新常識

◇日経メディカル　604号

＊「終末期医療の三原則

◇日本医事新報　4894号

＊胃酸分泌抑制薬長期投薬の功罪

◇薬局　69巻2号　

＊副作用への漢方薬活用術〜エキスパートに学ぶ活用事

例総まとめ

◇薬局　69巻3号　

＊薬剤過敏症歴がある患者の薬物治療〜リスク&ベネ

フィットを考慮した薬の選び方と使い方

【今月の論文等】

■薬物療法■

▲適応外使用の処方せんの読み方（92）骨髄異形成症

候群

　月刊薬事60（3）p.93

▲適応外使用の処方せんの読み方（93）酒さ・酒さ様

皮膚炎

　月刊薬事60（4）p.101

▲バセドウ病にカリウム製剤……その理由と注意点は？

　調剤と情報24（3）p. 111

▲朝夕のアレグラをザジテン１回にした狙いとは

　日経ドラッグインフォメーション　（244）p. PE021

▲オピオイド鎮痛薬による便秘の予防薬としての緩下剤

の有用性評価

　医薬ジャーナル　54（2）p.117

▲トリメブチンマレイン酸塩を配合したかぜ薬の臨床

評価

　医薬ジャーナル　54（3）p.104

▲胃酸分泌抑制薬の長期投与が必要となる疾患

　日本医事新報　（4894）p.24

▲味覚異常・舌痛への治療薬はいつまで投与すべき

か？

　日本医事新報　（4901）p.59

▲慢性疼痛に対するトラマドール製剤の適切な使用法

　日本医事新報　（4900）p.23
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今月の特集・論文

Medical Magazines titles

＊薬事情報センターで購読している雑誌の中より文献情報を掲載しました。

■新薬■

▲注目の新薬情報（25）リンゼスⓇ錠

　医薬ジャーナル　54（2）p.155

▲注目の新薬情報（26）アメナリーフⓇ錠

　医薬ジャーナル　54（3）p.151

▲審査報告書から見る新薬の裏側［13］コムクロⓇシャ

ンプー 0.05％（クロベタゾールプロピオン酸エステル）

　月刊薬事60（3）p. 88

▲審査報告書から見る新薬の裏側［14］イブランスⓇカ

プセル（パルボシクリブ）

　月刊薬事60（4）p. 99

■安全性情報■

▲薬の副作用ケースファイル［13］振戦〜鑑別に欠かせ

ないのはどんな情報か？

　月刊薬事60（3）p. 164

▲副作用・薬物相互作用トレンドチェック 注目論文を

読み解く（70）

1. ピロリ菌除菌後のPPIs長期使用で胃癌発症リスクが上昇

2. 抗精神病薬の長期使用で心血管イベントのリスクが上昇

3. 未成年でも抗うつ薬の使用で２型糖尿病の発症リスク

が上昇

4. 糖尿病リスクの高い患者でもスタチンの使用で糖尿病

の発症リスクが上昇

5. ケルセチン併用でクロルゾキサゾンの血漿中濃度が軽

度に上昇

6. ソルビトール併用でラミブジンの血漿中濃度が低下

　医薬ジャーナル　54（2）p.148

▲副作用・薬物相互作用トレンドチェック 注目論文を

読み解く（71）

1. 抗血栓薬で血尿関連合併症のリスク上昇

2. インスリン グラルギンの長期使用で乳癌リスク上昇

3. ケルセチン併用でジクロフェナクの血漿中濃度上昇

4. クロピドグレル併用でモンテルカストの血漿中濃度上昇

5. 小児喘息患者で吸入ステロイドは骨折リスクを上昇さ

せない

6. コーヒーはフェロジピンの薬物動態に影響を及ぼさない

　医薬ジャーナル　54（3）p.142

■薬剤師業務■

▲薬剤関連のインシデントを改善するための多職種協働

アプローチ〜院内組織の設立とFMEAの実践〜

　医薬ジャーナル　54（1）p.133

▲医薬品の適正使用に向けた電子カルテからオーダー可

能なファーマコゲノミクス検査体制の構築

　医薬ジャーナル　54（2）p.127

■産科・婦人科■

▲妊婦とくすりの基礎知識…尋常性ざ瘡治療薬　

　日経ドラッグインフォメーション　（244）p. PE019

▲妊婦とくすりの基礎知識…妊娠性掻痒症の治療薬　

　日経ドラッグインフォメーション　（245）p. PE019

▲解決！妊婦の疑問・授乳婦の不安〜喘息治療薬・妊婦

　調剤と情報24（3）p. 61

▲解決！妊婦の疑問・授乳婦の不安〜制吐薬・授乳婦

　調剤と情報24（4）p. 67

▲添付文書プラスアルファの情報使いこなし術　授乳中

の薬の評価は薬剤師の多角的な視点で

　調剤と情報　24（4）p.93

■漢方薬■

▲荊防敗毒散　風寒湿邪を除去して表証を治療　化膿性

の皮膚疾患や各種炎症などに

　日経ドラッグインフォメーション　（244）p. PE026

▲玉屏風散　体表の防御機能を高め止汗　かぜを引きや

すい人、アレルギーにも

　日経ドラッグインフォメーション　（245）p. PE026

■服薬指導■

▲授乳中も服用できる抗不整脈薬　

　日経ドラッグインフォメーション　（244）p. 033

▲エピデュオによる皮膚炎の予防

　日経ドラッグインフォメーション　（245）p. PE035

■その他■

▲添付文書プラスアルファの情報使いこなし術　ワクチ

ン・予防接種の正しい知識を薬局から（後編）

　調剤と情報24（3）p.79

▲健康サポート　イチョウ葉エキスを飲んでもいいか

　日経ドラッグインフォメーション　（245）p. 033
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薬事情報センターの利用のしかた 
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平成29年度沖縄県薬剤師会新入会

（平成29年10月1日〜平成30年3月末日入会分）

　　 氏　　名 　　　　　　施設名称 出 身 校

赤　木　宗　範 よつば薬局 明治薬科大学

粟　国　麻　絵 あい薬局 経塚店 城西大学

東　　　祐　典 あはごん薬局 東日本学園大学

新　垣　慎太郎 病院前薬局 (那覇市) 北海道医療大学

新　川　あ　や ひだまり薬局 第一薬科大学

内　間　光　明 内間薬局 九州保健福祉大学

大　城　祥　子 ハープ薬局 いしみね店 京都薬科大学

大　槻　美　佳 ひまわり薬局 天久店 昭和薬科大学

川　満　亜希子 ミント薬局 真地店 第一薬科大学

金　城　真　貴 いじゅの木薬局 第一薬科大学

黒　川　尭　哉 石川インター前薬局 城西大学

小　西　　　航 そよ風薬局 松川店 帝京大学

境　　　健　司 メルシー薬局 かねぐすく 福山大学

佐次田　梨　奈 さしだ薬局 しらはま店 城西大学

末　吉　久美子 保険薬局プラネット 北里大学

高　場　美　保 メルシー薬局 かねぐすく 北陸大学

土　屋　麻理子 すこやか薬局 久米店 昭和薬科大学

照　屋　美　歩 ハープ薬局 つかざん店 星薬科大学

冨　永　晃　弘 登川薬局 福山大学

仲　里　珠　美 オリブ山病院 昭和薬科大学

中曽根　鳴　香 会営薬局うえはら 福山大学

西　村　悦　子 守礼薬局 第一薬科大学

西　脇　範　子 たいせい堂薬局 首里店 東北薬科大学

花　城　真　紀 ふく薬局 名護店 広島国際大学

濱　野　　　唯 JR九州ドラッグイレブン薬局 佐敷店 長崎国際大学

比　嘉　早　美 ビオラ薬局 北陸大学

藤　田　　　由 てまり中城薬局 北陸大学

古　堅　優　子 薬志堂薬局 田原店 第一薬科大学

本　田　洋　佑 ㈱たいよう薬局 東京薬科大学

前　田　真一郎 いしみね薬局 徳島文理大学

前　原　律　子 ㈱ダイコー沖縄 東日本学園大学

町　田　昌　子 名嘉病院 徳島文理大学

松　元　あ　み ハープ薬局 北里大学

松茂良　揚　子 すこやか薬局 与儀店 福山大学

道　前　拓　也 ハート薬局 ずけらん店 神戸学院大学

村　山　裕　美 とくりん薬局 赤嶺駅前店 東邦大学

山　内　ヒロ子 同仁病院 日本大学

山　路　美　和 てぃだ薬局 京都薬科大学

吉　田　湖　南 アイン薬局 コンベンションシティ 富山大学

（五十音順、敬称略）
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調剤報酬請求業務Q＆A（第3回）

医療保険委員会

　医療保険委員会では、適切な調剤報酬請求業務に努めて頂くよう、審査支払機関から査定や返

戻の多い事例を会報にシリーズで掲載しています。

　なお、ご質問がある場合には次頁（質問用紙）をご利用の上、FAXまたはメールにてお願い致

します。

医療保険

処方 調剤料

Rp1　モーラスパップ60mg　　　　　　35枚
　　　　　　　 1日1回貼付（1日1枚）
　　　　　　　 部位：膝

10点

Rp2　ケトプロフェンパップ30mg　　　25枚
　　　　　　　 1日1回貼付（1日1枚）
　　　　　　　 部位：両膝　　

10点

【調剤料】

　事例 1

　同一有効成分であって同一剤形の薬剤が複数ある場合は、その数にかかわらず１剤として算定

する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（調剤報酬点数表の解釈　平成28年4月版）

処方 調剤料

Rp1　ビーソフテンローション0.3%　　150g
　　　　　　　 1日2回塗布
　　　　　　　 部位：乾燥部

10点

Rp2　ヒルドイドローション0.3%　　　75g
　　　　　　　 1日2回塗布
　　　　　　　 部位：頸部の乾燥

10点

　事例 2

　同一有効成分であって同一剤形の薬剤が複数ある場合は、その数にかかわらず１剤として算定

する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（調剤報酬点数表の解釈　平成28年4月版）

処方 調剤料

Rp1　レキソタン錠1mg　　　　　　　　1錠
　　　　　　　　　　 朝食直後　　14日分

63点
向8点

Rp2　セニラン錠2mg　　　　　　　　　2錠
　　　　　　　　　　 朝夕食後　　14日分

63点
向8点

　事例 3

算定不可

算定不可

算定不可

　同一有効成分であって同一剤形の薬剤が複数ある場合は、その数にかかわらず１剤として算定

する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（調剤報酬点数表の解釈　平成28年4月版）



－ 85－

おきなわ薬剤師会報　平成30年 3 ･ 4 ･ 5月号

調剤報酬請求業務 Ｑ&Ａ 質問用紙

調剤報酬請求業務についてご質問事項がございましたら、下記までご質問を受付致します。

薬局名・電話番号・担当者名を必ずご記入ください。

質問受付メールアドレス

nagamine@okiyaku.or . jp

FAXにてご質問いただく場合は、このページをコピーしてご利用ください。

FAX返信先：０９８－９６３－８９３２

薬局名 電話番号

担当者 メールアドレス

【ご質問事項】
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クワ：桑：シマグワ

　学　　名　シマグワ　Morus australis
　科　　名　クワ科　　Moraceae
　属　　名　クワ属　　Morus
　使用部位　根、葉、花、実、

　有効成分　デオキシノジリマイシン

　　グアニン､アデニン、亜鉛

クワ（桑）の特徴

　クワは､クワ科クワ属の総称。カイコの

餌として古来重要な作物であり､また果樹

としても利用される｡低･高木性の落葉樹､温

暖地では常緑的になる｡雌雄異株だが､同株

のものもある｡4月頃､淡黄緑色の小花が集ま

り花穂をつくる｡風媒花であり､受精した雌

花穂は白色､濃赤色の果実となる。春に伸

長した枝は緑色であるが､秋になると灰色､

褐色など種類に固有の色となる｡根は直根

性である｡樹皮は灰色を帯びる｡葉は薄く､

つやのある黄緑色で､縁にはあらい鋸歯があ

る。大木では､葉の形はハート形だが､若い木

では､葉にあらい切れ込みが入る場合がある｡

葉には直径25-100μmほどのプラント・オパー

ルが不均一に分布する。

　果実は複合果で､初夏に熟し紫黒色になり、

食べられる｡雄花は茎の先端から房状に垂れ、

女性薬剤師部会　狩俣 イソ 　　　　　

第35回　暮らしの中の薬草学
身近な薬草を知ろう

琉球しまぐわ（特許取得製法）　　粉末100ｇ当たり　沖縄県環境科学センター 2013年　調べ

エネルギー 蛋白質 炭水化物 1-ＤＮＪ ＧＡＢＡ 食物繊維 亜鉛 カリウム

- k c l 24.4ｇ -ｇ 1.35mg/gDW 138mg 39ｇ 3.3mg 2300mg

鉄 カルシウム αカロテン βカロテン ビタミンＢ2 ビタミンＢ1 葉酸 ビタミンＣ

12mg 2500mg 2.2mg 16.9mg 0.67mg 0.14mg 380μｇ 45mg

雌花は枝の基部の方につく。キイチゴのよう

な､柔らかい粒が集まった形で､やや長い。

クワの利用

　養蚕用に栽培されるのは主にヤマグワ｡中

国の「神農本草経」に記載され､葉を桑葉(そ

うよう)と称し利尿消腫､解熱鎮咳､神経性高

血圧症､滋養強壮､糖尿の口渇等に効果がある

｡果実は桑椹(そうじん)と称し､滋養強壮､利

尿､鎮咳､去痰、緩下等に用いられている｡

　ログワの根皮は桑白皮(そうはくひ)という

生薬である(日本薬局方)｡利尿､血圧降下､血

糖降下作用､解熱､鎮咳などの作用があり､五

虎湯､清肺湯などの漢方方剤に使われる｡

　果実の汁液を麹といっしょに発酵させた酒

を桑椹酒といい､強壮の酒として有名である。

シマグワの特徴

　シマグワ(ヤマグワ)は、沖縄方言でクヮー

ギや、コンギ、ナンデンシーという。国内で

は､南西諸島にのみ分布しており､その形質、

性状が本土の桑と異なる。日本本土の桑は冬

期に落葉し休眠するのに対し､シマグワは非

休眠性で落葉しない｡成分も異なり台風に対

する耐性や､再発芽が早い｡
　　参考　桑の百科事典､亜熱帯植物資源データベース

　　機能性食品における共同研究事業報告(神奈川県)

クワに含まれる有効成分

　クワ葉には､ミネラルや食物繊維が多量に

含まれ､特異的な成分としてはデオキシノジ

リマイシンがある。近年この成分は糖類の分

解酵素を阻害し､腸内での糖類の消化吸収を

遅延させ､血糖値の上昇を抑えるとの報告が

ある。またケエルセチンマロニルグルコシド､

ルチンなどのフラボノール配糖体を含有する。
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　果実には高い抗酸化作用で知られる色素･

アントシアニンや､レスベラトロールなどの

ポリフェノールが多く含まれる。

１- デオキシノジリマイシンの血糖降下作用

　(1-Deoxynojirimycin) DNJ

 1976年に桑白皮(桑の根皮)から1-デオキシ

ノジリマイシンDNJが単離された。DNJ はブ

ドウ糖の類似物質(アザ糖類の一種､イミノ

糖)で､小腸において糖分解酵素のα-グルコ

シダーゼに結合してその活性を阻害する｡そ

の結果､スクロースやマルトースの分解効率

が低下し､血糖値の上昇が抑制される｡クワを

食餌とする蚕のフンを乾燥させたもの(漢方

薬である蚕砂)も同様の効果がある。

ケルセチン-3-マロニルグルコシド

　　Quercetin3-(6-malonylglucosido) Q3MG

肝臓におけるインスリン抵抗性改善と

中性脂肪蓄積抑制効果

　動脈硬化モデルマウスであるLDLr欠損マウ

スを使い、桑葉由来ケルセチン-3-マロニル

グルコシドQ3MGが､LDLの酸化を抑制し､動脈

硬化巣形成抑制､血中コレステロール低下作

用をもつことを明らかにした｡また血糖上昇

抑制効果も認められた。肝臓での遺伝子発現

解析から、gp91phox(酸化ストレスROS産生）

発現量が有意に抑制され、PPARαとCPT1A(β

-酸化)の発現量が有意に増加していることが

認められた。

　ポリフェノール摂取は酸化ストレス、β-

酸化関連遺伝子発現に影響し､体重の減少に

有効である。Q3MGも肝臓での抗酸化とβ-酸

化の活性化により中性脂肪の蓄積抑制､イン

スリン抵抗性が改善していると考えられる｡

インスリン抵抗性改善作用により､食餌由来

の糖が効率良く消費され､体重減少に繋がる

と考えられた。

　植物由来の抗酸化物質の摂取は，心疾患で

の死亡率を低下させることが，疫学的な研究

から明らかになっている．また，低密度リポ

タンパク質（以下LDLと略す）の酸化修飾が．

動脈硬化の発生に関与すると考えられている

亜鉛の効果

　亜鉛は､代謝過程で働く酵素の構成成分と

して必要不可欠なミネラルである。体内では

何千種類もの酵素が､炭水化物、脂質、たん

ぱく質の代謝や、免疫力強化などの化学反応

に関わっている。その中でも亜鉛は、細胞の

新陳代謝に関わる200種類以上もの酵素を構

成する重要な成分である。近年、環境ホルモ

ンの影響による欠乏が問題になっている。

　亜鉛の効果：味覚を正常に保つ､成長を促

進する､抜け毛を予防する､生殖機能を維持す

る､生活習慣病の予防・改善､二日酔いを防ぐ

沖縄産の桑と本土産の桑

　沖縄在来種シマグワの葉には､糖質コント

ロール成分が本土産の桑の葉よりも多く含ま

れていることを、沖縄工業高等専門学校や市

役所などの共同研究チームが明らかにした｡

沖縄の桑の葉が､本土産よりも優れているの

は 成育環境の違いだと分析されている

① 沖縄の強い紫外線⇒植物は酸化から 

身を守る（抗酸化成分が豊富になる）

② 沖縄は年中温暖な気候⇒植物は虫から

身を守る（1-DNJが豊富になる）

③ 沖縄は台風の多い島⇒植物は風雨から

身を守る（食物繊維が豊富になる）

④ 沖縄はサンゴ症の大地⇒植物はミネラ

ルで育つ（カルシウム、鉄が豊富になる）
　参考：Ekouhou.net 島根大学医学部生物応用グループ

　　Food Chemistry.島根県産業技術センター研究報告

　　わかさの秘密､一般社団法人 日本農村医学会*
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　私たちを出迎えてくれたのは管理薬剤師の

比嘉智子先生。色白でやさしい雰囲気の美人

なお姉さん薬剤師さんに、緊張もほぐされた

取材陣だった（あとで、高校生も含む3人の

男の子のお母さんということを聞いて耳を

疑う）。

　カウンター横の壁には阪神タイガースのフ

ラッグがでかでかと飾られている。毎年、キャ

ンプの時期になると出すらしく、今年も出番

がやってきたようだ。キャンプの観戦客が来

店することもあり、この時期売れているのは

カイロ。レジ付近にも目立つように置かれて

いる。レジのすぐ上には、壁の3分の1を占め

るであろう大きな手書きのポスターがある。

OTCで入っている成分について比嘉先生が作

成したものだ。これを見れば、自分の症状に

合わせてどんな成分を含んだ薬品を選べばよ

いかわかる。セルフメディケーションを後押

しする工夫が散りばめられている。OTC1,000

種類、サプリメント、健康食品、介護用品、

その他生活雑貨を多く扱う。品目の多さとは

裏腹に、整然とした明るい薬局内はついつい

長居したくなる雰囲気がある。OTCの中には、

ぎのざ薬局の薬袋でパッケージして販売して

いるものもある。一度でも購入した方には、

ぎのざ薬局に行けば、いつものあの症状に対

応した薬があるとわかるのもメリットだ。

　薬局内を見回して目を引いたもの、それは

ご祝儀袋と香典袋。利用客からの要望で置か

れた品だという。実は開設当初は薬しか置い

ていなかったが、品揃えは地域の変遷に合わ

せて変化してきた。付近の商店が高齢化の波

で畳まざるを得ず、扱っていたヘアカラーや

洗剤などを少しずつお店に置いていくように

なったところ、痒い所に手が届くようなバラ

エティに富んだ品揃えになったそうだ。

　実は、比嘉先生の旦那さんも薬剤師で、前

身が漢方系薬局でお勤めだったことから派生

し、マクロビオティックのカフェや、耳つぼ

ダイエットのお店も構えている。マクロビオ

ティック (Macrobiotic) は、従来の食養に、

桜沢如一（さくらざわ ゆきかず）による陰

陽の理論を交えた食事法で、長寿法を意味し

ているそうだ。（出典：正食協会HP http://

www.macrobiotic.gr.jp/）

　ご夫婦で漢方薬にも詳しい比嘉先生。食養

生も重んじている。「薬で人は治せない」を

モットーに、人を健康に導くには、正しい生

活習慣が基本だ。嫌々生活習慣を改善する、

ダイエットをしようと思ってもなかなかうま

くいかない。伝えるコツは相手の懐に入り込

ぎのざ薬局（宜野座村）

　取材当日に野球場の横を通った際、平日にも関わらず、阪神選手
目当ての観客が想像以上に多かったことに驚いた。ぎのざ薬局は、
プロ野球キャンプで賑わう宜野座村にある薬局の2軒中の1つであ
り、1976年に開設された歴史ある薬局だ。

（文：広報委員会　伊差川 サヤカ）

ぎのざ薬局外観
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み、本音を聞いてこそ、薬剤師のチカラが生

きる。伝えるときは、できる限り"「Ⅰ（私）」

メッセージ"を用いる。主語を「あなた」か

ら「私」に入れ替えることで、メッセージは

うまく伝わるそうだ。

例）ユーメッセージ：「（あなたが）禁煙して

　　ください」

　　アイメッセージ：「禁煙すると（私が）　

　　嬉しいな」

　薬局に1日に来るお客様の数はなんと7-80

人、小学生から高齢者まで幅広い。地域柄、

知った顔が訪れることも多い。人生の先輩方

に対して、健康法を説くなんて恐れ多いと語

る比嘉先生。自ら健康法や薬について押し付

けるような指導はしたくないという。ただ、

自分が健康になったり、笑顔でいたりと、目

標となるような存在になりたいと、とても控

えめな姿勢なのに輝いている。

　比嘉先生は学校薬剤師としても活躍してお

り、宜野座小・中学校・高校、他小学校2校

を受け持っている。小・中学校では、主にタ

バコ・お酒の害やお薬の使い方について講演

を行っている。高校では、希望される保健の

先生や学生に、マクロビオティックの考え方

や玄米の炊き方などを教えてほしいと呼ばれ

ることもある。きっと、比嘉先生に憧れて

薬剤師になりたいと思う子供たちもいるだ

ろう。

　比嘉先生の活動や、ぎのざ薬局そのものが、

地域の方の健康をサポートしていることを感

じた。

　薬を扱う私たちは、ついつい薬について

色々説明をしがちだが、まずは毎日の生活内

容を見直すこと。薬だけではなく、様々な健

康法にも詳しい比嘉先生への取材を通して、

薬剤師という職業ではなく、地域に根付いた

薬剤師という生き方について学んだ時間と

なった。

　取材時は、貴重なお時間をいただき、あり

がとうございました。

OTCに入っている成分を手書きで書いた大きなポスターが目を引く。品目の多さとは裏腹に整然とした明るい薬局内。

取材に応じる比嘉 智子 氏



－ 90－

おきなわ薬剤師会報　平成30年 3 ･ 4 ･ 5月号

麻薬探知犬取材報告

　　　　　　　　　　　　日時：平成30年2月28日（水）15：00〜16：30

　　　　　　　　　　　　場所：沖縄地区税関 那覇空港税関支署

　去る2月、2018年戌年と薬剤師にちなみ、

沖縄地区税関の協力の下行った麻薬探知犬

による不正薬物取締り現場の取材報告を致

します。

〈概要〉

○麻薬探知犬とは、人間の数万倍と言われる

　嗅覚を利用して、麻薬を見つけだすよう訓

　練された犬のこと。

○麻薬探知犬は全国の税関に配備されてお

り、海外旅行者の手荷物、外国から輸入さ

れる貨物や郵便物の検査に活用されてお

り、不正薬物の摘発に貢献している。

○今回の取材場所は那覇空港国際線だが、港

　や郵便局でも検査を行っているという。

○沖縄県内においては米軍基地内で非公用軍

　事郵便物（個人の郵便物）の検査も行う。

〈麻薬探知犬について〉

○全国から適性のあるもの1-2歳の犬が試験

を通して選ばれ、貨物検査対応犬若しく

は旅具検査対応犬として育てられ、7年間

活躍する。

○適性は動くものへの興味、人間に危害を加

えない、物怖じしない、そして1度つかん

だものを離さない独占欲を確認される。

○検査中はハンドラーと呼ばれる税関職員と

1対1のペアになって行動する。

○業務を行う上でハンドラーとの信頼関係が

重要である。

○麻薬探知犬は、貨物や郵便物の匂いを嗅い

だり、海外旅行者の周りを歩きながら匂

いを嗅いで検査を行っている。麻薬の場

所を探し当てると、その場に座って教え

てくれる。

○どの麻薬探知犬もおとなしく、人を噛んだ

りしないので安心してほしいとのこと。

取材報告

広報委員会

安次富 大

○麻薬探知犬は、検査を行う方法で2つのタ

イプがある。一つは、多くの貨物や郵便物

を検査できるよう訓練された「貨物検査対

応犬」、もう一つは、空港などで旅客の周

りを歩いて検査するよう訓練された「旅具

検査対応犬」である。

○麻薬探知犬になるためには、1〜2歳の犬が

約4カ月間厳しい訓練を行い、認定試験に

合格して麻薬探知犬として認められる。

○現在、麻薬探知犬として活躍している犬種

は、ラブラドール・レトリーバーとジャー

マンシェパードが主だが、犬種は問わず雑

種でも麻薬探知犬に適していれば問題ない

と言う。

○なぜ、麻薬探知犬が麻薬を探し出せるのか？

　麻薬探知犬の訓練の始めは、犬にダミーと

呼ばれるタオルを棒状に堅く巻いたものを

使って遊んであげる。犬は次第にダミーに

興味を持ち、本能的にダミーを探すように

なる。次にこのダミーに麻薬の匂いを付けて

遊んであげると、犬はダミー＝麻薬の匂いと

条件付けで学習していく。この訓練を続け

たあと、犬の見えない場所に麻薬を隠すと

犬は自慢の鼻を使って懸命に麻薬を探しだ

そうとする。犬が麻薬を探し当てると、ハ

ンドラーは犬を褒めてダミーを与えタグオ

ブワー（Tug Of War）というダミーの引っ

張り合い、綱引きをして遊んであげる。犬

は麻薬を探し当てるとハンドラーからダ

ミーを貰えて、タグオブワーで遊んでもら

える。麻薬探知犬にとって、麻薬探しはゲー

ム・遊びなのである。
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〈薬物の扱い〉

　検察庁に告発した案件は検察庁に薬物を送

致し、告発までには至らず行政処分（通告）

として税関が没収等した薬物は厚生労働省に

引き継いでいる。

　なお、訓練用として麻薬類を取り扱うため、

ハンドラーは薬物の取扱免許を取得している。

〈沖縄県における摘発の現状〉

○外国からの観光客が増加を辿る現状に伴

い、摘発件数は増加。

○平成29年における摘発件数は41件。中でも

大麻摘発件数が前年比2.5倍に増え、キロ単

位の覚醒剤の摘発も2年連続で続いている。

○摘発総数には向精神薬、指定薬物も含まれ

る。（計1292錠、510g）

〈引退後〉

○麻薬探知犬として約７年間を勤め上げた後引

退した犬は、民間の引取先を探し譲渡される。

○引取先には職員も安心して任せられる人を

探している。

○その情報について認知度が低く、広く受け

取り手が求められている。

〈感　想〉

　名前は聞いてもその実際については知る機

会の少ない麻薬探知犬。今回は薬剤師とし

て、薬物という共通点を通して話を聞きまし

たが、沖縄で不正薬物を流通させないという

社会的意義の大きな内容、増加する観光客の

絶対数に苦労しながらも対応し、摘発件数を

増やすその実績には強く刺激を受けるものが

ありました。特に印象的だった「99.9%は善

良な人、それらの中から0.1%を見つける仕事

です」という言葉はこの現場だからこそ聞け

たのだと実感できました。

　また、社会的意義のみではなく、税関職員

やハンドラーさんの人となり、心配りにも多

くを学びました。パートナーの犬との信頼関

係、遊びとして麻薬探知犬が働けるような心

遣い、犬が苦手な方を怖がらせない工夫、引

退後までを思いやる優しさ。働く場所も業務

内容も全く異なりますが「人を思いやる」「薬

物の適正な流通に貢献する」これらの思いは

薬剤師とも共有する部分が大いにあるのだと

感じました。お互いの職能を発揮し合い、よ

り良く安全な社会を共に築いていければと、

心強さを覚えると共に、自らの仕事を新たな

視点から捉える良い機会となりました。

　最後に、今回の取材にご協力いただいた沖

縄地区税関への心からの感謝と共に、今回の

報告とさせていただきます。

税関広報広聴官の小谷真治氏（左）とインストラクター

の島袋証吾氏（右）から説明を受ける。後方のキャッ

プの３名はハンドラー：左より、松堂正吾氏、比嘉大

吾氏、齋田英二氏。

那覇空港国際線ターミナル機内預かり手荷物受取口で待機する麻薬取締犬（ラブラドール・レトリバー）とハンドラー

（税関職員）。「ガタン」と音を立て機内預かりの手荷物を載せたターンテーブルのベルトが回り始めた。それと同時に、

麻薬探知犬とハンドラーが素早く動き出し、手早く手荷物検査を行っていく。手荷物に１つずつ鼻をくっつけスピー

ディーに嗅いでいく麻薬探知犬。
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旅と薬と思い出と

　「人生とは旅であり、旅とは人生である。」

　かの中田英寿さんが言ったこの言葉。その

深さを日々改めて感じ、過ごしています。

　人との出会い別れを繰り返し、お互いの人

生に関わり合う。薬剤師の日々も旅の様だなぁ

と思いつつ、時折振り返る本当の旅の記憶は

負けじと輝かしいものです。深夜のホステル

で自分のベッドに寝ていた見知らぬおじさん

との遭遇、二段ベッドの下からビールの匂い

を帯びた大音量のいびきを背中に放ってくる

見知らぬおじさん、相部屋のスペイン人グ

ループと意気投合した騒音への通報騒動―。

　どうやら、人生にはどうしても本当の旅で

しか得られない経験があるようです。旅の思

い出は当時どんな感情を抱いていても振り返

れば微笑ましく、素晴らしく。選ぼうにも甲

乙つけがたいですが、今回は薬剤師らしく薬

にまつわる体験談をしたいと思います。

　地中海に浮かぶ蠱惑的な島、真夏のマルタ

共和国で過ごした休暇でのことです。その日

は観光を終え、マリンアクティビティをする

ことに。SUPヨガやフライボードの誘惑にも

迷いながら選んだのはジェットスキー、ビス

ケットチューブ、そしてパラセール。日本で

はできない免許なしでのジェットスキー操縦

の興奮、ビスケットチューブの爽快感もさる

ことながら、世界遺産でもある首都バレッタ

を遠目に、眼下に碧く輝く地中海を一望する

パラセールの景色は正に無二の体験です。し

かし、このパラセールが曲者でした。

次号には、新垣 優美絵 先生がバトンを受けて下さいました。ご期待下さい！

すこやか薬局 おもろまち店

安次富　大

　直射日光はもちろんのこと、周り一面を囲

む海からの照り返しを体中に浴びた結果、そ

の日の夜から露出していた素肌全てが真っ赤

に。翌日には歩く際の服の擦れすら痛む始末

です。後輩と痛み我慢の根性比べをしながら

互いの肩を叩き合う中、救いを求めて現地の

薬局へ。しかし移動の飛行機でサンオイルが

没収されたことを考えるとアフターバーンオ

イルに手は伸びず、クリームもない状態。困

り果てた異国の薬局の中、目の前に現れたの

が皆さんおなじみNSAIDs！痛みに邪魔され

る中で頭が必死に働きます。そもそも日焼け

とは炎症反応であるはず、だとすれば原理的

に抗炎症作用があればこの痛みは治まるは 

ず……？購入して即座にレストランへ、食事

を済ませ1錠。みるみる痛みが治まっていき

ます。薬が切れて夜中にうなされることもあ

りましたが、おかげで無事に素敵な異国の休

暇が過ごせ、自分の健康に関して薬剤師で良

かった、と心底思ったのはこれが初めてのこ

とです。

　めでたしめでたし、のような備えの悪い自

業自得のような。なんとも受け取り方に困る

話ですが、それも全部ひっくるめて私の人生

の一部、旅の一部です。

　旅にまつわる四方山話は尽きませんが、そ

れはまたの機会にいつかどこかで？
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本田あきこ オレンジ日記

堀内実穂さんと二人三脚

　桜の季節もあっという間に駆け抜けてしま

いました。関東以南の皆さんは、例年より早

い満開の桜を楽しまれたことと思います。東

北以北はこれからが本番と聞いています。日

本列島は本当に縦に長いのだと実感する桜の

季節です。

　さて、私の全国支部訪問の旅は、東京、関

東を終え、4月より中国地方に入っています。

岡山県を皮切りに、山口県、広島県、島根

県、鳥取県を訪問させていただきます。岡山

県では、地元岡山の代表藤井議員をご支援下

さる多くの製薬会社や卸会社を訪問させてい

ただきました。また、最終日には、女性薬剤

師の皆様が主催された「女子カフェ」にお邪

魔させていただくことができました。2〜3か

月に一度のペースで情報交換をされていると

のことです。女性薬剤師の声を広げていくこ

とも私の使命と改めて胸に刻む機会となりま

した。

　ところで、3月までは本部の役員の先生に

同行をお願いして支部訪問を行ってきまし

たが、4月から堀内実穂さんが全国行脚の一

員に加わっていただき、訪問時の写真撮影、

現地との日程調整等を行っていただいてお

ります。

　堀内実穂さんは、熊本県立大学文学部日本

語日本文学科を卒業され、高校の国語の教師

をされたのち、趣味である野球を生かし、プ

ロ野球球団に関係のある熊本のクラブチーム

で、3月末まで5歳から12歳の少年少女に野球

を教える仕事をされていました。ご自身も硬

式野球チームの4番打者、キャプテンとして

昨年末まで活躍されていました。秘書的な業

務は初めてのことだそうですが、短期間の内

にすっかり仕事を覚えられ、二人三脚で元気

に活動しております。本田あきことその分身

である堀内実穂を今後ともよろしくお願い致

します。

日本薬剤師連盟

副会長　本田 あきこ

1　Facebookページ「本田あきこの部屋」を公開しました。

　 右のＱＲコードから閲覧してください　⇒

2　本田あきこのホームページを開設しました。

　 https: / /www.honda-akiko.jp/

3　本田あきこメールマガジンを開始しました。

　 右のＱＲコードから登録をお願いいたします　⇒
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本田あきこ オレンジ日記

薬剤師会の会員でよかった！！

　4月の中国ブロックの訪問活動を終えて、5

月のゴールデンウイークは地元熊本で活動を

行いました。

　中国ブロック訪問中は、薬局訪問のみなら

ず、卸や病院にも訪問させていただく機会を

頂戴いたしました。病院の薬剤師の方々から

は、病棟業務の現状等、日頃お話しを聞くこ

とが少ない貴重な情報を得ることが出来まし

たが、薬局と同様に薬剤師不足で困っておら

れるとのことでした。

　また、4月18日には日本薬剤師会会議室に

おいて、全国から担当者が集合しての私の後

援会名簿入力システム説明会が開かれていた

ことから、訪問中の広島県薬剤師会館から

スカイプにより参加者の皆さんへ、画面越

しではありましたがご挨拶をさせていただ

きました。

　さて、熊本での活動ですが、ご支援いただ

いている方々や支援企業への訪問、自民党県

連の女性局総務会への参加、後援会の方が

セットしていただいたモーニングセミナーで

の講演等です。セミナーでは「熊本地震の体

験から感じたボランティア活動の在り方」と

題して講演させていただきました。終了後、

おくすり手帳はどこでもらえるのかなどの質

問があり、一般の方にはまだまだ浸透不足な

のかなと感じたところです。

　ところで、熊本県薬剤師会は、4月28日に

白衣の「くまモン」が車体に大きくプリント

されたモバイルファーマシーのお披露目式典

を開催しました。また、5月から熊本県薬剤

師会研修カードが一新され、このカードにも

白衣姿で乳鉢・乳棒を抱えた、熊本県薬オリ

ジナルの可愛いらしい「くまモン」がデザイ

ンされています。日薬会員であるとともに、

こんな可愛い研修カードを持てる熊本県薬の

会員でよかった！！と感じた瞬間でした。

　毎日の私の活動状況を下記のFacebookに写

真とともに投稿していますので、是非ご覧に

なってください。

日本薬剤師連盟

副会長　本田 あきこ

1　Facebookページ「本田あきこの部屋」を公開しました。

　 右のＱＲコードから閲覧してください　⇒

2　本田あきこのホームページを開設しました。

　 https: / /www.honda-akiko.jp/

3　本田あきこメールマガジンを開始しました。

　 右のＱＲコードから登録をお願いいたします　⇒
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国会レポート
厚生労働委員会の質疑

自由民主党組織運動本部本部長代理
参議院議員・薬剤師

藤井 もとゆき

　参議院の厚生労働委員会は、3月20日に加

藤厚生労働大臣の所信を聴取し、22日に所信

に対する質疑を行いました。私は自民党の

トップバッターとして、質問に立ちしました。

　先ず社会保障費について、2015年の骨太方

針において、その伸びを3年間で1兆5千億円

を目安とすることが示され、財源捻出のため

結果として、医薬品等の一部の産業界が負担

したことは、国民にとっても大きなマイナス

なると指摘し、政府として十分な財源を確保

して持続的な社会保障システムを構築するよ

う求めました。また、本年の診療報酬改定に

おいて、別枠として、いわゆる大型門前薬局

の適正化が行われていることを踏まえ、枠の

内と外で対応する項目について、一定の方針

を示して行うよう要望し、併せて、病院敷地

内への薬局の設置・誘致に対する厚生労働省

の考えを質しました。次いで薬剤師の需給に

ついて、薬学6年制教育を受けた6回生が卒業

する時期となり、その職能への期待も拡がる

一方で、大学も増えて大学間の格差や国家試

験合格率の格差なども指摘されていること等

から、その認識を伺い、加藤大臣から「来年

度の厚生労働行政推進調査事業費補助金を用

いて薬剤師の需給を把握するための調査を行

う」とのお答えを頂きました。

　最後に薬物対策について、加藤大臣から「薬

物乱用対策推進会議議長として、国内のみな

らず海外で問題となっている薬物乱用の実態

を踏まえてしっかり対応するとともに、本年

8月に薬物乱用防止五カ年戦略の改定に向け

てしっかりと取り組んでまいります」との決

意を伺い、質疑を終えました。

　質疑内容は、参議院ＨＰに録画映像や会議

録が掲載されていますので、関心のある方は

是非ご覧頂ければと思います。

厚生労働委員会の質疑（その２）

　参議院厚生労働委員会は4月12日に食品衛

生法改正案の審議が行われ、今国会2度目の

質問に立ちました。平成15年以来となる今回

の改正は、調理食品や外食・中食へのニーズ

が高まり、ノロウイルス、カンピロバクタ−

等の食中毒の発生が高止まりし、広域化して

いること、国民の健康志向の高まりとともに、

健康食品の利用が拡大していることなどに対

応するものとなっています。

　今回の質疑では、広島県地域保健対策協議

会が平成27，28年に実施したアンケート調査

結果を引用して、健康食品の使用によって通

院や服薬を自己判断で中止した人や健康食品

の使用により体調不良を感じた人がいること

を挙げ、消費者に対する広報・啓発活動が重

要であることを指摘し、かかりつけ薬剤師指

導料の算定要件の一つに、患者さんの服薬す

るお薬に加え、健康食品についても把握する

ことが通知されており、消費者が健康食品を

正しく理解し利用するため、薬剤師・薬局を

積極的に活用するよう求めました。更に、「健

康食品」という呼称が誤認を生む一因ではな

いかと指摘し、脱法（合法）ドラッグを危険

ドラッグと改め功を奏したことを例に、呼称

の変更を提案しました。また、健康食品の品

質について、日本薬剤師会が各県の薬剤師会

検査センターにおいて実施した崩壊試験の結

果、錠剤・カプセル剤形状の機能性表示食品

に崩壊しない製品が複数認められたとの報告

書を基に、機能性表示食品の健全な育成のた

めにも、そうした情報が消費者に正しく伝わ

るよう、その対応を要望しました。

　今回の質問に際して、貴重な資料をご提供

頂いた薬剤師会関係者の皆様に御礼申し上げ

ます。前月号でもお知らせしましたが、参議

院ＨＰに録画映像や会議録が掲載されていま

すので、ご覧頂ければと思います。
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平成29年度
沖縄県薬剤師連盟若手薬剤師フォーラム

　　　　　　　　　　　　日時：平成30年3月17日（土）19：30〜21：00

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 研修室

　　　　　　　　　　　　テーマ：「薬剤師職能と政治力の必要性について」

　「薬剤師職能と政治力の必要性について」

をテーマに、4講師の講演を拝聴。若い薬剤

師の中には、なぜ我々の仕事に政治が関係し

ているの？と考える方も少なくない。それに

ついては、きちんと伝えきれていなかった部

分もあり反省の至るところである。今年は2

年に1度の調剤報酬改定があり、大幅な点数

の見直しがなされた。ただ、予想よりも厳し

い結果とはならず、ここでも政治の力（薬剤

師議員を中心に）で踏ん張ってくれたおかげ

ではないだろうか。

　我々医療に関わる点数は、中央即ち国会で

決定される。そこでの重要ポストを担ってい

るのは国会議員であり、我々にとっては薬剤

師議員が必須である。ただ、各医療団体と比

較すると薬剤師議員は少なめだ。限られた医

療費の予算を、各医療団体で割り振りしてい

る状況下、どうしても厳しい結果となってし

沖縄県薬剤師連盟

副幹事長　石川 恵市

本田あきこ挨拶（DVD放映）

亀谷 浩昌 沖縄県薬剤師連盟 会長あいさつ

司会進行

上原 卓朗
青年部会長

開会あいさつ

吉田 久子
沖縄県薬剤師連盟幹事長

閉会あいさつ

石川 恵市
沖縄県薬剤師連盟副幹事長
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まう。政治力で左右される調剤報酬は、薬局

経営に関わってくる。我々薬剤師はもちろん

のこと、医療事務スタッフやその家族の生活

にも強く影響してくる。そのためにも、皆様

のご理解をいただきながら地道に後援会名簿

集め･薬局訪問に取り組んでいきたい所存で

ある。

　また、ご周知のとおり沖縄県には薬学部が

無く、離島県という状況下もあって、全国的

に見ても極めて薬剤師が不足している地域で

ある。数年前に新規薬学部の設立が相次ぎ、

確かに全国同様薬剤師数の底上げはあった

ものの、人口10万人当たり全国平均の181人

に対し、沖縄県は134人と最下位である。今、

薬剤師に求められているのは「健康サポート

薬局」「かかりつけ薬剤師」を目指すことで

ある。充足する一部の都道府県であれば、そ

の理想を実現させることは可能であるが、沖

縄県では薬剤師数が絶対的に少ないために浸

透しづらいのが現状である。そのためにも沖

縄県内の薬剤師確保に力を注がなければなら

ない。

　沖縄県薬剤師会としては、西普天間返還跡

地への移転が検討されている琉球大学（医学

部および同附属病院）に薬学部の創設を強く

要望している。厳しい取り組みではあるが、

ここでも政治力が必要である旨を付け加えて

おきたい。

＜式次第＞　　　　　　　　　　　　　　 　司会進行　青年薬剤師部会部会長　上原　卓朗

　1．開会のあいさつ　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県薬剤師連盟幹事長　吉田　久子

　2．会長あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県薬剤師連盟会長　亀谷　浩昌

　3．本田あきこあいさつ（動画）

　4．講　演

　　　「政治力の必要性」　　　　　　　　　　　　　　　　　 沖縄県議会議員　山川　典二

　　　「日本薬剤師連盟の現況」　　　　　　　　　　 日本薬剤師連盟副幹事長　小野　春夫

　　　「薬剤師　昨日、今日、そして明日」　　　　　　 日本薬剤師連盟幹事長　岩本　　研

　5．特別講演

　　　「なぜ薬剤師が政治に関わるの？」　　　　　 衆議院議員環境副大臣　とかしきなおみ

　6．閉会あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県薬剤師連盟副幹事長　石川　恵市

講演１　山川 典二
沖縄県議会議員

講演２　小野 春夫
日本薬剤師連盟副幹事長

講演３　岩本 研
日本薬剤師連盟幹事長

特別講演 とかしき なおみ
衆議院議員環境副大臣
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　若手薬剤師フォーラムに参加して、薬剤師

でもある環境副大臣のとかしきなおみ先生が

述べられた「財務省が増大する医療費を鑑み

て院外調剤を院内調剤になるよう動いてい

る」という内容に衝撃を受けました。と言い

ますのも、私はこの講演を聴くまでは、薬剤

師と政治の関係性がそれほど大きく関係してい

ることを理解していないところがありました。

　私は、現在31歳と薬剤師としてはまだまだ

新参者ですが、この業界に携わるに当たり例

えば調剤報酬改定など薬局運営に関わる情報

のみを収集していました。しかし今回の講演

を拝聴し、それだけでは駄目なのだと痛感し

ました。そもそも薬剤師と政治力がどのよう

な関係性で動いているのかが分かりませんで

した。例えば前述で触れました「財務省が増

大する医療費を鑑みて院外調剤を院内調剤に

なるよう動いている」ことについては、医師

や看護師に比較し薬剤師の国会議員はかなり

が少ないため発言力が弱くなり、政治力にお

いては医師や看護師業界には恩恵が受けやす

く、薬剤師業界には恩恵を受けにくいという

事に繋がるのだと理解しました。（医療の分

野の国会議員の人数は、医師が21名、看護師

6名、薬剤師は4名という数字は本当に驚愕で

した。）

　私見ではありますが、私も含めた若い世代

の薬剤師も薬局運営を行うため、日々様々な

ことに奮闘し、努力していると思いますが、

この講演を拝聴した後では、現場だけでなく

さらに「政治家との協力」という外堀を埋め

る作業が必要なのだと痛感しました。

　私は、これからこの体験をもとに、現場だ

けでなく薬剤師業界の将来を担うための活動

やこれら有益な情報を友人知人などにも伝

え、小さな力ではありますが、薬剤師業界が

より良い環境になるよう尽力していきたいと

思います。

　最後に、このような情報の場を提供して頂

きました、沖縄県薬剤師連盟の皆様、環境副

大臣のとかしき

なおみ先生、日

本薬剤師連盟幹

事長の岩本先生、

副幹事長の小野

先生に対して感

謝と共に、今後

ともご指導賜り

ますようお願い

申し上げます。

記念撮影

登川薬局

冨永 晃弘

＜若手薬剤師フォーラムに参加して＞

乾杯の音頭　神村 武之 顧問
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平成30年2月12日(月）日本経済新聞

※発行元が記事利用を許諾しています。

転載記事
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平成29年12月8日(金）琉球新報
転載記事

※発行元が記事利用を許諾しています。
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平成30年2月11日(日）沖縄タイムス

前頁のように地元紙２紙に掲載されたことで、当会は上記のように投稿し、県民に向けて啓発

しました。

転載記事

※発行元が記事利用を許諾しています。
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平成30年1月29日(月）沖縄タイムス

転載記事

会員の狩俣イソ氏の投稿文です。

※2記事ともに、発行元が記事利用を許諾しています。

平成30年2月15日(木）琉球新報
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※2記事ともに、発行元が記事利用を許諾しています。

平成30年2月18日(日）琉球新報

転載記事
平成30年5月23日(水）八重山日報
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会 務 報 告

 1木◦職業紹介事業許可証交付式･講習会　沖縄労働局　大城課長、事務局宮城

  　◦平成29年度第2回南部地区健康おきなわ21推進連絡会議　南部保健所　新垣理事

  　◦平成29年度第4回沖縄県国民健康保険運営協議会　県庁　川満常務理事

  　◦個別指導　那覇市第一地方合同庁舎　社会保険医療担当：仲真良重氏・宮城幸枝氏

  　◦糖尿病療養支援実践セミナー第17回コメディカル勉強会　中頭病院　共催：ちばなクリ 

　　　ニック

  　◦ Cardiovascular Total Management Seminar　ザ・ナハテラス　共催：武田薬品工業株式

　　　会社

  　◦平成29年度第2回災害対策委員会　県薬研修室

  　◦第2回健康サポート薬局県内100軒実現に向けての研修会事前打ち合わせ会議　県薬会議室

　　　盛本直也、松本圭五、大城課長

  　◦第18回沖縄「全人的医療」研究会 　ロワジールホテル那覇　共催：株式会社ツムラ

 2金◦平成29年度第2回医療保険委員会　県薬会議室　

 3土◦第13回うるま市生涯学習フェスティバル　うるま市民芸術劇場　平成29年度うるま市教育

　　　委員会表彰受賞者：莇初子、瑞慶山純子/大城課長

  　◦第2回健康サポート薬局県内100軒実現に向けての研修会　県薬ホール　講師：盛本直也

 4日◦平成29年度医療安全講習会　県薬ホール

  　◦アウトリーチ型健康づくり推進事業健康とおくすり相談会（第153回健康とおくすり相談

　　　会）　竹富町離島振興総合センター　担当：八重山地区薬剤師会/亀谷会長、笠原常務理事

  　◦平成29年度研究倫理に関する全国会議伝達講習会　県薬ホール　講師：外間副会長

 5月◦平成29年度かかりつけ薬剤師・薬局推進指導者協議会　厚生労働省講堂　西川常務理事、

　　　中尾滋久

 6火◦平成29年度第2回沖縄県自然環境保全審議会　県庁　宮城敦子

  　◦財務関係打ち合わせ会議　県薬会議室　亀谷会長、山里常務理事、前原信照、山城次長、

　　　大城課長

  　◦平成29年度第12回幹事会　県薬会議室

  　◦平成29年度第3回薬事情報センター委員会　県薬研修室　吉田典子(DI)

 7水◦社会保険診療報酬支払基金幹事会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部　亀谷会長

  　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼（那覇市自治会長へ）　那覇市

　　　真和志支所　大城課長

 8木◦第17回沖縄県健康教育研究大会　豊見城市立中央公民館　受賞者：神山康喜・真栄城玄一・

　　　山城専・垣花チエミ／亀谷会長、事務局長嶺

  　◦個別指導・新規個別指導　那覇市第一地方合同庁舎　社会保険医療担当：仲真良重氏・川満

　　　常務理事

  　◦中部地区研修会：平成29年度中部地区医師会糖尿病医療ネットワーク委員会推奨講演会

　　　ヒルトン沖縄北谷リゾート

  　◦医業経営セミナー　株式会社琉薬

  　◦平成29年度第3回BLS講習会　県薬研修室

  　◦第6回おきなわ津梁ネットワーク運営実行委員会　沖縄県医師会館　吉田理事

 9金◦平成29年度第4回沖縄県がん診療連携協議会　琉球大学医学部管理棟　亀谷会長

平成30年2月
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　　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼（那覇市自治会長へ）　なは市

　　　民協働プラザ　事務局長嶺

10土◦平成29年度第12回理事会　県薬研修室

11日◦平成29年度薬剤師生涯教育推進事業次世代薬剤師指導者研修会（12日迄）　日薬　西川常

　　　務理事・潮平英郎

　　◦平成29年度日本薬剤師会薬局実務実習担当者全国会議伝達講習会（第2回）　県薬研修室

　　◦認定実務実習指導薬剤師更新講習会　県薬研修室　

　　◦アウトリーチ型健康づくり推進事業健康とおくすり相談会（第154回健康とおくすり相談

　　　会）　南大東村保健センター　担当：那覇･中部地区薬剤師会/亀谷会長、笠原常務理事

12月◦青年部会主催米軍基地内海軍病院視察　米軍基地内海軍病院　

13火◦職業インタビュー　東風平小学校　講師：玉寄睦子

14水◦沖縄県交通遺児育成募金贈呈式　琉球新報社　亀谷会長、大城課長

　　◦沖縄県社会保険委員会主催「お薬について」特別講義　ちゃたんニライセンター　講師：

　　　比嘉朋子

　　◦薬剤師確保事業に関する打合せ会議　県薬会議室　亀谷会長、前濱副会長、川満常務理事、

　　　徳嶺恵子、中村章弘、石川恵市、県衛生薬務課･県立病院事業部、大城課長

15木◦第83回那覇地区薬剤師会臨床講座　県薬研修室

　　◦中部地区研修会臨床薬剤師育成研修会　株式会社琉薬

16金◦平成29年度日本医薬品卸勤務薬剤師会フォーラム　大阪コロナホテル　吉冨理事

　　◦アステム社長・ダイコー沖縄本部長を表敬訪問　県薬会長室　亀谷会長

　　◦那覇警察署定例表彰式　那覇警察署　亀谷会長、大城課長

　　◦沖縄県慢性期医療協会薬剤部会学術講演会　県薬ホール　

17土◦平成29年度第2回地区薬剤師会会長会議　県薬研修室　

18日◦第231回全国禁煙アドバイザー育成講習会　沖縄県小児保健センター　

　　◦平成29年度薬剤師継続学習通信教育女性薬スクーリング　県薬研修室　

　　◦平成29年度医療機器販売等の営業所管理者･医療機器修理業の責任技術者に対する継続研修

　　　〜高度管理医療機器継続研修会〜　シモジ薬局　講師：吉田理事

　　◦平成29年度第13回学校薬剤師部会役員会　県薬部会室　

　　◦平成29年度薬剤師認知症対応力向上研修 in 宮古　シモジ薬局　講師：中尾滋久

19月◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　國場幸之助事務所　山城次長

　　◦九州山口各県代表者会議・九州ブロック日薬代議員予備会議　福岡県薬剤師会館　亀谷会長、

　　　江夏副会長

20火◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動についての取材　琉球新報社　亀谷会長、

　　　大城課長

　　◦沖縄市高齢福祉課主催介護予防講話　生き生き健康サロン「ナオミ」　講師：砂川信子

　　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　西銘恒三郎事務所　亀谷会長、

　　　山城次長

　　◦スピオルト発売2周年記念講演会　ANAクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー　共催：

　　　日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社

21水◦メディサポ沖縄より取材　県薬会議室　亀谷会長、西川常務理事、大城課長
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　　◦五者事務担当者打合せ会　那覇市内　支払基金・協会けんぽ・三師会の各職員、山城次長、

　　　事務局長嶺

21水◦第12回那覇・浦添地区コ・メディカル糖尿病セミナー　大浜第一病院　共催：MSD株式会社

22木◦会報取材　ぎのざ薬局　伊差川サヤカ、座覇里奈、大城課長

　　◦平成29年度第3回財務委員会　県薬会議室

　　◦おきなわ津梁ネットワーク説明会　県薬ホール

23金◦薬事情報センター実務担当者等研修会　日薬　吉田典子(DI)

　　◦第18回OCEAN研究会　ザ・ナハテラス　共催：大日本住友製薬株式会社

25日◦糖尿病と歯周病に関する研修会・第2回糖尿病に関する意見交換会　沖縄県口腔保健医療

　　　センター　徳嶺恵子

　　◦平成29年度薬剤師の臨床判断に基づく要指導医薬品･一般用医薬品の適正な販売等に関

　　　する研修会　日薬　上原理事、盛本直也

　　◦第3回健康サポート薬局県内100軒実現に向けての研修会　県薬研修室　

　　◦平成29年度日本薬剤師会学校薬剤師部会くすり教育研修会　大阪府薬剤師会館　新垣紀子、

　　　上里美矢子

26月◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　興南学園　我喜屋 優興南学

　　　園理事長・校長/亀谷会長、村田常務理事、山城次長

　　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　沖縄電力株式会社　石嶺

　　　伝一郎沖縄電力代表取締役会長/亀谷会長、山城次長

27火◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　株式会社 琉球光和　山城次長

　　◦スズケン沖縄より来訪　県薬会長室　亀谷会長

　　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　沖縄尚学高等学校　亀谷会長、

　　　神村相談役、山城次長

　　◦管理者会議　県薬研修室　亀谷会長、各会営薬局長、吉田典子(DI)、各会営医療事務、

　　　山城次長、大城課長、小泉主任検査技師

　　◦平成29年度第13回幹事会　県薬会議室

　　◦平成29年度第5回在宅医療委員会　県薬研修室

　　◦平成29年度第2回感染症ケースカンファレンス　中頭病院

28水◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　株式会社オキジム　大城課長、　

　　　事務局宮城

　　◦株式会社琉薬より来訪　県薬会長室　亀谷会長

　　◦株式会社ダイコー沖縄より来訪　県薬会長室　亀谷会長

　　◦月次監査　県薬会議室　仲程みちの税理士、事務局前原

　　◦会報取材　沖縄地区税関　亀谷会長、宮城敦子、池間記世、伊差川サヤカ、安次富大、

　　　大城課長、事務局宮城

　　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　株式会社 金秀　山城次長

　　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　宮崎政久事務所　山城次長

平成30年3月 　

 1木◦沖縄県病院事業局訪問　県庁　亀谷会長、山城次長

  　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼那覇市自治会長へ　なは市民協

　　　働プラザ　大城課長
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 1木◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼「女性の翼」へ　てぃるる　亀谷

　　　会長、山城次長

  　◦糖尿病医療連携講演会　沖縄県医師会館　共催：ベーリンガーインゲルハイム株式会社

 2金◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　沖縄県教育委員会県立学校教

　　　育課　前濱副会長、山城次長

  　◦沖縄県病院事業局訪問　県庁　亀谷会長、山城次長

  　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼那覇市自治会長へ　那覇市首

　　　里支所　亀谷会長、山城次長

  　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼那覇市自治会長へ　那覇市小禄支所

　　　山城次長

  　◦琉球大学漢方医学研究会〜平成29年度第4回〜　おきなわクリニカルシミュレーション

　　　センター 　(株)ツムラ

 3土◦平成29年度第2回沖縄県病院薬剤師会精神分科会勉強会　新垣病院

  　◦平成29年度第13回理事会　県薬研修室

 4日◦平成29年度自殺予防対策事業ゲートキーパー養成研修会　県薬研修室

  　◦平成29年度医療機器販売等の営業所管理者･医療機器修理業の責任技術者に対する継続研

　　　修〜高度管理医療機器継続研修会〜　大濱信泉記念館　講師：中尾滋久

  　◦南部地区薬剤師会研修会　株式会社アトル

  　◦平成29年度薬剤師認知症対応力向上研修 in 石垣　大濱信泉記念館　講師：中尾滋久

 5月◦豊見城中央病院訪問　豊見城中央病院　亀谷会長、山城次長

 6火◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　沖縄海邦銀行　山城次長

  　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　沖縄県体育協会･沖縄

　　　県ウォーキング協会　大城課長

  　◦月次監査　県薬会議室　仲程みちの税理士、事務局上原

  　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　株式会社りゅうせき　亀谷会長、

　　　山城次長

  　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　琉球銀行　亀谷会長、山城次長

 7水◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　沖縄県赤十字血液センター 

　　　前濱副会長、大城課長

  　◦社会保険診療報酬支払基金幹事会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部　亀谷会長

  　◦平成29年度第5回地域保健委員会　県薬研修室　

 8木◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　浦添市役所　松本哲治浦添市

　　　長、亀谷会長、宮﨑政久氏、山城次長

  　◦平成29年度第2回健康づくり推進協議会　全国健康保険協会沖縄支部　我喜屋理事

  　◦平成29年度第4回地域医療支援病院運営委員会･平成29年度友愛会地域連携懇親会

　　　ロワジールホテル&スパタワー那覇　亀谷会長

  　◦平成29年度麻薬等取扱者講習会　浦添市てだこホール　小泉主任検査技師

10土◦日本薬剤師会第90回臨時総会（11日まで）　ホテルイースト21東京　亀谷会長、江夏副会長

　　◦講師派遣「在宅医療のための無菌調製講座 in 下関」　海峡メッセ下関　講師：荒井理事

11日◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　イオン具志川店　大城課長
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11日◦ 2018 医師・医療スタッフのための糖尿病セミナー in 沖縄　沖縄県立博物館･美術館共催：

　　　アステラス製薬株式会社

　　◦平成29年度第14回学校薬剤師部会役員会　県薬部会室

　　◦講師派遣「在宅医療のための無菌調製講座 in 徳山」　徳山中央病院　講師：荒井理事

12月◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　浦添市医師会　前濱副会長、　

　　　大城課長

　　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　宜野湾市役所　佐喜眞淳　

　　　宜野湾市長、亀谷会長、山城次長

　　◦平成29年度「健康おきなわ21」推進協議会　県庁　前濱副会長

13火◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　沖縄県経営者協会･沖縄県商

　　　工会連合会･沖縄県専修学校各種学校協会　大城課長

　　◦健康づくり支援事業推進委員会　沖縄県総合福祉センター　渡具知理事

14水◦社会保険診療報酬支払基金より表敬訪問　県薬会長室　亀谷会長

　　◦平成29年度沖縄県薬物乱用防止協会第2回理事会　サザンプラザ海邦　前濱副会長

　　◦第11回美ら島薬学ネットワーク　沖縄県医師会館　共催：持田製薬株式会社

15木◦平成29年度第1回沖縄県防災会議幹事会　県庁　吉田理事

　　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　株式会社リウボウフーズ前濱

　　　副会長、大城課長

　　◦第5回沖縄県医療費適正化検討委員会　県庁　亀谷会長

　　◦平成29年度沖縄県後発医薬品安心使用促進協議会　県庁　江夏副会長

　　◦沖縄県体育協会スポーツ医･科学委員会　沖縄県体協スポーツ会館　吉田（DI）、笠原理事

　　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　沖縄県体協スポーツ会館吉田

　　　（DI）、笠原理事、大城課長

　　◦〜八重山地区〜脳卒中勉強会　アートホテル石垣島　

　　◦中部地区研修会第36回薬タッチャーの会　中部徳洲会病院　

　　◦中部地区研修会臨床薬剤師育成研修会　株式会社 琉薬　

　　◦平成29年度第2回試験検査センター委員会　県薬会議室　亀谷会長

16金◦沖縄県医療審議会･医療法人部会･有床診療所部会　県庁　亀谷会長

　　◦第14回沖縄リウマチ薬研究会　ダブルツリー byヒルトン那覇首里城　共催：ファイザー

　　　株式会社

17土◦「絵本とわたしの物語展」沖縄展　オープンセレモニー　沖縄県立博物館･美術館　前濱副

　　　会長

18日◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼（沖縄ウォーキング協会へ）

　　　東村つつじ園　江夏副会長、大城課長

　　◦平成29年度第5回薬剤師のためのフィジカルアセスメント　おきなわクリニカルシミュ

　　　レーションセンター 　主催：沖縄県病院薬剤師会

　　◦沖縄県薬剤師会第77回臨時総会　県薬ホール

19月◦沖縄県警察本部より来訪　県薬会長室　亀谷会長、大城課長

　　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　株式会社サンエー　亀谷会

　　　長、宮﨑政久氏、山城次長
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　　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　株式会社リウボウストア　前濱

　　　副会長、大城課長

　　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　昭和製紙株式会社　屋嘉比　

　　　康則先生（会員・代表取締役社長）、亀谷会長、山城次長

　　◦那覇警察署より来訪　県薬会議室　大城課長

20火◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼広報　FMレキオ　亀谷会長、

　　　我喜屋理事、大城課長

　　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　創価学会沖縄事務所　山城

　　　次長

22木◦会報取材　沖縄県衛生環境研究所　亀谷会長、大城課長

　　◦平成29年度第1回沖縄県防災会議　県庁　亀谷会長

　　◦平成29年度第3回医療保険委員会　県薬研修室　

　　◦平成29年度南部徳洲会病院第3回地域連携懇親会　ロワジールホテル&スパタワー那覇　亀谷

　　　会長

　　◦薬局ビジョン事業打合せ会議　県薬会議室　笠原・西川各常務理事、吉田理事、石田浩、

　　　沖縄県保健医療部衛生薬務課、山城次長、大城課長

　　◦平成29年度浦添市医師会第3回糖尿病に関わる医師と医療スタッフのための研修会〜　浦

　　　添市社会福祉センター　

23金◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼（那覇ペタンククラブ）　奥武山

　　　運動公園補助競技場　亀谷会長、大城課長

　　◦平成29年度沖縄県献血推進協議会　県庁　前濱副会長

　　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　沖縄県PTA連合会　亀谷会長、

　　　大城課長

　　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　那覇市医師会　川満常務理事、

　　　大城課長

25日◦平成30年度集団指導・調剤報酬改定等説明会　てだこホール　

26月◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動協力へのお礼　沖縄県立北部病院　江夏副

　　　会長、大城課長

　　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動協力へのお礼　勝山病院　江夏副会長、大城

　　　課長

　　◦会営薬局移転検討委員会　県薬会議室

27火◦「認定薬剤師取得へ向けた継続セミナー」に関する打合せ会　福岡県薬剤師会館　潮平英郎

　　◦平成29年度第5回薬学生実務実習受入委員会　県薬会議室　

28水◦平成29年度第3回沖縄県地域医療対策協議会　県庁　江夏副会長

　　◦地域ケア会議（浦添市）　アルカディアビル　笠原常務理事

　　◦第13回沖縄ヘルスプロモーション・アカデミックミーティング　沖縄県医師会館　共催：

　　　武田薬品工業

29木◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動協力へのお礼　沖縄県立南部医療センター ･

　　　こども医療センター　(南部医療センター )佐久本薫院長･垣花真紀子薬局長、(県薬)亀谷

　　　会長・大城課長
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　　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力願い　沖縄セルラー電話株式会社

　　　山城次長

　　◦月次監査　県薬会議室　仲程みちの税理士、事務局前原・上原

　　◦平成29年度九州厚生局との連絡会議　県薬研修室　亀谷会長、仲真良重、事務局長嶺

　　◦平成29年度災害医療マニュアル検討会議･懇親会　県庁　吉田理事

　　◦平成29年度周産期医療薬物療法講習会　豊見城中央病院　共催：沖縄県病院薬剤師会

　　◦なごみ会主催県民健康フェア第1回実行委員会　沖縄県医師会館　笠原常務理事、事務局

　　　長嶺

31土◦平成29年度在宅医療委員会主催研修会　県薬ホール

平成30年4月

 2月◦平成30年度第1回広報委員会　県薬会議室　亀谷会長

 3火◦平成30年度第1回幹事会　県薬会議室

 4水◦ NHK沖縄放送局記者来訪　県薬会長室　亀谷会長、大城課長

 5木◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼広報　FM沖縄　亀谷会長、大城

　　　課長

  　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動協力へのお礼　沖縄県立中部病院　(中部病

　　　院)本竹秀光院長･川平浩子薬局長、(県薬)亀谷会長･伊佐中部地区薬会長・大城課長

 6金 ◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼（広報）　沖縄ラジオ（オキラジ）

　　　松尾はつよ

  　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼（宜野湾市自治会）　宜野湾市

　　　役所　亀谷会長、山城次長

  　◦平成30年度調剤報酬改定等説明会in八重山　大濱信泉記念館　講師：仲真良重

 8日◦沖縄県地域糖尿病療養指導士会第5回総会・記念講演会　沖縄県医師会館　主催：沖縄県

　　　地域糖尿病療養指導士会

 9月◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　NHK沖縄放送局　亀谷会長、

　　　大城課長

  　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　リウボウホールディングス･

　　　リウボウインダストリー　亀谷会長、大城課長

  　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　沖縄テレビ株式会社　亀谷会

　　　長、大城課長

  　◦社会保険診療報酬支払基金より来訪　県薬会長室　亀谷会長

10火◦沖縄県内の国公立大学への薬学部科創設に向けて（合同記者会見）　県庁記者会見室　安

　　　里哲好（沖縄県医師会長）、真境名勉(沖縄県歯科医師会長）、亀谷会長、前濱副会長、山

　　　城次長、大城課長、事務局宮城

　　◦会営薬局とよみ事務会議　会営薬局とよみ　川満常務理事、山城次長

11水◦沖縄県看護協会新事務局長来訪　県薬会長室　亀谷会長

　　◦社会保険診療報酬支払基金幹事会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部　亀谷会長

　　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼（沖縄市訪問）　沖縄市役所

　　　亀谷会長、山城次長

　　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼（うるま市訪問）　うるま市役

　　　所　亀谷会長、山城次長
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　　◦平成30年度実務実習受入薬局向け説明会　県薬研修室　

12木◦ FM沖縄 「伊良皆善子の『人間大好きリレージョッキー』放送（琉球大学への薬学部科創設

　　　に関する署名協力について）　FM沖縄 　亀谷会長(出演）、大城課長

　　◦敷地内薬局設置に関する意見交換会　沖縄県立八重山病院　亀谷会長、山城八重山地区　

　　　会長、宮良長博、山城次長

　　◦レミッチOD錠発売1周年記念Web講演会　県薬研修室・中頭病院　共催：鳥居薬品株式会社

　　◦平成30年度調剤報酬改定等説明会in宮古　宮古島市中央公民館　講師：仲真良重

13金◦平成30年度地域医療介護総合確保基金医療分にかかる都道府県個別ヒアリング　厚生労働

　　　省会議室　笠原常務理事

14土◦平成30年度第1回理事会　県薬研修室

15日◦平成30年度学校薬剤師部会新任新人研修会　県薬研修室

　　◦平成30年度第1回学校薬剤師部会役員会　県薬部会室

16月◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼広報　FMよみたん　松尾はつよ

　　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼広報　FM21　笠原常務理事、大

　　　城課長

17火◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　NTT　亀谷会長、大城課長

　　◦月次会計監査　県薬会議室　仲程みちの税理士、事務局前原

　　◦我那覇沖縄県病院事業局局長訪問（新県立八重山病院 敷地内薬局について）　県庁　亀谷会

　　　長、前濱副会長、山城次長

　　◦管理者会議　県薬研修室　亀谷会長、各薬局長、吉田典子(DI)、山城次長、大城課長、小

　　　泉主任検査技師

18水◦月次会計監査　県薬会議室　仲程みちの税理士、事務局上原

　　◦ラジオ放送収録（琉球大学への薬学部科創設に関する署名協力について）　琉球放送　亀

　　　谷会長、事務局宮城

　　◦第45回沖縄うふいち会　ザ・ナハテラス　共催：アステラス製薬株式会社

　　◦沖縄県栄養士会新会館お披露目会　沖縄県栄養士会館　亀谷会長、事務局花城

19木◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼（沖縄県経営者協会懇話会へ）

　　　ダブルツリー byヒルトン那覇首里城　亀谷会長、大城課長

　　◦第78回那覇地区薬剤師会臨床講座　県薬研修室

　　◦中部地区研修会糖尿病セミナー〜糖尿病患者さんと寄り添う〜　沖縄市民会館　

20金◦平成30年度地区調整機構総会　ホテルセントラーゼ博多　仲真良重

　　◦第7回沖縄糖尿病最新治療コングレス〜７周年プレミアム講演会〜　パシフィックホテル　

　　　沖縄　共催：ノバルティスファーマ株式会社

　　◦宮古地区研修会「心房細動Conference」　ホテルアトールエメラルド宮古島　

　　◦一包一話集会議　県薬会議室　亀谷会長、神村相談役、新垣正次、神山朝喜、城間盛光、

　　　大城課長

　　◦八重山地区薬剤師会・総会　石垣市内　

22日◦第155回健康とおくすり相談会　津堅公民館　担当：中部地区薬剤師会

　　◦第5回腎臓病薬物療法セミナー　FFGホール福岡県　

24火◦平成30年度第1回会営薬局委員会　県薬会議室　亀谷会長

25水◦地域ケア会議（浦添市）　浦添市内　笠原常務理事



－ 112－

おきなわ薬剤師会報　平成30年 3 ･ 4 ･ 5月号

　　◦第一回おきなわ生活習慣病と循環器病フォーラム　ロワジールホテル&スパタワー那覇　

　　　共催：興和創薬株式会社

　　◦薬剤師奨学金返還助成制度に関する会議　県薬会議室　亀谷会長、前濱副会長、石川恵市、

　　　徳嶺恵子、金城雄一、大城課長

　　◦なごみ会主催県民健康フェア第2回実行委員会　沖縄県医師会館　笠原常務理事、事務局

　　　長嶺

26木◦沖縄県国保連合会より来訪　県薬会議室　大城課長

　　◦琉球大学への薬学部科創設に関する署名活動への協力依頼　沖縄県高等学校PTA連合会

　　　大城課長

27金◦平成30年度第1回医薬分業対策委員会　県薬研修室

　　◦ DOAC Frontier Conference　ダブルツリー byヒルトン那覇首里城　共催：バイエル薬品

　　　株式会社

沖縄県薬剤師連盟会務報告

平成30年2月

 1木◦名護市長選挙対策緊急団体幹部会合 ANAクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー　亀谷

　　　会長

 3土◦名護市長選挙に伴う打上げ式　名護十字路　仲村英和、山城次長

11日◦ JPLフォーラム2018　主婦会館プラザエフ　前濱総務・新城総務

24土◦本田あきこと語る会　ANAクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ 亀谷会長、前濱総務

平成30年3月

 2金◦石垣市長選挙中山義隆氏推薦状交付　中山義隆事務所　江夏副幹事長、事務局長嶺

  　◦薬局廻り　石垣市内　江夏副幹事長、事務局長嶺

 9金◦沖縄市長くわえ朝千夫事務所開き　くわえ朝千夫後援会事務所　新城総務、山城次長

14水◦衆議院議員コクバ幸之助自民党副幹事長就任祝賀激励会実務者会議　コクバ幸之助後援会

　　　山城次長

17土◦沖縄県薬剤師連盟若手薬剤師フォーラム･懇親会　県薬研修室　とかしきなおみ環境副大

　　　臣、岩本研日本薬剤師連連幹事長、小野春夫日本薬剤師連盟副幹事長、山川典二沖縄県議

　　　会議員

26月◦与那原町長選挙候補予定者仲里司氏来訪　県薬会長室　亀谷会長、山城次長

28水◦平成29年度定時評議員会　スクワール麹町（東京都）　亀谷会長

平成30年4月

 4水◦沖縄市長選挙に伴う桑江朝千代氏への推薦状交付　輝く！沖縄市を創る市民の会　亀谷会

　　　長、江夏副幹事長、新城総務、普久原隆沖縄支部長、山城次長

 7土◦沖縄市長選挙に伴う薬局廻り　沖縄市内　藤井基之参議院議員、安東哲也日本薬剤師連盟

　　　副会長、新城総務、山城次長、事務局宮城

 9月◦沖縄市長選挙に伴う薬局廻り　沖縄市内　とかしきなおみ環境副大臣、新城総務、山城次長

12木◦くわえ朝千夫必勝！総決起大会　沖縄市民会館　江夏・石川各副幹事長、上原総務、普久
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　　　原沖縄支部長、大城課長、事務局宮城

13金◦与那原町長選挙に伴う仲里ツカサ氏への推薦状交付　仲里ツカサ後援会事務所　亀谷会長、

　　　山城次長

　　◦岸田文雄自民党政調会長を囲む懇談会　ANAクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー　

　　　亀谷会長、山城次長

14土◦福井照沖縄担当大臣との昼食会　ロワジールホテル&スパタワー那覇　亀谷会長

　　◦衆議院議員コクバ幸之助自由民主党副幹事長就任祝賀会　ロワジールホテル&スパタワー

　　　那覇　亀谷会長、神村顧問

16月◦仲里ツカサを支援する企業･各種団体実務者期日前会議　仲里ツカサ後援会事務所　山城

　　　次長

17火◦与那原町長選挙仲里ツカサ出陣式　仲里ツカサ選対事務所　亀谷会長、山城次長

　　◦沖縄市長選挙緊急会議　沖縄商工会議所　山城次長

18水◦本田あき子名簿管理システム説明会　日薬　山城次長、大城課長

21土◦沖縄市長選挙打上げ式　ゴヤ十字路　亀谷会長、江夏副幹事長、仲真良重、山城次長、大

　　　城課長、事務局宮城

　　◦与那原町長選挙打上げ式　マリンプラザかねひで東浜店前交差点　亀谷会長、山城次長

23月◦公明党女性の集い　パシフィックホテル沖縄　江夏副幹事長、前濱総務

　　◦ 2018公明党政経文化セミナー　パシフィックホテル沖縄　吉田幹事長、江夏副幹事長、前

　　　濱総務

28土◦自由民主党沖縄県支部連合会総務会　パシフィックホテル沖縄　吉田幹事長

　　◦第49回自由民主党沖縄県支部連合会大会　パシフィックホテル沖縄　吉田幹事長

訃 報

生前のご功績を偲び、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

大城 　勲 先生（享年87歳）　平成30年5月 2日ご逝去

喜瀬 乗惟 先生（享年82歳）　平成30年4月30日ご逝去
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　第4回 臨床薬理学研修会「認知症とその治療薬」

　　日時：平成30年7月5日（木）19:30〜　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

　認定実務実習指導薬剤師養成・更新研修会

　　日時：平成30年7月8日（日）9:30〜　　 会場：シモジ薬局 2階会議室

　平成30年度 新任・新人薬剤師研修会

　　日時：平成30年7月8日（日）12:00〜　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

　第11回 熟年の集い

　　日時：平成30年7月15日（日）12:00〜　会場：ダブルツリー byヒルトン那覇首里城

　平成30年度 在宅医療委員会主催研修会

　「在宅医療に役立つフィジカルアセスメントと症例からの薬学的管理の考え方」

　日時：平成30年7月15日（日）〜16日（月・祝）　会場：沖縄県薬剤師会会館 ホール

　平成30年度 第1回 健康サポートのための多職種連携（A）・薬剤師の対応（B）研修会

　　日時：平成30年7月22日（日）9:00〜　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

　女性薬剤師部会主催漢方講座

　　日時：平成30年7月29日（日）10:00〜　 会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

　認定実務実習指導薬剤師養成・更新研修会

　　日時：平成30年8月5日（日）9:30〜　　 会場：沖縄県薬剤師会館 研修室

　平成30年度 医薬分業対策会議

　　日時：平成30年8月12日（日）13:00〜　 会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

　なごみ会主催 第8回 県民健康フェア 2018

　　日時：平成30年8月19日（日）12:00〜　 会場：沖縄コンベンションセンター

　第5回 臨床薬理学研修会「免疫系に作用する薬物」

　　日時：平成30年8月30日（木）19:30〜　 会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

　ＦＡＸコーナー担当者連絡会議

　　日時：平成30年9月9日（日）13:00〜　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

　平成30年度 第2回 健康サポートのための多職種連携（A）・薬剤師の対応（B）研修会

　　日時：平成30年9月30日（日）9:00〜　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

開催日が決定した平成３０年度の主な行事
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　アドバンストワークショップ

　　日時：平成30年10月21日（日）9:00〜　 会場：沖縄県看護協会館 ホール

　第32回 沖縄県薬剤師会学術大会

　　日時：平成30年10月28日（日）10:00〜　会場：沖縄県看護協会館 ホール

　平成30年度 高度管理医療機器継続研修会

　　日時：平成30年11月11日（日）10:00〜　会場：沖縄県薬剤師会館　ホール

　平成30年度 第1回 薬剤師認知症対応力向上研修会

　　日時：平成30年11月11日（日）13:00〜　会場：沖縄県薬剤師会館　ホール

　平成30年度 第2回 薬剤師認知症対応力向上研修会

　　日時：平成31年1月27日（日）13:00〜　 会場：沖縄県薬剤師会館　ホール

　平成30年度 医療安全講習会

　　日時：平成31年3月3日（日）13:00〜　　会場：沖縄県薬剤師会館　ホール

 Facebook をご覧下さい！

下記アドレスより、お待ちしております。ホームページからも閲覧できます。

https: / /www.facebook.com/okinawaopa

お知らせ
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“橋の下”氏のエッセイ集「一包一話」が一冊の本となりました！

　本会機関誌「おきなわ薬剤師会報」にギネス級の長期間（46年以上）にわたって連載されてき

た“橋の下”氏（会員の神山朝喜氏）のエッセイ「一包一話」が一冊の本となって上梓されました。

　氏の薀
うんちく

蓄がぎっしり詰まった一冊を、次頁要領にて販売することと致しましたので、ご案内申

し上げます。

＜推薦文＞
　おきなわ薬剤師会報が手元に届く度に、一等先に目を向けるのは、橋の下の「一包一話」である。
彼には漫筆的才能に長けたところがあり、軽妙洒脱な筆致の中にも、時折、チラッと駄洒落を散
らしたりしている。何とも妙味のある文章を叙している趣がある。市井の小石を拾い上げて珠玉
の石に磨きを上げて、一包の薬包紙に包み込む。それこそ彼の一包一話ではないだろうか。四十
数年以上も、沖縄県薬剤師会会報に投稿し続けるためのネタをどのようにして紡ぎ出しているの
か。彼の博覧強記ぶりにも感服すること頻りである。何はともあれ、多くの皆様に、この一冊を
ご一読して頂きたく、お薦め致します。　　　　　　　　　（沖縄県薬剤師会 相談役　新垣 正次）

　氏の卓越した鋭い感性と匠な話術、筆術で書き下ろした歴史、現況、世の動向、変角からの見分、
思想、時には生活のプライバシーが見える等、感動したり、同情したり、笑ったり、ウチアタイ（内
面的打撲）する一面も有り、橋の下“一包一話”に包まれたエッセイが心にやすらぎを与えてくれ、
ヌチグスイ（命薬）と成って居ります。氏には是までのご功労に敬意を込めると供に、沖縄県薬
剤師会の歴史資料として保管することが出来れば喜ばしい限りで有ります。皆様には是非再読さ
れ、これまでの経緯、歴史、記憶が読み帰され、情報誌資料として蔵本して頂けたら幸いに思います。

（沖縄県薬剤師会 相談役　神村 武之）

　広報委員会にいた私も原稿の校正に携わったわけであるが、読みながらも笑いを禁じ得ない部
分や顔が赤らむような色っぽい話の連続に楽しく作業を進めたところである。氏の感性は鋭く、
我々の業界が直面している問題をかなり早い段階でその兆しを捉えて警告している。また、方言
にも親しみながら、我が沖縄の発展してきた歴史を知ることができ、大いに勉強になった。氏の
連載は現在も続いており、熱心なファンも多い。クスッとしたり、ニヤッとしたり、感心しなが
ら読んで欲しい１冊である。　　　　　　　　　　　　　　　（沖縄県薬剤師会 会長　亀谷 浩昌）

関係者で記念撮影

前列左より、新垣正次氏、神山朝喜氏、城間盛光氏

後列左より、神村武之氏、亀谷浩昌氏、事務局大城

原稿校正を担当した

池間記世氏（左）鈴木一徳氏（右）と一緒に
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エッセイ集「一包一話」販売要領

　販　　売
１．名　称：一包一話（その１）（その２）

　　　　　　※２冊発刊されています。

２．著　者：橋の下（神山 朝喜）

３．判　型：Ａ５ 判　　３５０ 頁

４．価　格：その１、その２ いずれも

　　　　　　定価 １，５００ 円（税込）　

　　　　　　会員価格 （２冊セットで）

　　　　　　２，０００ 円（税込）

５．送　料：無料

６．注　文：注文票を送付しますので、下記までご一報ください。注文票にご記入いただいて、

　　　　　　ＦＡＸにてお申し込みしていただきます。（注文先FAX ０９８−９６３−８９３２）

　　　　　　そのあと、請求書を発行致します。

　配　　布　保険薬局（賛助会員Ｂ）には、その１とその２の各１冊（計２冊）を無料で配布します。

　　　　　　薬局待合室での読み物としてご利用いただけたらと思います。

　寄　　附　発刊にあたっての皆様からのご寄附も募っています。下記までご一報ください。

　＜問い合わせ先 TEL ０９８−９６３−８９３０　沖縄県薬剤師会事務局 大城喜仁まで＞

題字は書家の豊平峰雲氏、イラストデザインは、

橋の下の娘様である神山侑子氏（会員）の作品

早速サインを求められた“橋の下“氏

題字を書家の豊平峰雲氏（中央）に依頼神山朝喜氏の先輩である金城保景氏

（中央：熟年の集い代表）に発刊の報告

広報委員会と関係者で発刊のお祝い
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誌上ギャラリー（裏表紙）について

編 集 後 記編 集 後 記

　ある日の夜、嫁から家族旅行の提案。今年

で結婚10年目のアニバーサリーでもあり、GW

の長期休暇を利用して海外に行きたいとのこ

と。私としては断る理由も見つからず、同行

できるだけでも御の字だ。思い起こせば、新

婚旅行も行けなかったし､､､普段から迷惑を

かけている分、ここでポイントを稼いでおく

必要がありそうだ。まだ小学生の子供達を楽

しませる事を考慮し、香港のディズニーラン

ドとシンガポールのUSSを計画しているのだ

が、シンガポールは罰金が多く厳しい国だと

有名だ。好奇心旺盛な私は、マーライオンに

またがっての記念撮影も企んでいる⁉が、罰

金刑で嫁の機嫌を損ねて懺悔旅行にだけはな

らないよう気を引き締めたい。　　　（ごり）

　ぎのざ薬局と税関に行ってまいりました。

普段は病院勤めなので、異なる業務を見せて

いただくのは毎回新鮮です。会報でみなさん

にも様々な薬局や関係者の方のお仕事の様子

が伝わるといいなと思います。「犬は門を守

り、武士は国を守る」の言葉のように場所は

違えど、活躍する薬剤師を発見する記事をお

届けしていきますので、今後も会報誌をご愛

読ください。　　　　　　　　　　（いさ吉）

左上：「熊野詣」　photo by　山里　美恵子　撮影地：熊野古道大門坂

　　　　熊野詣が盛んだった頃の平安時代にタイムスリップ

右上：「大阪城の梅林」　photo by　新垣　紀子（つる薬局）

左下：「猫２。 。。」　photo by　潮平　英郎（琉球大学医学部附属病院）　撮影場所：那覇市桜坂　

右下：「コペンハーゲンの古い鍵」　photo by　狩俣　イソ（やすおか薬局）　撮影地：デンマーク

　新年度を迎え、薬局も病院も新しい体制の

中、皆様いかがお過ごしでしょうか。如何お

過ごしかと言われれば、ひまでしょうがない

と言える人は、この業界では、まだごくわず

かなはずで、おそらくは皆様忙しくされてい

るかと思います。そんな中、ヤフーホームペー

ジにも取り上げられた、沖縄県への薬学部創

設を求めるニュースは会報FAXを見ない方の

目にも触れているのではないでしょうか。も

しかしたら、本当に沖縄県に薬学部ができる

かもしれない、と思い始めているあなた！薬

局の中で埋もれているFAX用紙の山をもう一

度見返してみてください。未記入の署名用紙

がまだそこにあるなら是非一筆(とは言わず、

二人でも三人でも)記載して、FAXのほどよろ

しくお願いします。　　　　　　　　　(松)

　4月——出会いと別れの季節。草木は燃え、

新たな旅人の行く背を見守る。などとはもは

や過去の話、社会人は毎月毎月、日々が変化

の連続である。卒業も入学も、出会だって別

れだって、向こうからやって来るのではない。

こっちから向かっていくのである。世の中が

変化するよりはやく、自分が変化していって

やるのである。だから自分が変化する余力を

貯める時間を誰かください……　　　(dash)
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　麻薬探知犬の取材に同行した。取材の中で

意外に思ったことは税関職員のハンドラーは

転勤で移動してきた先がたまたまこの部署

だったということで、犬と特別に関係のある

人がなるわけではないらしい。私は犬と猫ど

ちらが好きか、と聞かれれば犬の方が良い。

犬はとても人の役に立っている。麻薬探知犬

は犬の優れた嗅覚を活用して荷物・貨物・郵

便物などに隠されている麻薬類を発見する役

目であるが、この優れた嗅覚は警察犬、災害

救助犬等にも活用されている。大規模地震の

現場での地震救助犬の活躍も目にするところ

である。他に医療の場で最大で人間の一億倍

とも言われる嗅覚を利用するガン探知犬が日

本にも五頭いるらしい。犬は猫に比べて頭が

良い。この頭の良さを生かして盲導犬、聴導

犬、介助犬等としても重用されている。盲導

犬と言えば「クイール」の名前がすぐ浮かぶ。

「クイールの一生」を見て涙した人も多いだ

ろう。犬にとって盲導犬になるということは

並大抵のことではないと思える。それでもそ

の仕事を全うした犬たちがたくさんいること

を思うとやっぱり犬はエライ！　　（ピアナ）
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